
に落ちるとこ ろではさらに10cm下がっている。しかし南東側の北四部分ではT,P, + 13. 55cmと窃く，

南東に明確な段をもって落ちる。これは部分的な深みかもしれない。総合してみると地形的に一将窃い

部分から両側に似斜していると目える。

遺物は 3-445/.¥靡では図73-8が出土したのみで、出土状況は記録していない。3-4-4-6溝 ，4-285 

溝では遺物のほとんどが底から浮く 。検出而より浮いているものが多いのは、 3 -2府の影秤で激しし

凹凸があり、 訂を明確に検出するのに本来の 4而よりかなり下げたためである。44-61翡！部分では個体力

散在している ような状況だが、285料If部分では北西側とIN西側に各 lヶ所集中する部分がある。完形率

の高い弥生土棉が｀その場で割れたような状況で出土している例が多いのが特徴で、特に285洲部分南

東側の土器9・11などは、ほぼ原形を1品った形で検出された。

遺物の 9割以上が弥生土料で、それも完形旅の翡いものも多いが、わずかな上師揺 ．狽恵器は底而近

くの深い部分で出土したものもあり 、溝自体の時期は飛鳥時代であるのが確実である。切り合いなしに

つながる他の溝からもそれはi'j・定で送る。

ならばこの出土状況はどのように理解すべgなのか。Wi¥群掘削の際、弥生上器の入った辿梢を破壊し、

その時、土器はある税瓜丁忠に掘り 出した後、溝群を埋める時に投緊したと考えざるをえない。

弥生土器は一般的な集落の様相と比べると、斑の比率が硲いと いえる。また、生駒両麓造の比平が，閲

く、正確に分別した285溝部分では 6割を超え、特に長剪訊01(では 8割を越している。

弥生土器に 1紺しては、 l俎不や長樹（罰などから見れば、 河内 V - 2 ~ 3 様式煩と r~i•える。

図73に実測可(/瞑なものを諮げた。なお、鈍底部）十なと、実illlJ可能でも完形率悪く 、他と巫複する胤式

のものは省いたものもある。18・19は」浦Ii怜片、それ以外は弥生土甘怜である。

1は高杯。外面はやや）秤滅するが、）脚裾端にョコナデが残る以外はタテミガキ。内1iuも）fl滅し、口緑

部と脚部の一部にヨコナデが残るのみである。透かしは三）i近かし。胎土は灰白10YR8/2を星し、

赤色粒若干あり。索地の粘土がやや粗い。

2は高坪身部片。外而はヨコナデ。内而は日コナデ後タチミガキ。胎十はにぶい黄褐lOYR 4 / 3を

呈 し、角閃石多し 、 石英 • 長石若干、几凶灯りわずかにありの牛駒両麓瓶/l合七。

3も高坪身部片。外而口緑にヨコナデ残る以外は）併滅。胎七は1月黄褐2.5Y 6 / 6を址し、石英・此

石あり、角閃石わずかにあ り。

4も高杯身部片。外而は、上半日コミガキ、下半ヨコナデ後屈ill]部からやや下がってタテミガキ。内

面はD縁にヨ コナデ残る他は JJ~i滅。 胎土はにぶい黄褐2 . SY 5 / 4を呈し、 角I刈石非営に多し、lも石あ

り、石英・ 黒裳舟若干ありの生駒西麓産胎ェ。

5は高杯。外而ばに1縁と脚の対樟IIにヨコナデ残る他はタテミガキ。此部1J、J而は 2段にタテミガキ後

底部中心に一定方向ミガキ。）脚部P雌IIはヨコナデ。追かしは四方透かし。円板充瑣。胎土はにぶい黄橙

lOY R 7 / 3を呈し、石哭あり。l{石豹干、チャー トわずかにあり 。

6は鉢。外而は、 1可 I縁部ヨコナデ、底部1HIJ而はユピオサエ後ヨコナデ、その後にイ本部にクテミガキ、

底部は粗いナデ。内祉iは1ごl緑ヨコナデ、それより下はタテミガキ。））合土は10YR4/4-を呈し、長石 ・

角閃石あり、 石炎効干ありの生駒西麓即lれlo

7も鉢。外而は、底tlrnlil而にタタキ残るが、上方に日コハケ後全而ヨコナデ。内面は口緑部にユピオ

サエ残り、下半タテナデ、上半ナナメハケ。胎土はにぶい橙7.5Y7/4を呆し、長石硲干あり 、石英 ・

赤色粒わずかにあり。
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8は小型長類砥である。外面はヨ コナデ後タテミガキ、底部はユビナデとユピオサエ、底部側面には

ュビナデが入る。内面は、完形品で観寮しにくいが、口緑部はヨコナデ、即部『［下はタテユビナデ、そ

の下はヨコユピナデのようである。底部にはユビオサエが入る。粘土維ぎ目がよく残る。JJ台上はにぶし

橙7.5YR7/3を星し、此石あり 、石英 ・赤色粒若干あり 。

9は長頸壷。外面は、口緑部～顎部ヨコナデ後タテミガキ。頻部と胴部の炭にタテハケ、 JJ111J部は）狂滅

するがタテミ ガキ残存。内而は、即部タテナデ後 ,~,緑部ヨコナデ、顕部～胴部境にヨコナデ、 R111)部はク

テユビナデ後ヨコナデ。胎土は暗灰成2.5Y 5 / 2を品し、角I刈石あり、石英.Lも石若干ありの生駒西

麓産胎土。

10は壷底部片。外而は ミガキ、 J氏部と底部側面はナデ。内而はナデ。胎土はll紆灰黄2.SY 5 / 2を

し、角閃石多 し、及石若T、石炎わずかにありの生駒匝麓即lO...L.:.。

11は甕胴部片。外而は、下沼ISタテケズリ後上音I>タテハケ、上部にはハケの下にクタキ残る、 11st:大径部

分の水平のタ タキはI!!:!而でケズリが飛んで残ったもの。内而は上部にヨコナデ残るが、最終はタテハケ。

ハケ目は外面より机い。外面は全而煤l!f寸郊するが、中位に浪く、 上下は膊い。胎七は黒褐2.5Y 3 / 1 

を呈し、 角閃石非常に多し、石炎多し、長石ありの生駒西麗姫）lrl.:i..o 

12は甕上半） ，1 · 。 外面は、 口緑音I~ヨコナデ、顆部にユピオサニ残るが胴部はタタキ、ヨコ方向のタタキ

を散在するタ テのタタキが切る。内而は口緑部ヨコナデ、）Jiu]部は接介痕節にユピオサエ並ぴ、その後ヨ

コハケ、最終はヨコナデ。外而に煤l!fJ冴りするが、訂frlSにはほとんどない。胎土は7.5YR5/2を呈し、

角閃石多し、長石あり 、石英若干、晶裳母わずかにあ りの牛駒,,打麗照）j台土。

13は甕。外面は、 口緑部ユピオサエ後ヨコナデ、頸部にもユピオサエ残る、胴部はタタキ、成部と），＇＇，．．

部側面はユビナデとユビオサ工。内而は、 l-1緑部ユビオサエ後ヨコナデ、胴部下半ケズリ、 上半ハケ後

ナデ。外面には煤l!/J冴,,fするがJJl11J部1れほどと II緑が沿い。）j台士は｝火翼褐lOYR 3 / 2を呈し、角1刈石多し、

石英 ・長石あり、白裳団 ・赤色粒わずかにありの1:.1そ駒1肘麓瓶胎土。

14は甕片。外而は、口綽~glJi部ヨコナデ、）け部はタタキで、 •晋I~それを11りすヨコナデあり。内面は拇＇（

部よりやや下に桜合痕上に並ぶユビオサニが残るが、最終はヨコナデ。外而煤附滸。胎七はにぶい黄褐

lOY R 5 / 4を呈し、角1刈石多し、此石尤汀あり、石英わずかにありの生駒西麓産胎土。

15は甕底部片。外而は、タテハケ、タタキ、底部側面のタテユビナデの順に入れる。底{J[Sは巾心にユ

ビオサエ、周緑は不定方向ナデ。内J(Jjはヨ コナデ。胎土はにぶい橙7.5YR7/3を呈し、石英多し、

長石若干あり 。

16は器台口縁部）ヤ。外面は、 日緑端面ヨコナデ、その-ドからタテハケ後ヨコナデ、残存部下端にタテ

ハケを切るヨ コハケあり。内而はヨコナデ。外而の口緑からやや下の接介艇上に一部、 別の粘土を貼り

つける。そこ だけにぶい褐7.5YR5/4を止する。Jj合土は陪灰筑Z.5Y 4 / 2を呈し、角閃石多し、石

英あり 、長石沿干ありの生駒西菰附胎上。

17は器台裾片。16と同・個体の可能性もある。外而ば据端ituヨコナデの他はタテハケ後タテミガキ。

内面はナデ。胎土はII粁灰翼2.5Y 4 / 2を呈し、 frir刈石多し、石炎 ・ー↓屯布ありの生胸四麗産胎.:i..o

1 8は土師器炎片。 ？凋整はヨコナデ。 外而煤附滸。 胎 —,~.はlOYR 5 / 3を旦し、石英 .it石多し、赤色

粒わずかにあ り。

19は土師器鍔付き土描片。訓整はヨ コナデ。 胎；I:: はにぶい翼橙10YR6/3を星し、石炎；赤色粒を

わずかに含む精良な胎工。
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3 -447・ 4 -28fi溝 (I翌174~79・表37・38)02-2トレンチ西半から02-3 -Sトレ ンチを打く。 トレ

ンチ境あた りでやや蛇行するが,N36°Wを指r,1]する町線的な料11!である。1j1),Iは大体l.2~1.1,mを測る力、

残りの良い部分では1.8rnほど。深さは50cmほど。底の レベルは、286棉部分の4-288溝との交点から

南東側がやや浅いが、他はほとんどT.Pら+13. 0~13. 2mの11りで安定し、 iL'l(斜は認められない。瓜設す

る遺構とは、溝群として交叉する精\~とは切り合いなく、 他は3-376住屈や 3一辿物 6など全ての辿棉

に切られている。最も大型の溝で、欄査区両半の中心的な溝である。

埋土には流水堆和があり、泥土が堆較した中、わずかに水が流れていたような状況である。ただし、

断面図の最上）f1 (図76断面の 1)は部分堆和で、一部では溝の外側にも広がっていた。建物より後で、

付近が浸蝕されて推秋したものらしく 、その上1fl:iでは柱穴が検出されなかった。

遺物の出上状況は、構底部に付くものはほとんどない。しかし、部分堆籾があった付近 （図75)では、

上面付近で出上するものと。城」：：下半付近にあるものとに分かれるようで、上而付近のものは部分地梢

層内のものであった可能性が強く 、芳午•投梨の時期が異なる可能性がある 。 平而的には若干集中する 傾i

向があり、 447溝部分 ・286/,¥'I{部分各々 三つの：l滑怜群に分けられる。ただし、 4 -286・288ilW: 交点部分に

関しては、 後に別項目を立てて述べる。4477翫l灌恰群 1はわりと1lx在し、多くは 1一．．而付近出土である。

土器群 2は上而付近と I'・半付近に分かれ、図79-6 の須忠岱喪の破片が」~.而付近で集中して出土してい

るのが目立つ。この兜は、 11-1土レペルや位附から、3一建物1に関辿する辿物であった可能性もある。

土器群3はほとんど肌土下半から11-1土。286料'1'.部分では、部分:Iii!牙1'tW1はない。北西側では 1ヶ所に集I「'

し、レベルも集中する。T'i'i如fillはさらに分ければZR作になり、 北直側はイ5U府もレベルも散在気味で、人

きめの破片が多く、 lH哀側は溝）成部の土坑状のI'll部の上に集中し、特に低いレベルに多く 、破片は小

いものが多い。

遺物の内訳としては、圧倒的に弥生土滞が多い。弥生時代辿梢の集中する部分の北1叫緑辺を走るから

であろう。また

弥生土器は斐と壷が多く、特に面が甕の 2分の 1より破片数が多いのは、 •般的な集落の糾成と比べ

ればやや異質であろう o 11,'/j杯は一定数あると日える。生駒西麓産胎土の土器は災 ・村化に多く 、特に甍は

高率である。それに対し、翡杯.j,f.:. ~ 伶合では低咄。

土師器・ 頻）ぶ怜怜は数は少ないが、 糾成」こ、特異な、1,',(は認められない。

弥生土器群はii『1村第VI様式的様柑であり、 JI:内武土株を含む。土11而猫・紅（｝船榊は飛、l.'Jl ~ ill期にあ り

える組成だが、Il期が妥当であろう 。

実測可能なものからさらに選抜して、図78・79に掲載した。1刈型式とできるものは残りの良い 1点に

絞った。図78は弥生上楷と圧内式土器と石鉱丁。1及179は、 6が紺忠器、他は土11雁料である。

図78-1は窃坪身部片。外而はタテ ミガキ後に1緑に 6条の櫛耕［文。内lfr「はヨコナデ。 ））台土はにぶい買

橙lOYR 7 / 1を呈し、石英あり、長石芳干、角I刈石・赤色粒わずかにあり。中河内低地逝か。

2は高坪材部）十。庄内式で良かろう。外而は、稜より上はタテミガキ、下はユピオサエ後、タテ方向

の調整が見えるが不分明 、 稜直下はヨコナデ。 内而は）料滅するがヨコナデか。 胎 —I::はmsYR7/6を

呈し、角閃石多し、石英あ り、 此石若干あり。色間は八なるが生駒匝麓il',1カ・0

3も高杯身部片。n緑端lfrl付近にヨコナデ残る他はミガキ。河内Vl様式から庄内式まであっでよいも
のである。外liti稜町下以外タテ ミガキなのはVI様式的。）l釦土はにぶい橙7.5YR7/3を品し、石炎§

長石若干、角閃布 • 黒氣母わずかにあり。中河内低地産か。
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4は高杯片。外而はタテハケ後まばらにタテミガキ。材部内而はタテ ミガキ。脚柱蹄内面は上半タテ

ナデ、下半ヨ コナデ。逃かしは四方遥かし。胎土は灰黄2.5Y 7 / 2を呈し、角閃石あり、石英 ・品石

若干あり、赤色粒 ・よし＼磁舟：わずかにあり。中河,1、J旅か。

5も高坪片。外而は身部と脚部の接合部分にエ具痕のアタマ残るタテミガキ。材部内面もタテミガキ。

脚柱部は下部にユピオサエ列残り、軽いユビヨコナデ。 三方遥かし。胎土はにぷい黄橙lOYR 7 / 3を

呈し、石英多 し、此石あり。

6は高坪脚l°11SJt。1m1枯部は内外面絞り痕残る。外而はその上下に沈線、下の沈線直下に爪形文1幣

脚裾はタテハケ。脚枷部内面は、上半タテユビナデ後下半ヨコハケ。三方透かし。胎土は橙5YR7/

3を呈し、角閃石あり 、石英若干あり 、，Lを石 ・赤仏粒わずかにあり。

7も高杯脚部片。外面はタテハケ後ヨコナデか。内面は脚柱部タテュピナデ後、 脚裾部ヨコナデ。胎

土はにぶい黄杓lOYR 7 / 4を呈し、＇艮石若下あり。

8も高坪脚部片。外而は屈曲部にタテハケのエ共痕を残し、脚裾部ヨコナデ後タテミガキ。内面は脚

柱部タテナデ、脚栃部ョコナデ。叫方遥かし。）j缶I::はにぷい杓7.5YR7 / ~ を呈し、石英あり 、品

若干あり。

9は高杯脚裾部か。）玉内式であろう。外由は｝科滅するが、残存部はヨコナデ。内面はタテュピナデ後

脚裾ヨコナデ。透かし穴は残什部からすると 6~8他I入りそう。胎土は橙7.5YR7/6を品し｀石英

多し、 長石若干あり。

この形の脚裾は弥生時代後期の[llt]山県上稟式に起源を持ち、後期のうちに大分県の安国寺式から北,,,

の法仏式にまで広がる。器台にもあるが窃駈のほうが多い。脚柱部は俯状で、材部は布段が多い。加飾

するものが多いが、）主内期で）U1:1飾ないのは大阪府紅井北辿跡に頻例がある。

10は甑底部片。外而はククキ、底部側而にはユビオサニ、底部には数条の平行する植物坐）玉痕が残り、

ナデ。内面はハケ後棒状工具によるタテナデ、上部はヨコナデか。底部の焼成前穿孔は 311甜1で両而穿孔

である。胎上は褐10YR4/4を旦し、石英・艮石あり、ば＼娯母i'i-fあり。

11~13は線刻があり、絵仙i土悩の 可能性がある ~'.l! J'i- 。

11 は壷の頸部片。 り j 部から立ちあがった部分である 。 -1~拇1壷か。胎上はにぶい紺褐lOYR4/ 3を

し、角閃石多 し、石英• 長石ありの生駒西随泄胎土。

12も同じよ うな部位の破片。）JM土は灰iむ2,~y 7 / 2を呈し、石英若干、仁艮石わずかにあり 。

13は肩部片。これも此頻壷か。胎土はll行灰此2.SY 4 / 2を塁し、flJI刈石多し、右炎;-1~ 石ありのぼ

駒西麓産胎士。

14は短頸化した投顎壷片。外而はタテハケ後1ゴ緑ヨコナデ。内而は、顕部タテユビナデ後ヨコナデ。

胎土はにぶい黄粒10YR 7 4 を見し、枇和砂粒なし、微細粒に此石• 石災・ ！、し1狐母あり。

15は広口壷片。外而は顕邪タテハケ後に1縁ヨコナデ、訂部ヨコナデ、タテハケのエ具のアタ リ残る。

内面は、頸部タテュピナデ、 11緑ヨコハケ後、全体にヨコナデ。 胎土はにぶい黄10YR6/3を呈し、

角閃石あり、 石英・ '.I,む石若干ありの生臥雌り麓約l九lo

16は壷胴部片。此顕砥か。外面はタタキ後上半ヨコナデ、下半クテナデ、底綿はナデか。内而は1立大

径あたりにユビオサエ残り、底部にはユビオサエ、下半タテナデ、上半ヨコナデ。)jた土は凶褐10YR 5 

/4を呈し、 石炎；角1刈石あり 、長石若干、黒然/T):• 赤位粒わずかにありの生駒西麗釦l台.:L.o

17は壷か鉢の底部片。外而はタタキ後ヨコナデ、）設部側面はユピオサエ、底部はナデ。内面はナデ。
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胎土はにぶい黄橙10YR6/3を呈し、石英 ・此石 ・赤色粒沿二「あり。

18は壷底部片。外而はナデだが方向不明。内而はナナメ）ヽ ヶ。胎土は質褐2.5Y5/3を皇し、角l火l

石あり、石英ら長石沿干，月，1娯栂わずかにありの生駒西菰煕/j年I::゚

19は鉢底部片か。外面はタテミガキ、 ）氏部はナデ。内而はタテ ミガキ。）］台土はにぶい黄褐lOYR 5 / 

3を呈し、 角l刈石多し、石英ら 長石苅干ありの生駒西麓艇胎土。

20は小型の翌にも甘えるが、法泣と上部の1非jきかたからは鉢か。外而はタタキ、底邸側面から

まで、ヨコナデ。内而はハケか。胎土は褐灰7.5YR5/lを呈し、石英若干あ り、 長石 ・赤色粒わす

かにあり 。

21は鉢。底郁は側而を親指、凹面を中指で押さえるユビオサ工を述続して作る。1本部外皿は）科滅する

がヨコナデか。内而は一部ヨコハケ残るが最終間整不明。胎土は浅紺橙7.5YR8/4を旦し、赤色

粒•長石をわずかに含む。

22は鉢片。外而は、 底部側而にユピオサエ、1本部はヨ コナデ。 内而は、底部ユビオサエ後体部ナナメ

ハケ、最後にヨ コナデ。胎土はにぶい賀橙10YR 7 / 4を呈し、赤色粒 ；石英わずかにあり 。

23は甕片。外面は、に1縁ヨコナデ、 1本部タタキ、訂部以外に煤附滸。内両は、器表剥離するが一部に

表37 3-447" 貰潰枷破片敬這附占層

1大別 種別 ¥lll1出 型武・郡1立破片磁 細月II
土夏 破片数 ％ 破片島 ％ ％ 破片数 ％ 

土器・陶磁各 1244 I弥生 犀 82.2望(l 410 40,1 lタタキ 17 4.1 
I Q,2__ 底部 18 4.4 

甑 A ______Q,_3 
並 247 24,1 ：凱濡！ 20 8.1 

iillli'li'III l 0.d 
口蒟 26 10.5 
t甘ll 22 8.9 

21 2,1 
1I11・ 78 7.G 3 厠PJF.J.l!Tll 1 1L3 

'"' 8 0.8 
1エ帥甜 186 16,0 30 16.1 

｀ 
2 1.1 
4 2.2 ぽllli'i讀 4 
26 14.0 

”‘ 14 7.5 肱II柑i J- JL1A 
ヽ皿類 38 20 4 
I匹 I 0,5 

瑣恵器 35 H 26 74 3 
4 11 4 

ヽ 3 88 Utt~ 武 I 33,3 ,i;i, 1 100.0 
右製品 1 11 

- ,. .. .... _、ヽ,...,.., . --
大別 逍別 窃 f.111. 梨式・部位破―片似 一細別

総数 破片羞 ％ 碑片獣 ％ ％ 破片皇 ％ 

土器・陶磁酪 弱6
(弥$.出駒小片）

573 96,1 
（繋生駒匹随）

196 34,0 Iタ にや —l 
67 2 4, ~2 1 

21 62 31,8 ハヶ• 25 12 8 1~48 0 
邪 5 2.6 刀 ;i_ 6Q,_Q 

（壼生駒西闘）
147 a, '""" 35 23 8 H 6A._3 

~2 3~,1 ーロ滞 8 5.4 Ji 62,6 
！部 15 10.2 6 40,0 ， i 8 1,e 1 11,1 

,l,l, 40→ O I< l 3 7,6 
Iぢ 7i 1.0 1<1= 1 16.7 

1:tBili器 23 3,9 3 13.0 
・・I褥 2 8.7 

2 8.7 ,1ヽ社リ憲 A ' 100,0 
I 4.3 

,t,1, 2 8,7 
皿ヽ 初 7 30 4 

' ~ll 想器

゜
O,(f 

Iその他 配湛5 1 サヌカMF ~ 七 1 
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図78 3 - 447 • 4 -286i 
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ョコナデ残る。)j台土はにぶい橙 5YR6/4を呈し、石英あり、長石豹干あり。

24も甕片。外而はタ タキ後、タテナデが散在。内而は、底部ユビオサエ、ナナメハケ。胎土はにぶい

黄褐10YR 5 / 4 を呈し、角 I刈石 ・此石• 石英あり 。 赤色粒 ・ 晶然母若干ありの生駒匝菰〗在）l牛土。

25は器台口縁片。彫滅するが、ヨコナデか。並下口縁には4条の沈線が入り、円形刺突文を入れたIIJ

形附文と円形刺突文が交互に並ぶ。口象孔し而には二誼円形刺突文。その内側の円が並下口縁のものと同

じサイズ。胎土は泌褐2.5Y 5 / 3を呈し、 角1刈石多し、艮石 ・石英若干、よし凶総舟；わずかにありの生駒

西麓産胎土。

26は石包丁片。石材は緑泥片料。穴は両而穿孔、刃部も両刃だが、どちらも 1趾右の而からの方が深く

入る。加工仕上げの擦痕残るが、イ史川痕らし送ものは兄られない。

図79-1は土師器小型罰片。閻整はナデ。 lli位111闘やなで上げかたから布によるナデかと思われる。胎

土はにぶい黄樅lOYR 7 / 2を呈し、蛤石わずかにありの籾艮な胎工。

2は土師器郎。外面は、 l.l緑ヨコナデ、下蹄はユピオサエ後、板状工具によるヨコナデ。内面は17緑

にヨコナデ以外）科滅により不明。胎土は符2.5YR6/6を品し、赤色粒わずかにありの梢艮な胎土。

3も土師器杯。外面はイ本部上半にヨコナデ、下綿は，底綿はユビオサエ散在、体蹄はユピオサエ 2列、

最後にケズl)。内而はイ本部ヨコナデ、底部は料滅により不明。胎土はにぶい賀褐10YR4/3を呈し、

長石わずかにありの精艮な胎土。

4 は土師器短類壷片。 外而は ヨコナデ。 1J、J而は顕部ユビオサエ後全体ヨコナデ。 胎土は狐:~登lOYR 8 

/6を呈し、 赤色粒若干、石英わずかにありの梢良な）l在lo

5は片口の土師喘鉢片。外而は口縁ヨコナデ、他は ミガキ。内而は一部ユピオサエ残るが、 ヨコナデ。

胎土はにぶい橙5YR6/3を呈し、石英多し、此石あり、黒唸府わずかにあり。粕良な)j台上ではない。

6は須恵器甕片。外而は、口緑部l叩只ナデ、)1111]洲1はタタキ後カキメ、訂部に降）天痕あり 。内而は、ロ

縁部から頸部直下まで同転ナデ、 ）)111)部は111]心円タタキ半スリrlりし、口緑上半に降灰:Jl{あり 。』台土は灰 5

Y6/1を呈し、此石・右拠わずかにあり 。

3 - 450溝 （屈80ー86• 表39) oz-Zトレンチ西半の北側を走る。おおむねEZ6°Nを指向する直線
的な溝である。1l1t,!l.O~l. Zmほどだが残りの↓↓い所では1.8mほどあり、これが当初のll!fJに近いだろつ。

深さは30~55cmほど、底のレベルはT.P. +U.05~B.25mのIIリで不規則にl!!lr' りするが、強いて1~↑えば

~ 

，ヽ
6
 

。
(S .. l/•I) 2.0 cm 

:i -447: l:.l (上柑llt~2 ヒ湘 7) , ~(I梱o, 1 ]:~~ I ) 、 4 , 5. 611: 骰群21怜 B))
4 -2HO, 「1(附訊IA!上｝いl)J

図79 3 -447・4 -286溝（同一遺構）出土追物（その2)
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北東に傾斜するか。断而形は逆台形に近いが、下粋ISは壁が立ち、二段落ち状である。最下）dなどにプロ

ック土が見られ、水成堆校）けは確骸できない。区180の断而図を兄れば、 4の日而は掘り直しの可能性も

あるが、流水堆利慮が形成されず、 2もプロック土である事から兄れば、地め戻し作業中の蕊化と労え

た方が自然であろう。大型の構阿士で3-447/翡とは切り 合いなしに交叉するが、その部分では両者の

深さが一致する。また、交叉部の角は平而的にはかなり丸く皿がる。

遺物の出土状況としては、ほとんどの辿物がi皐~, }!11; ヒ上半に多い傾l日はあるが、 レベル的に分訓で

きる状況ではない。また、 中礫以上の石が祁い位tnにあるものが多い,Jr.から、近物の投棄II寺にはそれら
が沈み込むよ うな、例えば滞水状態のtie土のような、状況にはなかった事が分かる。平而的には玩代廷
物の基礎などで分断されているので不分明なと ころもあるが、土器群1~4は各群l廿いこ短い空1か］部分が

あり、土器群6は物自体少なく散在状態である。だが、土器辟 5は長い距離に密に辿物があり 、上器群

4と、土器群 6の北東部分がその続きの可能性もある。また、完形率が窃いものもあるが、火部分は完

形率が低いのに個体の破片の広がりはあまりない事から、これらの辿物は、破担した人きな破片r'(l)状狼

で、埋め戻しに伴って投梨されたものと思われる。

土器の組成は土師器が圧倒的に多く、弥生土稲は少ない。狽恵器も他と比ぺるとやや低い比半である。

弥生土器の組成は比率的には 3-447W,'に似る。土師器は羽釜と高坪が納構比率が訂いのが目立つ他、

輔の羽口や棒状土製品が注目される。狽）謁器では杯がかなり多い。辿物件の示す時期としては飛、島叩胡

に限定してもいいだろつ。

掲載造物は、災測可能辿物から、同型式はなるべく 1点になるよう、その半数ほどに絞り込んだ。1叉I

84は須恵器、 1叉185は26鉄悴と27弥生土甘怜以外は土11酎器、 1以186は土師棉である。

図84-1は杯盗。ただし、甘伶盛が闊く、 !t±iilll部の回転ヘラケズリがないなど、通＇常と辿う、点があり、

表39 3-450) 〖遺物破片数縞計喪

1大別 濯別 而 fJII 坐j.\;•ffi)立破9キ船 細別
総数 破片粘 ％ 破）キ敷 ％ ％ 破片農 ％ 

土器・陶磁器 2681 別1年 211 8,2渠 62 29,4 、、1キ B 9.7 
B 9.7 

壺 31 14,7 糊 2 6.5 
、壼 2 6,5 牛屈1西閥 2 100.0 
~II ! 3 9.7 

,VIヽ 11 6.2 
'古 4 1,D 

土師甜 1062 76.0 350 17,8 
.~ 蜘 2GG 13.6 狐生騎 1 0.4 

21 1.1 
10 O.S 短頸壼 ， 90,0 
182 0.3 

II I外 123 6.3 胚llt,!II 11¥ 11.4 
ミーチュア 2 l.G 

,nnll!l'i 322 16.4 : 皿 2 o.e 
羽Iヨ 3 0.2 

以 ， o., 
1m恵甜 408 15,8 203 49.8口 7 3.4 

85 20 B 消 B 7.1 
需 ， 1.2 ， 1.2 

1 1.2 

” 
2 _lli6 

iii坪 1 0,2 
mヽ 140 34,3 II 形弐 61 43,6 2E 42.8 

3E 674 
皿形式 22 16,7 ?,_2_ 100.0 

13 59.1 
その他 ・1n・ 1 1平 1 中 DihiA" 'I 

虻和肇 2 サヌカ,(J-- 4 石 B7 釈土tlll 5 
... ●＆ 'I 
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もしかする と、 土師甘甘杯形杯此の底怖が1彫らんだものかもしれない 。 外面は、 イ本部 1叫転ナデ、 火井部 II~

転ヘラ切り後不定方向の軽いナデ。内而回転ナデ。胎土は灰5Y 6 / 1を呈し、石英 ・艮石あり、馬色

粒若干あり 。

2も杯蓋である。外面は、 1本惰陣回転ナデ、屈且1部に回転ヘラケズリ 1条、 天井部は圃I応ヘラ切り後不

定方向の粗いナデ。内面は、回転ナデ後天井部一定方向ナデ。 ）I台土は灰白7.5Y7/lを呈し、此石炉

干あり。

3も杯蓋。2とほぽ同法汎。外而は、イ本部同転ナデ、）叫曲邪回転ヘラケズリ 1条、天4中部回転ヘラ切

り後粗い不定方向ナデ。内而はl11l1l屈ナデ。胎土は暗胄灰10BG 4 / lを呈し、石炎あり、長石 ・1は色粒

若干あり 。

4は蓋坪身である。 外而ば体邪帥販ナデ、 /rrlrill部1回［転ヘラケズリ、底部回転ヘラ切り。内皿は回転

ナデ後底部一定ガ向ナデ。胎土は灰白z.5Y 7 / lを呈し、 iむ石笞干、石英 ・チャー ト・ 臥色粒わずか
にあり 。石英粒は机＜極机砂大。

5 も蓋坪身。 外而は、イ本部 1回転ナデ、 /11lrll1 l~暉III伝ヘラケズリ、底洲は周緑部に固l忌ヘラ切り入る力、

中心は無調整で粘土塊附灼する中、ユビオサニ散在。内而は回転ナデ後底惰I)一定方向ナデ。胎土は灰N

6/0を呈し、石痰・此石 ・よし1包粒わずかにあり。陶邑瓶カ・0

6 も蓋杯材。 外而はイ本部同転ナデ、底部 1回転ヘラ切り後粘；k塊附滸。 内而 1叫転ナデ後底部―•定ガ向ナ

デ。受け部の1哺印このみ降灰艇がある。底部外面ヘラ肥号あり 。Jj年I::は灰白N7/0を星し、黒色粒あ

り、石英・ 此石わずかにあり。微細粒に訊緻母もあり。

7は杯蓋。外而はイ本部と、つまみからその周辺が回転ナデ、その!Illvこ匝I転ヘラケズリ。内而は1叫駄ナ

デ後天井部一定方向ナデ。」：：面にはヘラ記号あ り、大部分に陥灰痕。しかし、図J::.イ)II)の点線より左は降

灰痕なく、 J¥i]じ門径のものを爪ね焼きしたり［が分かる。))ti」.:.,よ灰7.5Y6/1を呈し、黒色粒あり、石

英・長石若干あり。

8は坪身。外匝は、体剖伽III伝ナデ、屈曲音l伽l転ヘラケズリ、）氏部は厠転ヘラ切り後不定方向ナデ、太

い沈線が1条入るがヘラ記号か。内而は回転ナデ後）氏部一定方向ナデ。外側而の一部に降灰艇あり。胎

土は青灰 5PB6/1を晶し、此石 ・黒色粒あり｀石英わずかにあり。

9も坪身。外而は、イ本部1,.,111伝ナデ、屈1it1部l且Pili:ヘラケズリ、 ）i.(部回転ヘラ切り 。内面は回ll伝ナデ後））箋

部一定方向ナデ。胎土は灰白N7/0を呈し、↓も行わずかにあり。

10も杯身。外而は、イ本部1五Pl屈ナデ、屈lit!部l:Y-11販ヘラケズリ、底部回転ヘラ切り。 内面は回転ナデ後底

部一定方向ナデ。胎土は胄灰10BG 5 / lを呈し、人収糾＇如n=-r・、:bも行わずかにあ り。
11は土師器坪彫の杯材。外而はイ本部回転ナデ、ltEl1111部l即転ヘラケズリ、底部はユビオサ工 ，不定方向

ュビナデ後不定方向ハケ散在。内而は、底惰IS一俎方刷ナデ後イ本部回転ナデ、その後）氏部に初めのナデと

直交するナデが一部入る 。 ）I合土は表而II紆秤灰 5PB4 / 1 、内部黄灰2 . 5Y6 / 1 を旦 し 、 石英 • 長石 ・

黒色粒若干あり。

12は細頸益Ii緑片。欄整は回転ナデ。全体に自然釉かかり、内而は発泡。胎上は胄灰10BG 6 / 1を

呈し、石英わずかと、花岡岩の径 3mmの砂粒 1粒あり。

13は壷胴部片。外面は、訂晋陣匝111屈ナデ、以下は回転ケズリ。内而はIII叶伝ナデ。胎土は灰白 5Y7/2

を呈し、石英.; 此石あり、黒色粒芳干、チャー トわずかにあり。

14も壷胴部片。漆隈である。外面は上半回転ナデ、下・半回瞭ヘラケズリ、眉部に漆亜れる。内面は全
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面漆附着だが、回転ナデか。漆は黒褐lOYR3/2と茶色いので生樅か。内面は上半にも付き、瑯く残

るのみなので、掻き出した後と思われる。胎士は灰白 5Y 8 / 1を呈し、石英 ；長石菊干あり。白っぽ

＜粗めの胎土索地がやや異質である。

15は短頸壷片。訓撒は匝IQ伝ナデ、外面町部、図の点線より下は目然釉かかり 、上はなし。盗を訳ね焼

成か。胎土は灰N6/0を旦し、石英 ・品石わずかにあ り。

16は有脚壷片。外而は、胴部上半回転ナデ、7むドは匝l!I底ヘラケズリ、脚部は1五Ill伝ナデ、訂部に降灰痕。

胴部内面は回賊ナデ後底邪にナデの道具をはがした痕、底部に降灰痕。脚部内而は国転ナデ。胎土は灰
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N6/0を呈し、石英あり、 及石，黒色粒効：：：「あり。

17は平瓶。外而は、上部回転ナデ、ただし口緑の付く周辺はそれを中心としたナデ、下部は回転ヘラ

ケズリ、底部にヘラ記号あ り、上面では顕部の中心を志向するヘラ沈線 1本と、 エ具のアク リのよう な

短く太い沈線 1本。内而は匝Ill伝ナデ、天井部を1対じた粘土板の段残り、粘土板は不定方向ナデ。胎土は

青灰10BG5/lを呈し、石英あり、長石若干、晶色粒わずかにあり。

18は甕片。外而は、口緑厠腺ナデ、訂部タタキ後カキメ。内而は、口緑ITil!I伝ナデだが上半1列にタタ

キ残る。肩部はタタキ。胎土は灰白 5YR7/1を呈し、↓と石若干あり。

19も甕片。外面は、 門縁回転ナデ、訂部タタキ後カキメ 。内而は、口緑回転ナデ、同部タタキ。JJt:t

は灰N6/0を呈し、 -1-::石• 石災若干、黒色粒わずかにあり。

図85-1はミニチュア土器。鉢か。tlJl,j整はユビナデ・ユビオサ工。口緑,1閤整によ り波打つ。胎土は
橙7.5YR7/6を呈し、赤色粒消干ありの籾良な胎土。

2は坪形だが、 ミニチュア土器か。17緑は残り悪く、 災際は波打つようだ。1ll刈整はナデ。胎土は灰白

10YR7/lを品し、赤色粒わずかにありの村If心な胎±O
3は法量的には杯であっても艮いが，闘整からは杯形のミニチュアと、ばしわれる。外而は、イ本部タ テユ

ビナデ、底部は無間整に近いが軽い不定方向ナデがまばらに入る。内1friは、 II緑とhrlrll-1部にユビオサ

後、体部ヨコナデ、底部一定方向ナデ。 17緑はユピオサエによ り波打つ。胎土はにぶい橙7.5YR7/

4を呈し、赤色粒 ・白色粘土粒わずかにあ りの削'1艮な）j釦l::o

4は杯。外而は上半ヨコナデ、下半タテナデ。内厠は右上になで上げるヨコナデ後Ill砂文。胎土は浅質

橙10YR8/3を呈し、赤色粒・白色粘土粒わずかにありの術牡

5は杯。4と同法試。外而は、休部はヨコナデ2段、底部ーグと方Iiリナデ。内画はヨコナデ後II行文。胎

土はにぶい黄橙を出し、此石わずかにありの精l'.lな胎土。

6も坪。口径は 4・5と同じで深いタイ プ。外而は、イ本部、 左上になで上げのヨコナデ、 ）11lr:[1部にヨ

コケズリ、底部はナデ後一定方向 ミ ガキ 、 1~後にイ本部にミガキ。内而は、 ヨコナデ、上段は右」こになで

上げ、後暗文。庸約とは見込みの格子状を上の放射状が切る。胎上はにぶい橙7.5YR7/3を呈し、赤

色粒わずかにありの精艮な）］台-Lo

7も坪。4~5より 一回りn径大巻い。外而は、 J:.半ヨコナデ2段` ド半は刷滅するがナデか、底部
は不定方向ナデか。内面は、右卜．なで上げの日コナデ後賠文。胎土はにぶい黄橙lOYR 7 / 3を基し、

混和砂粒のない籾艮な胎ュ。

8も杯。7と1祠法此。外面は、 I・ ・半ヨコナデ、下半ば ｝訓Iif1flしこユビオサエ後、1氏部から不定）i向ナ

デ。 内面はヨ コ ナデ後 、 底部に平行する ill~2 mmのミガキ， i立後にIIJ]Jl mmのN紆必。胎土は灰白lOYR 7 / 

2を呈し、混和砂粒のない粕艮な胎十'.o

9も坪。7・ 8より 一回り大きいに1径。外面は、底部から下半に一定方向ナデ後 1一・半ヨコナデ。内而

はヨコナデ後暗文。凡込みの螺旋状暗文とイ本部の放射状flf1文との間に切り合いなし。胎土は明褐灰 5

R7/lを呈し、況和砂粒のない梢艮な）j台土o

10も坪。9よりかなり大きい。外而はイ本部上半ヨコナデ後、下半ケズリ、そのケズリは、底l虹に一俎

方向を入れてから、 それを中心として、平行する群を右回り に入れていく、 最後に体蹄に ミガキ散在。

内面は、ヨコナデ後!Ifり文。ll晋文は、放射状は左が伝を切り、 二煎謀旋に切られる。二爪螺旋は外が内を

切る 。 胎士はにぶい此橙lOYR7 / 3 を呈し、赤色粒 ・ 此石 • 石英 ・白色粘土粒をわずかに含む荊＇且 '.lな
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胎土。

11は坪形の鉢か、法屈的には杯と鉢の中1什］である。外面は、上半ヨコナデ、下半のケズリがそれを切

る。内面は、 ヨコナデ後暗文。 暗文は、放射；I火を上下が切る、口緑のII秤文は、輪が上に来る螺旋をflド

輪の頭に線を加え、桁円が菰なるような文様を作る。胎：I:: は灰白lOYR 7 / 2を呈し、赤色粒・白色粘

土粒わずかしこありの籾良な胎土。

12も杯形の鉢。11とI¥JJ法紐。に1縁は否む。外面は底部から下半にケズリ後、 1本部ヨ コハケ後ヨ コミガ

キ、最後に口縁ヨ コナデ。 内而は，｝丹滅するが、部分的にヨコナデ後u音文が残る 。 見込みの Illぢ•文不明 。

13は把手付送杯。外面は、屈110部ヨ コケズ1)後底部一定方向ケズリ、 イ本部ヨコナデ、最後にヨコミガ

キ。内面はヨコナデ後賠文。把手はユビナデ。）j台土は灰白lOYR 8 / lを呈し、石炎き赤色粒わずかに

ありの精良な胎七。

14はミニチュア闘杯片。外面はヨコナデ、脚部からタテユビナデで粘土をなで上げる。身部内而はヨ

コナデ。脚部内面には縦方向の接合痕が残る。胎土は褐灰10YR6/1を呈し、白色粘：K粒わずかにあ

りの精良な）］台土。

15もミニチュア高坪片。外而はユビナデ、脚部のものは内面と対応。拭部内面は剥離し欄整不明。）脚

部内面は、 上端は指先でヨコナデ、その下はタテユピナデ、 脚裾はユピオサ工。JJti:上は灰隙2,5Y 7 / 

2を呈し、 赤色粒 .:L~ 石わずかにありの梢良な胎土。

16はミニチュア問杯。口緑は波打ち、ナデ前のユピオサエによると、臥われる。外而は、材部ヨコナデ

脚柱部タテュピナデ｀脚裾部ヨコナデ、脚裾糾，｝部ヨ コユビナデ。材部内面は1科滅するがヨコナデ残る。

脚部内面は、上から棒状」こ共による螺旋状に下がるナデ、その下に粗いタテユビナデ、脚：裾部もタテユ

ビナデ。接地部分に平坦而あり。胎土は浅貿粒7.5YR8/4を旦し、赤色粒・白色粘土粒ありの料'Ill

な胎土。

17は高坪片。外而ば比部ヨ コナデ、接合部の段より下はタ テュピナデ。材部内l目はヨ コナデ後昭文。

脚部内面には絞り艇。胎土はにぶい黄杞10YR7/2を呈し、白色粘土粒若干、赤仏粒，几＼認母わずか

にありの精具な胎J....o

18は高杯脚部片。外面は、）V4l柱部タテナデ、脚裾部はJ杓滅で不明。内面は、 脚柱部ヨ コナデ、脚据綿

ュビオサエ ・ユピナデ。」：：端は材部に抑入した形で剥離。胎土は橙SYR7/6を品し、白色粘上粒 ．

赤色粒わずかにありの籾艮な胎土。

19は高杯。 外面は、身部上半ヨコナデ、下半はユビナデ ・ ユピオサニ後剌lいヨ コ ナデ、材音I~と脚部の

境はヨコユ ビナデ、 j批淋揺ii~はタテユビナデで 1状ヨコナデが入る、脚裾部はヨコハケ後端部にヨコナデ。

身部内面はヨコナデ後II粁文、見込みの11怜文は完）再jしない円形の11抒文。脚部内面は、脚柱部軽いヨコナデ、

脚裾部はタ テユビナデ、桜地部分に平坦而あり。胎土はにぶい貿樅lOYR 7 / 2を品し、赤色粒若 ，、

長石・石英わずかにありの籾良な胎工。

20は棒状土製品。鋳造I褐係の部品と思われる。間整はタテナーデ。胎土はにぷい黄橙lOYR 7 / 3をー,_

し、石英多 し、低石あり 、チャー ト粒干あり 。

21は蓋。憫整は内而天井部が一足方向ナデの他はヨコナデ。胎土は褐灰7,5YR(1/lを呈し、白巳

粘士粒・赤色粒ありの籾良な胎土。 微細粒には角I刈石もあり。

22は台付き鉢の脚部か。脚郊はヨ コナデ｀身底部は両而一定方向ナデ。 ）l台土は灰白lOYR7 /2を玉

し、混和砂粒のない籾↓いな胎；k。
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23は把手だが、附属する梱種は不明。把手はユピオサエ後ナデ。イ本部内）{JIは把手桜合の際のユビオサ

工が残りながらヨコナデ。J]台土はにぶい黄橙lOYR 7 / 2 を呈し 、 此石・赤色粒 • 石英わずかにあり。

24は移動式磁掛け口片。外而はタテハケに部分的にヨコナデ。端面は強く而を取るミガキ。内面はナ

デで煤附着。胎土は7;5YR4/4を呈し、角I刈石多し、石英 ';I.,!;石あり、赤色粒.~I.\総母：わずかにあ

25は輔の羽口片。外而はナデ残り、図右、先端から、 m褐2.SY 3 / 1を呈し,l脊融しガラス化。そ

の左は灰白7.5YR8/lを呈し、発泡激しい｀炉内部分か。その左は灰白2,5Y 7 / 1を旦し、荒れカ

少ない、炉壁に挿入されていた部分か。内側も被火により、横断而図の点線まで赤変。胎土は石英多し、

長石若干あり、 赤色粒わずかにあり。

26は椀形鍛冶鉄・浮。図の右側は気孔少なく平滑、わずかに炭化物をかむ。

27は弥生土描巡片。外面は、口縁部ヨコナデ後駁部タテミガキ、訂郁タテハケ後タテミガキ。内而は

口縁～頸部ヨ コナデ、顕剖坪lードはタテユビナデ、その下はヨコユビナデ。胎七は褐7.5Y4/1を呈し、

角閃石多し、 此石あり、石英若干、赤色粒わずかにありの生駒西麓疸胎十'.o

図86-1は小型流。丸底。外而は｀中位に接介痕残り、 ド半タテナデ、 上半ヨコナデ、訂部に最後に

ュビオサエニつ。内面は、 ド半左上がりナナメナデ、上半ヨコナデ。胎七はにぷい貨橙lOYR 7 / 2を

呈し、長石若 fあり 、赤色粒• 石洪 .,'、し＼磁似わずかにあり。

2も小型壷。外面は、底邪不定方l句ナデ、 JJI祁ISはユピオサエ後右」2がりナナメナデ、 II緑一）リ部ヨコ

ナデ。内面はヨコナデ。胎土は浅此橙70YR8/3を止し、此石ら赤色粒芯干、石菜・チャートわずか

にありの精良な胎上。

3も小型壷。丸底。I訊部を別作りしたような桜合痕残る。外Iii」は、底邪ユピオサニ後タテナデ、楼合

部ナナメナデ、 JII~部中位はタクキの平坦而残り、その後左it(タテナデ、訂部~II緑ヨ コナデ。内而は、

底部一定方向ナデ｀桜介部から Jll~部はナナメナデ、)if部一II緑部ヨコナデ。

4は甕片。外而は、 11緑部ー）n部ヨコナデ、その下はユピオサエ、タタキ、ハケ0)}11((、1科滅した邪分

もタタキの平坦而は残る。内血は、口縁ヨコナデ、服部上半は訂部にヨコハケ後ヨコナデだがナデのlli

位見えず、 下半はユビオサエ ・ユピナデ後ヨコナデでナデのり1位見える。）9~ 化物附滸なし。胎土はにぶ

い黄橙lOYR 7 / 3 を 呈 し、石英若干、 1を右 • 黒凶母 ・赤色粒わずかにあり。

5も甕片。外而はII緑部～頻部ヨコナデ、）j[ii]部タ テナデ、 ・部煤lffJ滸。内1.uiは口緑ヨコナデ、 fljiij部ナ

ナメナデ。胎土はにぶい朽5YR7/4を呈し、長石芯干、右英わずかにあり。

6も甕片。外面は、口縁蹄ヨコナデ、厠部ユピオサエ後ナデ、煤附滸。内面は、口縁部~m部ヨコナ

デ、その下ナナメナデ。 Jlb上は粒7.5Y6 / 6 を畠し、赤色粒あり、石炎 ． •長石わずかにあり 。

7 も甕片。閻整はナデのみ。 内而と、外血 ,~,緑端部に煤附滸。胎十はにぶい黄橙10YR 7 / 2を星し、

赤色粒わずかにあり。

8も甕片。他に同一個体らしき胴部）ヤもあり。外而は1コ緑綿ヨコナデ、 胴部タテ～ナナメハケ。内lfil

は口縁ヨコ -j~デ、 )JI阿部ナナメナデ。胎土は淡橙 5YR8/4を呈し、赤色粒あり、石炎 ・批石わずかに

ありの精良な/]九Co

9は甕である。外而は、胴部下半ヨコハケ、その上半はヨコユピナデ、タテハケ、タテナデの順に入

る。肩部～口縁部ヨ コナデ。内面はヨコナデ、）Jl11Ji'.111下半に炭化物附滸。しかし、炭化物は一部破断而(::

も附着し、外而には煤の附滸がない。胎土はにぶい質杓lOYR 7 / 3を呈し、投石芳干、石英 ・赤包粒
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わずかにあり 。今回の訓査では比較的大製の土師梱甕になる。

10は羽釜片。外而は、「I緑部一鈎ヨコナデ、その下タテハケ、§りの下而から下煤附約。内而は、鍔接

合部分で、 タテユビナデ、ヨコハケの）II月に入れ、鍔より下ナナメナデ、上はヨコナデ。胎土はにぶい赤

褐5YR4/3を呈し、虻石 ・馬岱母 ・角l刈石あり、石炎菊干、赤色粒わずかにありの生駒西詞敵胎土。

11も羽釜片。後の摂津照羽釜のような形をしており、この時期としては類例の少ないものである。外

面は、口縁部～鍔ヨコナデ、そのドはタテハケ後ナナメナデ。1人」而はヨコナデ。胎土は灰白10YR8/

2 を 呈 し、石炎多し、長石 ・ チャ ー ト若干あり、赤色粒 • 黒氣母わずかにあり 。

12は浅くてに1緑が開く順の破片か。天地逆の移動式Yi¥1の破片にしては煎過苔る。外面は、口緑端部ヨ

コナデ、他タテハケ後ナデ散在。内而は、 ユピオサエの列が二つ残るがナデ。胎土はにぶい褐7.5

5 / 4 を呈 し、角 I刈石あり、石災 • 長石沿：：Fあり、晶娯母わずかにありの生駒世麓約l釦to

13は甑片。外面はタテハケ後1コ緑部ヨコナデ。内皿は、ユピオサエ、ヨコハケ、 ヨコナデ， lコ緑部の

ョコナデの順に入る 。 胎土は浅此橙1 0YR8 / 3 を旦し、艮石• 石拠わずかにありの梢良な｝）釦ュ。

14は甑底部片。外而はタテハケ後、底蹄側而ヨコケズリ、）氏部もヘラケズリ、最後に全而ナデか。内

面は、 タテナデ、底邪はユビオサエ後ナデ。)jf-7」；はにぶい訓橙lOYR 7 / 3を呈し、赤色粒あり、石炎§

長石わずかにありの梢良な胎土。

3 -497溝（図87・表10) 02-2トレンチ洒半で、 3 -376住/,りと堀田に切られ、短くしか残っていか

いが、位置と方向から 3-446溝とつながっていた可能性が仏'jい。北西側は3-447溝に合流するかも知

れない。溝の規模は3-440溝と阿 じ。/-1-¥上状況など実測していないが、辿物のみ掲載する。

出土遺物はほとんどが弥牛十湘肘だが、1片のみ土師悩杯が出十．している。弥生土料では蛉頻慨が突1+1

して多く 、その中で生駒西煎照が4割近くあるのが「I立つ。集落的というより、欄究区の弥生時代)1~; i 
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の遺物組成に似ると甘える。南西側近くの 3-496井戸と1掲述があるのだろうか。

実測可能な辿物を1郡187-1 ~ 5に掲載する。全て弥生土器である。

1 は器台口縁部片。 外而は ， 口緑端而はヨ コ ナデ、体~IS はタテハケ 。 内面はヨコハケ。 胎土はにぶ\,,

黄褐10YR5/4を呈し、角l刈石非常に多し、石炎あり、 ・只石若干ありの生駒四麗照胎土。

2は長頸壷片。外面はタテハケ後にl縁部ヨコナデ。内而はヨコ Iヽ ケ後J:.半ヨコナデ。ヨコナデは下i

ど弱くなる。胎土はにぶい筑褐lOYR 4 / 3を呈し、角閃石多し、石英 ・艮石あり、黒獄母わずかにあ

りの生駒西窟荊胎土。

3は広口盗片。閻整はヨコナデ。亜下にl縁に二煎竹符文。胎：いまにぶい黄橙lOYR 6 / 4を呈し、設

石 ・石英若干あり。

4は壷底邪片。外而はタテミガキ、底郊側而に2本沈線縦に入る。内r面は、 ）氏部ユビオサエの後、ナ

ナメナデ。胎土はオリ ープ褐2.SY4/3を呈し、角I刈石非ii『に多し、石哭； ;Lも石あり ，品應母わずか

にありの生駒四麓産）］台.Lo

5は鉢。外而は、底部側面に板状工具によるオサエ残る、体部はタテハケ、後r1縁部ヨコナデ。内画

は磨滅で最終澗整不明だが、底部にエ共痕残り、ナナメにナデ上げるか。ィ本部にはタテユビナデ残る。

口縁部はヨ コユビナデか。!Jo上は淡黄2.5Y 8 / 3を呈し，艮心わずかにあり。
3 -515溝 （図88・89・表41) 02-2トレンチ西半で、 3ー建物 4~6の下に走る、不定形で浅いi¥111{

である。人為的なものかも疑間である。没蝕艇のようなものかもしれない。雌物から11l島時代に狐め＾

れた事が分かるのみである。瓜複する全ての辿梢に切られる。

遺物の出土状況は、浅いl]Jもあるだろうが、底に付くものが多い。平而的には溝の術北 27作に集中_,ー

る。南の土甜群 1は弥牛辻灌怜ばかりである。北の土悩謂i2には土師器 ・頻忠梱もある。

弥生土器ではり＇化が突出して多く、なかでも此剪栢'1cが主体のようである。土師悩は間理具がやや少ない

が、これといった特色はない。ク」もぶ甘怜は全体litが少ないとはfiえる。

土師器・ 3JI)ぶf.i1'から見れば飛島時代前半。弥生上悩群は河内V-2~3様式煩か。

図89に実測llj能なものを示す。1~7は土illli器、 9~16は弥生十器。

1は坪。外而は上半ヨコナデの他、器盛剥格のため不明。内面朋滅のため濶整不明。胎上は浅黄符

7.5YR8/6を基し、赤色粒さ蛤石をわずかに含む梢良な胎」：：。

2も坪。外而は上半ヨコナデの他閻整不明。内而はヨコナデ後II行文。胎土はにぶい紺橙10YR 7 / 3 

を呈し、長石わずかにありの梢1'.lな）l知工。

3は高坪材部片。外而は、上半ヨ コナデ、中位に 1列ユビオサエ残り、下部は府滅するがナデか。内

面はヨコナデ後111む必。jj台土はにぷい黄橙10YR7/4を呈し、 此`行・赤色粒わずかにありの梢良なJj年1こ。

4は高坪脚部）ャ。外而は、脚柱都絞り痕残しナデ、脚裾部はタテハケ後ヨ コナデ。 内I前は、 脚柱郁絞

り痕残り、指の入る範囲で軽く ヨ コナデ、 ）批l柏暉は 1~.からユピオサエ ・タテュピナデ，ユピオサ工。胎

土はにぶい黄橙lOYR 7 / 3を呈し、赤色粒わずかにありの籾艮な胎土。

5はガラス小宝鋳型片。二次的被火か悩而別れるが、上面はナデか。芯持ち孔は虹通し径約0.5mm、

鋳型穴は径5111111, 深さ 3mm。胎土は橙7,5YR6/6を呈し、 i比和砂粒なし。

6もガラス小土鋳測片。一次的被火か描而流れ、訓糀不明。芯持ち孔 ．鋳型穴の状況は 5に同じ。胎

土は橙10Y R6 / 6 を品し、此石• 石奨若干あり。微細粒に黒娯母もあり。

7は把手片。11/J属する岱種は不分明だが、甑か。間撒はナデ。胎土は浅質橙7.5YR8/6を星し

-14><-
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長石・石英わずかにありの籾良な胎土。

8は弥生土料ではないかと思、われるが、器租が不明の特異な破片である。平而形は直線的 2込と弧状

の 2 辺が組み合わさるような形か。 下の最IJ離痕はそこで平r~( になって終わるか、段が付いて下に伸ぴる

表41 :i-s,s・ 量潰枷破片敬饂割•喪
大別 種月!J

窃 flll 破片歎 型武・ー邪ー1立一破片炭t 細別
絶が獣i 破片廣i ％ ％ ％ 靱易 ％ 

土器・陶磁甘 429 弥生 338 78,8 
（蜆生駒西随

49 14.5 ；タキ 48 98.0 
24 40 0 罰 1 2.0 

（塁生駒西麓
139 411 叩壺 37 26 6 生駒西麓 ， 243 
30 21.6 口壺 ii 2.0 生駒西閥 1 25.0 

E部 8 S.8 生貼1西問 2 25.0 
1 0.3 

. t,1, 31 9.2 生駒西閥 6 19.4 ， 0.3 生駒西閥 1 100.0 
1工帥甜 82 19.1 ， 11.D 

念
， 11.0 ゴヒ Cヽ＝謳bl I 11.1 
2 24 
8 98 

”‘ 1 E 18.3 9糾刑i ・1 8.7 
弧叫姐 2:J --2Jl.Jl ,llll_ 2 8.,]_ 
：製 1 t.2 

隣烹器 ， 2,1 2 22.2 
I 3 33,3 喜叫『需 1 33.3 

埠 llM 2 66,7 
層り:Ill' 2 22.2 
評 1 11.1 

での他 Iサヌカイト ， 石 6 
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かである。調幣は板状工具によるナデ。Jj台土はにぶい貨橙lOYR 7 / 2を呈し、此石あり 、石英 ・赤色

粒わずかにあ り。

9は長頸壷。外而は、タ テハケ後タテミガキが基本で、その後口緑ヨコナデ、 胴部最大形部分ヨコ,.

ガキ。内面ぱ、 阿if11¥ョコハケで一部タテハケ混じる、後にl緑ヨコナヂ、訂部はユビオサエ・タテユピナ

デ後ヨコナデで桜合痕残る、それ以下はタテーナナメ） ケヽ。胎土はオリ ープ褐2.5Y 4 / 4を呈し、角

閃石多し、石英 ・品石あり 、赤色粒わずかにありの生駒西碕照）]f:7..L. ~ 

10も長頸壷片。外而は、タテハケ後タテミガキ、最後に口緑ヨコナデ。 内而はヨコ～ナナメナデ後、

上半ヨコナデ。胎十．はにぶい質符10YR6/3を呈し、石英 ・此石あり。

11は壷底部片。外面は一蹄タタキ残るがタテミガキ、底部はユビナデ。l勾而は、底部ップシ後右上が

りナナメナデ。 胎 —卜はにぶい黄褐10YR4 / 3 を呈し、灼閃石多し 、 石英あり、艮石わずかにありの生

駒西麓産胎士。

12は高坪脚蹄片。外血はI科滅するが、ヨコナデ後タテミガキか。 内而は、脚柱部下半ヨコユビナデ

脚裾部ヨコナデ。胎土はにぷい貿杓10YR7/3を呈し、石災あり，投石わずかにあり。

13も高杯脚部片。外面はタテハケ後脚柱部ヨコナデ。封部内而はエHのアタリ残り、左上がりナナメ

ナデか。脚部l付面は、上部絞り痕のみ、下邪桜合痕残し日コナデ。脚柱部」：部に未完通の竹符刺突 1俯、

下部で 1周並ぷ透かし穴は l::;ガ透かし、その下に透かし穴 1個。胎土はにぶい黄符lOYR 7 / 3を呈し、

長石 ・石英あり、角1刈石わずかにあり。

14も高杯脚部片。外而はタテ ミガキ、材邪0)ミガキが）関1部(/)を切る。材部内面は悩表剥離罰腋不明。

脚部内面は、 上部ヨコナデ、下部ケズリ。三方追かし。胎七はにぶい黄褐lOYR 5 / 4. を品し、角I刈石

非常に多 し、 石英多し 、 及石ありの生駒両麓殴胎 —K。

15は甑底部片。外而はタタキ後一部タテナデ、底惰ISillll血ヨコナデ0 11、J面は、底部ツプシ後穿孔か、,_ 

にヨコハケあり、その間をヨコナデがmす。 胎七は明褐7. 5Y5 / 6 を孟し、角 I刈右多し、 ＇艮石 • 石災

ありの生駒西麓産）l台士。

16は台付き鉢）v~, rlll片か。外血はタテナデ。身部l勺而は底部ップシ後仁・上がりナナメナデ。）脚部内1friは
軽いヨコナヂ。胎十．はにぶい貨褐10YR5/4を呈し、角I刈石多し、品石あり、石炎若T-ありの牛駒附

麓産胎土。

3 -572溝 （屈87-6 ~ 9・表42) 02-2トレンチ東半の北東側で、 02-lトレンチの 3-154溝と 4
m強の間をあけて平行する /\'111 であ る 。 残りの良い所で i~Jil 1 m前後、深 さ ~Ocmほど。 N23° Wを指向する 。

底面のレベルは、 多少の凹凸はあるが｀南米'!JIiiが'LP , + 13. 35 rnほとべ北両側がT. P . + 13. 20 mほど

なので北西にわずかに傾斜しているとしても良いだろつ 。

表42 3-572" 眉遺物破片敷瓜計表

大別 橿月IJ
破片嘗

器橿
破片勘

紺試＇抑 llL破片粘 細)!II
総数 ％ ％ ％ 破片良i 陸ー

土器・陶磁椅 39 弥生 1 2,6 
土師器 24 61.6 6 25.0 

z 8.3 
111' I 42 
、皿翡 ， 37.5 皿 2 22 2 

須恵樅 14 35.9 1 7 1 
I 11 

ヽ 7 60,0 m形武 5 71.4 JJ. 1 20.0 
饗 4 80,0 

1その他 太即品 I 石 3 
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遺物はさ ほど多くはなく｀散在した状娘で ~I,\ 土した。 1廿土状況は実測していない。 弥生士沿恰がほとん

どない他は、 数が少なくても組）成上1:=1だった特色はない。飛、烏II期煩か。図87-6 ~ 9に実測可能なも
のを示す。

図87-6は頒恵器壺杯材。外面は、体1JIS回II阪ナデ，その下に同転ヘラケズリ、底部は回転ヘラ切り。

降灰痕が図下側の点線より布側のみにある。底紆15ヘラ記・りあり。内而は、岡屈ナデ後底部一定方向ナデo

7は須恵器杯材。外面は、凪i1l1部回転ヘラケズリ後、その部分も含め1本部回転ナデ、底部は）月緑に回

転ヘラ切り入るが、中心は鼎憫戦。底部にヘラ肥号あり 。底部、屈下の点線部分に煤111す滸。 内而は、 1回

転ナデ後底部一•定方向ナ デ。 Jl台土は灰N5 / 0 を呈し、 M色粒あり、長石，石淡わずかにあり 。 石英粒

は粗く極粗砂大。

8は土師器台付き坪の脚部）十か。外而はヨロナデ。身部内面はヨ コナデ後賠文。脚蹄内面はヨ コナデ

で下端のナヂはなで下ろ し'~妥地部分に平坦而あり。胎土は灰白10YR8/2を呈し、 赤色粒わずかに

ありの精良な胎工。

9は土師器甕片。外而は、口縁ユピオサエ一部残るがヨコナデ、 胴部はタ テナデ。内面はヨ コナデ。

内外面とも煤附滸。胎土は灰貨褐10YR6/2を星し、品心 ・赤色粒芳干ありの粗製JJ年I::゚

3 -736・4 -205 ; 287溝 (I区190~98・i{43~45) l、レンチ伽に辿構番号を振ってしまったが、 一つ

の溝である。02-2トレンチ束半の南東部から02-3 -3トレンチ東側まで走り、 4-285溝に父わる。

北東側は現代建物砧礎にあたり、その続きは検Iりできなかった。 E31°Nを指rtrJ・する胴線的なli界である。

残りの良い部分で111M1.9mほどを測るが、 これが本来のものであろう。深さは20~30cmほと。底のレベ

ルで見ると、 あま り1且凸はなく ｀北東側がT.P. +13.3m前後、南西側がT.P. -1・13.lm前後と、緩や

かに南西側に傾斜しているようである。 断i笥形は 3-736部分ではi.¥'i'i:の訂が浅い段を成す二段Jlil状の部

分が多いが、 4 -287部分では逆台形を呈する。 JIJ!.土はビF2 /fりに分かれ、下l曽はしまりの悪い粘質上

が痺くあり、 上）f1はプロック；卜があり、人為的Jli!.-1::と息われる。

遺物は、 底部や、下）f1にあるものもあるが、多くは上州の中にあり浮く 。かなり大送な右も浮いた状

態にあったので、人為的に地める過程でプロック七と共に投染されたものと、1払われる。右が多いのが特

徴だが、石も上描も特に集中するZjf. なく 、散在して出；kした。

土器の組成を見ると、部分によって芳干変化がある。%,生時代辿構が集中する部分に近い ,1-287部

分では弥生上悩が 3 '~lj近くあるのに対し、 そこ か ら辿い 3 -736部分は 5%にも満たない。弥生＋．樅で

はやはり壷が多い。土師滞と釈辿（器の割合は 4対1ほどである。各々の器稲構成も今回の関査では一般

的なものである。石に1ii.1しては砂堵などの自然礫も多かったが、凝灰岩に1闘しては加工されたものかど

うか分からないものが多かった。 ノミリしなとないが、 イ1上げられたものの破片の11J'f)ほ性も考えられる。

他に、木製品で櫛や玉があるのが注日できる。辿物の示す時期としては飛、I.'.り11期に限定できる。

石に関しては1J[I工品の可能性のあるものを、 土器と木製品は実測可能なものを掲載した。図95は土lllll

器、固96は1-12が多鵡喝， 13-17が木料 I郡97・98は石である。

図95-1は杯。外而はイ本部下半に 2列にユビオサエが入った後、口緑部日コナデ、下部は）i向不明の

ナデ。内面は、イ本部ヨコナデ、底部一定方向ナデ。 胎土はしこぶい橙 5

長石わずかにありの坪i'J艮な）j年I::゚

7 / ,jを呈し、石英 ・赤色粒．

2も杯。口径は 1とほぼ同じだがやや浅いタイ プ。外面は体蹄ヨ コナデ2条、 屈!.llli'rrlやや右下がりの
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ョコナデ、底部は一定方向ナデ。内面はヨコナデ後II粁文。nrs-文は左が右を切る。胎土は橙 5YR6/fi

を呈し、長石・ 赤色粒わずかにありの精且な胎土。

3も坪。1・ 2より 一屈り口径の大きなタイプ。外町は、イ本部ヨコナデ、下部は府滅するが糾uいヨコ
ナデか。 内面はヨコナデ後II紆文だが｀下半）＃滅、使用痕か。 Jj台土は灰 ピ1 2 . 5Y8 / l を呈し、品石 • 石

英わずかにあ り、チャー ト1粒ありの梢良な）l台土。

表43 3-735' 9遺枷破片勘SU.w, ,;: 
大万IJ 植月l」 窃直 糾式・部位破片数 細月IJ一片数ti.~ はり 破片防 '11>- 披片数 ％ ％ ％ 

土器・陶磁器 148 弥生 G 4.1 
（甕生駒西閲：

2 33~ タタキ f-----WO.O 
2 100.0 
i 16.7 

” 1 16万
土師俗 118 79 7 25 21.2 

需 17 14.4 ， 0.8 
,0 8.5 /Jヽ 型顎 ， 90.0 
26 22.0 

11'1' 4 3.4 "'""'' 1 俎Q
1ミニテュファ :! 76.0 

n四 J,3_ L9~5 JUL i 8:L 
I~ 且恵器 24 16,2 a 31 J29.2 口縁 I 22.6 

壺 (j 26,0 濱fl/Jl 1 16,7 
置 2 33,3 

叶 15 62.5 II形式 ， 60,0 兵 i 77.8 
慧 2 22,2 

その他 1不製品 2 ,m , 石 14 

表44 4-20 溝遺物破片数絹計翌

大別
訟姻
珊別

碑片獣
甜種 型弐・郡位；碑片得り 細別

％ 破片財 ％ ％ 碑片嘗 翌し—
土器・陶磁器 177 

（加生3駒小片）
10 5,G 濯i坪 1 10,0 
4 

土師淵 145 81.9 27 18,G 
1i-l椛 6 4.1 

1 0.7 
!l 3.4 

:Iii- 3 2.1 ミニチュ，， 3 100.0 
皿ヽ虹I 12 il.3 

須恵器 22 12.4 13 弱.1
， 5 22.7 
ヽ 2 9.1 Ill! 格~ 2 100.0 出 2 100.0 

ヤ UJ1f!l I石 1?~ 

--・・・、 '-、、，．．曇.., ..... ... 

1大別
総敬
橿別

碑片獣
甜 t.111

破片獣
型武・柑11立破片常 細月lj

破片似％ ％ ％ ％ 

土器・陶磁器 221 
（弥生生駒小片）

60 27,1 
（聾生駒匹閥）

， 16,0 9タキ• 7 77,8 I生；馴四翔i 5 71,4 
12 5 56,6 

（霊生駒西旗）
12 20,0 髯 l'l'i壽 3 25,0 I生：9何茜随 3 100,0 
6 50.0 広口憂 a 25,0 

1比甘1) 2 16,7 生駒西隕 1 50,0 
,lfl' 1 1.7 

土師盤 120 58.4 21 16.3 
. I褥 8 6.2 1;11! 牛駆n 6 75.0 

” 20.9 1:11' a 豆 脚部 1 12.5 
ミ．チュア 3 37.5 

皿`屈i 24← 18.6 
須 ― 32 14.5 15 46.9 

8 25.0 
8 25.0 II型式 4 50.D 2 5□.□ 

2 
皿型式 3 :)7.5 ， 33 3 

2 BB 7 
その他 凪， 2 l.i!L 1 l .:t:.~m 汲I 1 

I丸 1 須罵四` 1 
木製品 4 石製品 -----i 石 31 
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4も坪。3と口径差2.4cmあるので、 間にもう 1狽式入るかもしれない。外面は、 1本部上半右上にな

で上げるヨコナデ、下半から底部はユピオサエ残しながらナデ。杯」而はヨコナデ後II悴文。llfi文は見込み

の螺旋状が体部の放射状を切る。胎土はにぶい黄橙lOYR 7 / 2を星し、況和砂粒のない紫i'J良な）l釦L。

5も杯。4と同法址タイプ。外而は、口緑部ヨコナデ、以下は軽いナデか。内而も同じ。内而やや）什

滅し暗文の有無不明。）］台土はにぶいi心橙lOYR6/3を呈し、石奨・ ，艮石わずかにありの籾良な）j台J...。

6も杯。4; 5と門径j)(jじでやや深いタイプ。外而は、日緑部ヨコナデ、下tillはユビオサニ後ナデ。

内面は、磨滅強いがヨ コナデ後ナデか。 胎土は唄褐灰7.5YR7 / 2 を呈し、赤色粒ありの術H~な胎土。

7も坪。6よりかなり大gい。外面は、ナデ後イ本部」：・半にヨコミガキ。内rmはヨ コナデ後1晋文。II釈文

同士の切り合いは不明。胎七は灰白lOYR 7 / 1を品し、枇和砂粒のない削'W.な胎 —I:: 。

8はミニチュア問杯片。別滅のため、外面のユピオサニと接合痕のみ残る。口縁は残り地く、本来は

波打っていた と、臥われる。/J合土は浅黄概7.5YR8/4を品し、赤色粒布干ありの籾艮な胎；1~.o 

9もミニチュア間床片。外面はユピオサエ2列で端綿はヨコナデ。 内面は、脚柱部はヨ コユビナデ、

脚裾部はユビオサエ 2列。))記：：は灰白10YR8/1を呈し、汎和砂粒のない料'1艮な胎」：：。

10もミニチュア闘H消』。 外面は、脚柱部にユピオサエ、その上下にタテュピナデ。身部内而はナデか。

脚部内面はユビオサエ，端郊桜地部分に平坦而あり。外而説指、内而人産し指での閥撒か。）lb上は浅貿

橙7.5YR8/3を呈し、↓乏石・白袋母を若干含む坪i'Jl'..lな胎J..:.。

11もミニチュア窃杯片。桐腋はユピナデ ・ユピオサエ、外而親指、内而人淡し指によるか。胎上はi'・

黄橙7.5YR 8 / 6 を呈し、艮石• 石英 ・白繁府わずかにありの粕良な胎工。

12もミニチュア窃杯。外而はタテユピナデ。 内而は、脚柱部螺旋状にユビナデ ）`脚裾部ヨコユピナデo

身部内面は左J::.がりハケ後ナデ。胎土はにぶい＇翼橙lOYR 7 / 3を呈し、↓も石・赤色粒 ・イり1刈石・チャ

ートわずかにありの籾良なJj在Lo

13は高杯片。外而は、材部はユビナデ、｝閲Jr'rllはタテナデ後タテミガキか。 此部内而はナデ後II行文。 脚

部内面はナデか。胎土はにぶい筑橙10YR7/2を呈し、設右若-,,_ありの籾艮な胎J....o

14はミニチュア渾。外1(1iは、剖1部ユビオサエ後、全体にヨコナデ，底部は不俎方Ii」jナデ。内1(1jは、 JJJiil

部最大形部分に接介痕あり、それより下はユピオサエ、上はヨ コナデ。胎十．は浅黄橙10YR8/3を品

し、石英・長石わずかにありの籾↓しな胎十'.o

15もミニチュア壷。外面、胴部下半の接介痕は指の1J1尉11位で畢れ下がるのでタテュピナデか、その且I

部にタテハケ残り、最後にヨコナデ。内面は、 )JI叫部最大径祁分にユピオサエ列、訂部にユビナデ、最後

にヨコナデ。胎土は浅黄杓lOYR 8 / 3 を旦し、石英• 長石わずかにありの精艮な胎土。

16は小型壷。外而は、胴部―ド半にユビオサエ後底部に荒いナデ、その後胴部にナナメナデ、蚊後にロ

縁部ヨコナデ。内而は、｝肩部ナナメナデ、口緑～訂部ナナメナデ。桜合・11',£を見ると、底部から媒旋状に

巻き上げている。胎土はにぶい黄橙lOYR 7 / 2 を呈し、石英 ・ i~石若干、白裳母わずかにあり 。 剪if-1 1~

があまりしま らず、胴部もやや浅めである。

17は壷。長欝i血か。漆壷である。内而はほとんど漆ll/,J冴'J、底邪が)!/.い。即部の破断而から、外而の一

部まで附着。外而は、底部一定方向ケズ')、 )]111]部下半ヨコケズリ、則をそろえた 5単位で l)i'I]、)1--J l'1!iは

ョコミガキ、 顕部はタテミガキか。内而は、即部ナデで、その直下にユピオサエあるの分かるのみ。胎

土は橙5YR7/6を呈し、白色粘土粒多し、 l.J:石；赤色粒；石炎灼干ありの籾↓心な胎十＿。漆砒として

搬入されたも のとすれば、河内産ではない可n胚性もあるが胎士などに特異な点はない。
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18も壷。外面は、底部一定方向ケズリ、胴部下半ヨコケズリ、頭をそろえたケズリの単位が5,ljt位で

1周する、肩部には左石往仮しながらミガキ下ろすミガキの単位が、右が左を切り、 5単位で 1周、そ

の後、胴部最大径部分にヨコミガキ、即部にはヨコナデ、その上はタテミガキ。内面は、頻音ISと）阿部の

接合部分にユビオサエ残しながらヨコナデ、底部は一定方向ナデ。胎土はにぶい黄橙lOYR 7 / 4をrl-

し、赤色粒 • 石英 ・チャート・ ・此石わずかにありの精良な胎土。

19は小型甕。外而は、 胴部ナナメナデ後口緑～同部ヨコナデ、下半煤附焙し器猥荒れる。内而はヨ

ナデだが、方向；切り合いが胴部最大径部分でJ.:.下反転する。胎土は灰白lOYR 7 / 1を呈し、石炎・

長石・赤色粒わずかにあり。

20も小型甕。外面は、胴部上半にタテハケ ｝`氏部に一定方向ハケを入れた後、その間に布下がりの1

ナメハケを入れる、さらにヨコハケが散在する、 1~,緑部～頻部はヨコナデ。内而は、 胴部下半はユビオ

サエ・タテュピナデ、上半はヨコユビナデ、11縁部はヨコナデ、底部に以化物附滸。胎七は褐灰lOYR

5 / 1を呈し、 赤色粒若干、此石わずかにありの籾n.な胎土。
21も甕片。外面は、口縁部～類部ヨコナデ、訂蹄タテハケ後ヨコナデ。内而はヨコナデ。胎土はにぷ

い黄橙lOYR 7 / 3を呈し、此石若干、石炎わずかにありの梢良な）j台工。

22は鉢。外面は、 1ヽ・半ケズリ、卜．半ヨ コナデ後llti文。内而はヨコナデ後llti文、賠文は兄込みの螺旋状

を放射状が切 り、放射状をJ::.の柚位が切る。内外面のII花文は同一 L:f↓による。胎七は明褐灰7.5Y R 7 

/2を呈し、 長石 ・赤色粒あり、石炎閉，干ありの精nな）l台上o
23は鉄鉢形鉢片。外而は、 ヒ部はヨコナデだが、下部は悩表剥離訓整不明。内面は、上部ヨコナデ、

下部ハケ。胎土は灰白 5Y7/2を塁し、赤色粒若干ありの梢良な胎十'.o

24は鍋と分類されるmもあるが、今1日の報告では把手付き鉢片とする。外面はヨコナデ、把手もナデ。
内面もヨコナデ。）l合土は浅黄2.5Y 7 / 3を旦し、 iJも和砂粒のない精且な）lれL。

25も鉢片とする。閻整はヨ コナデ。内而にのみ煤附滸。胎十．はにぶい杓lOYR 7 / 2を品し、混和砂

粒のない精良な胎十。

26は羽釜鍔片。外面はヨコナデ、下而に煤附滸。内面はヨ コハケ後、下部にナデ。胎土はにぶい黄褐

10YR4/3を呈し、石英 ・品石多し、角l刈石あり、白磁母わずかにありの生駒両菰遥胎十'.o

図96-1は盗杯身。外而は、体部lij!JI阪ナデ｀下に回転ヘラケズiJl条をはさんで底部回転ヘラ切り 。

内面は回転ナデ後底部・定方向ナデ。胎土は竹灰5PB6/1を呈し、石英 ，瓜包粒あり、 :l{:石芥干あ

り 。 石英粒は~ql く栢粗砂大。

2も蓋杯身。外面は、 1本部回転ナデ,Im ru1部回転ヘラケズリ、底部阿転ヘラ切り。内面は、回転ナデ

後底部一定方111Jナデ。胎土は11晋胄灰 5PB4/1を呈し、石英若干あり。

3も蓋坪身。外而は、 1本部回転ナデ、その下に即転ヘラケズリ 1条、底部は坪11いナデでヘラ記号あり。

内面は回転ナデ後底部一定方向ナデで、班く生漆附滸。 漆バレットに II尉~i か。 胎土は灰白 N7 / 0 が

し、チャート・ 石英 ・此石わずかにあり。

4は杯蓋。外而は、イ本部とつまみ周辺は1旦Ill伝ナデ、そのUIJに同転ヘラケズリ、降灰痕あり 。内而は

転ナデ後天井部一定方向ナデ。 胎土はi'f灰5BG5/1を呈し、石;J;tあり 、長石 ・黒色粒若干あり。石

英粒は粗く 極粗砂大。

5は坪身。外面は、 イ本部回転ナデ、屈曲部旧l版ヘラケズリ後ヨコナデ、底部は植物茎圧｝」しあり、粘こI::

塊附着、粗いナデ。内面は1日転ナデ後底部一定方向ナデ。胎：I::は灰N5/0を呈し、長石；石英 ・黒色
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粒わずかにあり。

6も杯身。外而は、 1本部回転ナデ、屈曲部回ti伝ヘラケズリ後回転ナデ、底部は周緑に回転ヘラ切りで、

中心は一定方向ナデ。内面は回転ナデ後底部一足方向ナデ。 ）!.~ 部膨れるのは麒櫨からはずすl特の変形か。
胎土は灰白2.5Y 7 / 1を星し、長石芳干あり 、白色粘土粒わずかにあり 。

7は平瓶片。口縁及ぴその周辺はヨコナデ。胴部外面は同転ナデ。胴部内而は、 1I!IJ而回転ナデ、天井

部の板状粘土で閉じた部分はユピオサエ後一定方向ナデ。胎土は狩灰10BG5/1を呈し、右英 ・此

石 ・黒色粒あり 。石奨粒は机く極粗砂大かそれより大きいものもある。

8 は壷胴部。 外面は、 上半即販ナデ、下半 !ill 転ヘラケズ＇） 。 内面は回転ナデ。 外而 ,-.~,~と、内而底部

に降灰痕。外面下半に煤附滸。 胎土は胄灰 5PB6 / 1 を呈し、石炎• 長右灼干あり 。

9は高坪か布脚茄の破片。あまり類例のない器形である。外而は、 ）訊rt11部から）脚部のHりに接合痕残し

ながら回転ヘラケズリ後、全而同転ナ デ。 内而は 1i;Plliナデ。 !Ja ·I~はfr灰 5PB5/lを呈し、石英 ・艮

石・ 黒色粒わずかにあり。

10は捏ね鉢片。憫整は回転ナデ。胎土は灰N6/0を呈 し、此心芳干、石英わずかにあり 。

11は甕片。閻照は1且III伝ナデ。 胎七は1『灰 5B 5 / 1を呈し、石英あり、此石布干あり 。陶邑蔽ガ。

12も甕片。外而は木目の出たクタキ後、ヨコハケ散在。内而はタタキのみ。胎；Kは秤灰 5B5/1を

呈し、 長石あり，石英わずかにあり 。

13は加工木。図右側はほぞ穴か。広い面も片側にそれと直交するような袂りがある。

14は糸巻き枠木。図右側は鉗部残存。二つの未完迎のほぞ穴があり、その反対側は丸く仕上げてある。

15は加工木。二つの『t交するほぞ穴がある 。 l~l右の闘11} は弧状。

16は櫛片。上而 ・側而は片側に仰さ、 1前も片側が直線!'Iりで表ぬがある。上のラインはわずかに弧をWi

く 。歯の厚さはQ.7mりl ほと'、 ·切り 1~1 1 111,i は 0. 5mmほど。 表面は非＇常に滑らか。 材はツゲか。

17は木製玉。川球形。表衷に穴が共通し、 側面からそこにもう一つ穴を通す。穴は径 2rlilll郎）。ケズリ

の単位見えないほどmらかに仕上げてある。
図97-1 は凝灰む。 灰色で気孔があり、此石・角 I刈石・氣母 (J)粒-J~が兄られる。1叉I1-. 辺の割れは風化

していないが、左右の割れは風化。上而は非'i化に平滑で線条のようなもの見えるが石の日かもしれない。

下面はざらつき、剥離面らしい。上而の点線部分に煤¥tf粉・r-。

2も同じ凝灰岩。表裏に平沿な而残る、図石の端而は段状に加工したようにも兄える。その而と左の

割れ面に煤附滸。

3も凝灰岩。左右は割れ、断而形は台形。小さい）iの而に明赤褐2.5Y 5 / 6の附沿物あり 。広い方

の面にば煤附滸。

4も凝灰岩。）火lOY6 / 1を呈し、各而に気孔が多く見られる。忠母・クlI}り石 • 石炎，此石の細粒粒

干見える。下而は1凹凸あり、剥離l糾か。」J.而は、他の而より 平rl'J・で、表而の気孔に砂粒の入ったもの多

い。図左側しこwe船的な段状の形が残る。表lfriI:: ノミ痕らしきものも見え、この而は加工されている可能

性が高い。医l上 ・左の割れ面に煤¥{j,J滸、下のりHJれ面にはなし。

5も凝灰岩。区I左の而は平滑で煤附滸。右の 41面のうち、下の而のみ平m、他は割れか剥離。
6は安山岩か。石の目が見え、それに沿った石炎の四入も兄られる。甜IIかい粒子で石英・此石・角I刈

石・ 黒雲母 ；ガラスが胞められ、ガラス・石英のかみ合った結品も幾つか兄られる。広い而二つに擦痕

が見られ、その綿分は非'i芯に滑らか。図点線部分に煤附滸。砥石に使用されたか。
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7は凝灰岩。l;r{Jの左の而と右0)左端の大経な面が平滑。左の点線部分以外に煤附粕。

図98も凝灰沿。下面は平沿。上面にも平滑な面が2回ありその間は緩やかな稜を成す。図左端の割れ

面は他の割れ面よりかなり風化が巡んでいる。

4 -125・126溝（図99・100・表46・47) 02 -3 -1トレンチ北側で，2本平行して走つでいた溝で

ある。南西側はおそらく合流して 3-145ft界につながると思われる。125溝の方が111M1.2-1. 5m。126/W,¥

は幅0.9~1. 1m 。 共に深さは30~40cm ぐらい。 底のレペルは T . P. + 13. 3mほどで、ま った＜勾配がな

ぃ。125溝の最下）面にのみわずかに流水堆梢）rr, があるが、他は人為的狸土と息われる。E28°Nを指向

する。125溝は 1、レンチ東端で4-I24ilWと直fりに介流し、それはおそらく 4-122fi'l1¥につながる。126料¥'.

は南東辺に 4-132水口が取りつく。/Wj:同士の間は25~5vcm。

遺物は個体毎に散在し、底に付くものはない。砥的には125溝の方が126料れの 6倍ほと:I±¥土してお り，

その点でも125料/J'.の方が幹線的である 。 組成としてはどちらも弥生士~~を含まず，土師梱 ．狽）は器の組

成には特色はない。鉄i卑が出土しているのが注目でき る。両方の溝を合わせて、辿物の示すn守期は飛晶

II期に限定してしてIMJ題ない。

図100にぱ夷測可能なものをあげた。1~15が4-125溝出土、16~23が4-126料¥'.出土である。

1は土師器杯。 外而は上半ヨコナデ、下半方向不明のナデ。内皿はヨコナデ後ll佑文。胎土はにぶい橙

7.5YR6/1を呈し，赤釦叡や「ありの祈＇湛 な）I釦土。

2も土師器杯。外而は、上半ヨ コナデ、下半ナナメユピナデ。内而はヨコナデ後暗文。底部は内側か

らの打撃により焼成後穿孔されている。胎土は灰黄2.5Y 7 / 2を品し、枇和砂粒のない梢蛛な胎土。

3は土師器ミニチュア翡杯片。外皿iはタ テュピナデ6 内面はヨコユビナデ。）］台土は灰1-=12.5Y 8 / 2 

を呈し、赤色粒 .± 匂石ら石炎わずかにありの料111良な胎土。
4も土師器ミ ニチュア翡杯である。外面は、材部ユピオサエ、脚柱邪ヨコナデ、 脚裾部タ テユピナデ。

身部内面は、に1緑端部ユピオサエ後、全体にヨコナデ。 ）u~ims内而は、 ヨコユビナデ後脚裾端部ユピオサ

工。D縁と脚枷はユピオサエにより波打つ。胎土はにぶいl.i'i.'橙10YR 7 / 2を呈し、批和砂粒のない籾

0 (!'l • l f,I) 10 C爪
’―I I , I I I■ —• I 

aー7:JO渭出上： fl (心:(j)l

図98 3 -736溝・4-205溝・4-287溝（同一遺構）出土遺物（その4)
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良な胎土。

5は土師器問杯此部片。外面は、材部はヨコナデ、接合部の段より下はヨ コユビナデ。 内面はヨ コナ

デ後暗文。内面のヨコナデは外側から中心に3ljt位で入れる 。 口縁側のものは外面と同じ位骰でなで ,~

げる。2単位目は 1周で止める。最後に中心のものは 1問してなで上げる。胎七は灰黄褐lOYR 6 / 2 

を呈し、白色粘土粒わずかにありの梢良な胎-Lo

6は土師器小型壷。外而は、 口縁部～訂部ヨコナデ、胴部ナナメユビナデ、底部は平底だが）科滅で『乱

整不明。内而は、）JI町部接合痕上にユビオサエ並ぶ0)が残るが、最終的にヨコナデ。 胎上は橙7.5 YR 7 

/6を呈し、投石若予石災・赤色粒わずかにありの籾艮な胎土。

7は土師器甕。外而は、下半タテ） ケヽ後」こ半ヨ コナデ。 内面は、上半ヨコナデ、 1ヽ・半ユビオサエ後ナ

ナメナデ。二次的被火の痕跡なし。胎七は灰黄2.5Y7/2を呈し、混和砂粒なし。

8は土師器移動武鼈掛けに1片。上血は同心円タタキ後両側ケズリ 。外而はタ テハケ。内而はヨ コナデ。

内面から上而にかけて煤附滸。胎土は灰黄褐lOYR 4 / 2を品し、 長石若干あり、赤色粒わずかにあり、

9も土師器移動式寵掛け口片。上面はケズリ後ナデ。外而はタテハケ後ユビナデ散在。 内而は上部ヨ

コケズリ後枠状工具によるナデ。 内面から上而にかけて煤附約。胎土は灰紺褐lOYR~ / 2を呈し

英多 し、 長石豹干、訊娯母 ・角I刈石わずかにあり、微細粒には角 I刈石多し、の生駒両麓瓶Jl釦ヒ。掛け 1ゴ

の内径はおおよそ30cmほどと，思われる。

10も土師岱移動式通1訃けlコ片。上而同心円タタ キの他はナデ。内而から 1寸(1iに煤附li"。)l缶I::は灰賀褐

10YR4/2を呈し、心英多し、艮布あり，微細粒に角l刈石多しの牛駒両麓源胎十'.0

11 は土師悩鉾片。 澗腋は ヨ コナデ。 ）l台土はにぶい ii~橙10YR7 / 4 を呈し、赤色粒 • 石英 • 長石わず

かにありの籾良な胎上。

表46 4-mi 皇漬物破片敷纂計喪

大別 糧[)ii」 而そ凰 脳式・部位破片数
細 )ii

総歎 破片也 ％ 破片粘 ％ ％ 破片獣 ％ 

土器・陶磁勺 146 机爪牛

゜
00 

I土Hili器 140 95,9 42 30.0 ハケ lil 
噸 B 5.7 

B 5.7 
5 36 /JI型壷 2 40.0 
1!!_ 114 

nヽ 8 5;; ミニチュア 4 50.0 
皿ヽ罰 28 20,0 

須恵器 6 4.1 1 16.7 
4 66,7 
2 33.3 瓜形武 I 50.0 “ 1 100.0 

その他 欧湮 1 ． ........ ， 七 l 

表47 4-126; 員遺物破片数集計晏t
1大別

総数
1柑lll別

破片尉
憚tlll 型武・郡1立碑片獣 糾別

碑片畠％ 破片数＿ー ％ ％ ％ 

土器・陶磁甘 29 弥生

゜
詞

1工師甜 24 8211 3 12,5 
1寄 2 8.3 

1 4.2 
1 4.2 11¥む壽 1 100.0 
5 20 8 

til< 1 4.2 
皿類 ， :iB 

珀思甜 5 17,Z 4 面Rl平罪 2 50.0 
ほそう 1 25.0 

I~- I 20.0 1IITf多式 1 100.0 a、 1 100,0 
での他 tti贔 1 石 1 
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12は土師器壷片。外而は訂部にケズリ残し全体にヨコナデ。 胴部下半に薄く煤11(1滸し、焼~) ヽゼのよ

うな破断面あり。内而は、接合痕艮く残り、その上にユピオサエ、顕部にヘラケズリ、最終的には全面

ョコナデ。胎土は浅質2.5Y 7 / 4を品し、白色粘上粒若干、此石わずかにありの籾↓とな胎土。

13はほぽ石英と・此石だけからなる礫である。ガラス原料の可能性がある。図右の一将上の町のみり1ゲ常

に平坦で、 かつ尿擦を受けたようにざらついており 、なんらかのエ具痕の可能性がある。

14は椀形緞冶鉄滓。かなり小さい邪類になる。

15は加工木。11<1上対』は斜めにカッ トされている。下端は折れ。1辺3111111弱の四角い孔が共迎する。

16は土師器杯。外面は口緑ヨコナデ、下部は）狂滅で不明。内圃は右上になで上げる ヨコナデ後II笥文。

胎土はにぶい黄橙10YR7/4を皇し，白色粘土粒わずかにありの籾艮な胎土。

17も土師器杯。16と同法証。外而は口縁邪ヨ コナデ、下部は府滅で不明。内而は別滅するがヨ コナデ

後暗文か。胎土は浅貿橙7.5Yl~8 / 6 を呈し、 ilも利砂粒のない梢良な胎土。

18は土師岱小叶収箭片。訓腋はヨコナデ。胎土はにぶい杓7.5YR7/4を呈し， 混和砂粒のない籾良

な胎土。

19も土師器小那壷。これらは南河内地域で見ると、翌的のミニチュアのよ うにも見えるが、に1縁端部に

内傾する面を持つなどの独自性もある。外lfliは底部ユピオサエ ・ユビナデ、日冊はヨ コナデ。内面は、

上部ヨコナデ、ド部ナナメナデ。胎土は橙7.5YR6/6を旦し、石英 ・此石 ・赤位粒わずかにありの

精良な胎土。

20は土師器移動式熾掛け111'心 J~_ I面は同心1サタタキ、 その外側而はユピオサ工。外面それ以下はタテ

ハケ。内面はヨコケズ リ。内1friから」：：面にかけて煤附滸。胎上は褐7.5YR4/3を品し、石英多し、

長石若干あ り、徹細粒に角l刈石多しの生駒西碑附JltiJ.:.。

21は須恵器平瓶片。間整は回転ナデ。凱部1人」而にヘラケズリ、 M部内11:riに細かい布且残る。胎上は灰

7.5Y5/1を呈し、・↓も行，闊色粒わずかにあり。

22は須恵器腺片。 外面は、上lil~lul!I伝ナデ、 ド部は同転ヘラケズリ、胴蹄の孔は下半分の外而端に糾IIカ

い割れが入る 。 内血は、頻部に絞り痕 、 全体に 111 ifl底ナデ、底綿の一定方 fiJJ ナデはそれに切られる 。 胎 —

は青灰5PB6/1を呈し、石英わずかにあ り。

23は椀形鍛冶鉄澤。かなり小さし'o

4 -185溝 （図101・表48) 02-3 -2トレンチ）悧認付近で検出された、浅くやや不整形な溝であるが

溝群に含まれると見て良い。幅50cmほど、深さ1Ocmf)り。1:1:l七状況などは実iJlllしていない。辿物は多くカ

く、散在していた。迎物の示す時期は飛、鳥時代前半。

実測可能なものを図101に示す。 l~ 3は土師器、 4は弥生土器。

1は杯。外而は）丼滅するが、下半にユビオ+/・エ後、 上半はヨコナデ。内而は日コナデ後lli'1文。賠文は

一部斜めの ものが放射状に切られ、批後に n緑近くで柚位に 1 本入る 。 Jj台土はにぶい111~!tlOYR 7 / 2 

を呈し、長宕 ・赤色粒わずかにありの籾uな胎；IA.o 
2も杯。外而は）iり滅し、一部」2半のヨコミガキと下半のユピオサエ残る。内面はヨ コナデ後II粁文、暗

文は上段を下段が切る。胎土はにぶい黄符lOYR 7 / 3 を足し 、 投石 • 石哭わずかにありの梢良な胎土。

3は羽釜片。外而はヨ コナデで、鍔下面より ロドは煤附滸。内而はヨ コハケ、下部にタテユビナデあ り、

全面に薄く 煤II廿滸。 胎 —ヒは灰翼褐10YR4 / 2 を塁し、 角 l刈石多し、石炎あり、長石若干、 白裳問わず

かにありの生駒西龍照）j台ユo
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4は壷底部片。外而はやや1科滅するがタテミガキ。 内而は底部にユピオサエ後ナナメ Jヽケ。胎土はに

ぶい黄橙10YR7/2を呈し、石英多し、品石 ・角l刈石若干あり、赤色粒・ガラスわずかにあり。中河

内低地産か。

4 -205・285-288溝付近 （図102) あらためて02-3 -3トレンチ東側付近のi.¥府の状況を概観してお

く。この部分は幹線的な溝が多く交叉する部分である。ただ、 4-Z87溝．も 1-285・286/.¥',¥: (J)北西側も

4 -288溝も、底が交叉部分に向かって傾斜し、 4-285・286/.¥'I罪祁［側はいずれも交叉部分からいった

ん浅くなる。つま り、水が流れるとすると この交叉部分に集中し、ある程股滞水する事になり、 4-286 

溝南東側の一将浅い部分より水位が上がった分がようやく ）か］哀側に排水される出になる。また、もし附

東側から導水したとすると 4-286料位の浅い部分を越えるまで水位を上げても、その北西に続く 3-44,7 

溝の途中で1卜．まる妍になる。 滞群幽’群の中でも注且で送る部分ではあるが、 このような形煕になってい

る事は、この洲群がlli純な排水路や祁水路ではない事を示しているように忍える。

4 -286・288滞交点付近 (I図103・104・表49) その中でもこの交点は拭乱による破壊も少なく、 土岱

が集中して1廿土した。1廿上位Wtからは、 4-286溝のIドであ り、 そこで触れるべきかもしれないが、明

らかに 4-288料芹から流入したと考えられる」灌片群が存在したので、ここで独立して述べる。

4 -288溝は底部が4-286i:1'かとの交点へ向かって段を成して裕ちる。その形は、 1妍而V字形で流水に

よる浸蝕を受けたような形限を示す。それと反対側は撹乱で一部破壊されているが,4 -287溝が4-

286溝と底の窃さをあわせて桜してしているのが分かる。

遺物は 4-288/.¥'i'Ui.E部の北東に沿ちる段より 北東にやや離れ、惇いたものが多い。一部の礫を除き、

4 -288溝に近い辿物は窃い位他にまとまり 、辿いものは上下に分散する。それと平而的には4-288溝

を延長したラインにまとまる事から1-288枯'i:から 4-Z86溝へ流入したもののよう である。その左右の

遺物群は、中央0)辿物詳から波及したのか、4-286!-¥府の辿物群とすべきかは判然としない。

数的には弥牛土堀が圧倒的に多いが、やや完形喝が悪く、 土師怜 ．似泣器の方が残りは良い。土師悩

高坪がほぼ完形で出土しているのは注「lしても↓心いだろう。土師器では甕がなく、羽釜も鉢より少なし

ように、煮炊送具が少なく、鉢と同杯がやや，＼＇潤りなのが1:1吃つ。また、工芸生巌I蒻l係の辿物がないのも

表48 4ー18溝遺物破片J&.j農tt表
大別 積―)JIJ 11\T~lll ~j.l; • 都皿破片貼 細別

船数 破片魁 ％ 破片粘 ％ ％ 破片枇 ％ 

土器・陶磁伶 54 弥S 8 14 8 
（甕生駒西開：

4 50.0 1タク干 2 500 
2 50.0 ， 12.5 Ill'刑I ， 100.0 

1工師甜 41 75,9 1釜 !i_ 12.2 
E 1ti_ 

；皿,o l~ 叫
俎思甜 6 9,3 t 2.Q._Q_ 

1 20.0 
3 60,D m形武 1 33.3 

｀ 
1 100,0 

その他 戌 1 ::, 2 

(1 , t料 ~. :t : I: 沿3. 3 ; 上淵 I, Iヽ: じ鼎(1)

＂＂ ＇ 。 は一1/4) IO Clll 

図101 4 -185溝出土迫物
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特徴的であ る 。 弥生：：：ヒ船群は河内 VI様式で、 庄内式土器も ある 。 飛 、l~Jfl寺代の土師牡伶・ 多即ぶ岱は前半期で

良い。図104に冥測可能なものを示す。

1は弥生土器斑盗片。外而は、 つまみはユビオサニ、他はユピナデ。内画はヨコハケ。jj台土は暗灰賀

2. 5Y 4 / 2 を 呈 し 、 角 I刈石多 し 、 石英 ・ 品石ありの生駒西麓瓶胎,:!~. ¢

2は弥生土器台付き小型虚片。外而は、顕部一），｛部と脚部はヨコナデ、胴部はナナメナデ。内而は、

上半ヨコナデ、下半は数条の平行するナデ単位を左回りに入れていく。胎土はにぶい橙5YR6/4を

呈し、長石• 石英あり。

表49 4-28 :• ●, 288濯交点；塁0勿碑片砂重I-

1大別 種別 器flll
破片割

型武・部位碑片獣 細
総数 破片数 ％ ％ ％ 破片数 ％ 

土器 ・陶磁廿 582 
戸（生駒I]ヽ片）

- 467 83,1 
（甕生駒茜閥）

146 31.0 ~~~ 106 73.1 lll_ll匂西rt'ilー一万5一31)26 46 31,0 州i IE 12.4 <Ill駐fiffi1',1'f 4 22.2 

I（彊生駒西閲）
07 14,3 ''"平 4 B.O 
15 22.4 、口彊 ~ 11.9 ~ 駆~ iffirtrJ 2 公沿

If ~ 召n _3_ 45 
2 0.4 I牛馳曲閥 ， 面.0

3不 祁 9.6 し1::1@蹄帰 !I 17.8 
1 0.2 

1工Erfi器 73 13,0 釜 11 ill 1 罪生駒 , 9.1 
出 2 27 

20 27.<1 
；汎； II 15.1 
: nn鼻冨 17 23.3 

須恵樅 22 3.9 1Q_ 45.5 
4 18,2 lllltt石 1 25.0 

濯III.II
, 25,0 

坪 B 27.3 皿型式 ;l !fO.O ,I) 3 100,0 
イの他 石 B 

,.、 ' ~

.・w. 三
二

亨誓

3
 

暴,_

-"'r------

--~ 戸~"''
:. "Cl ¥¥¥ 

I I I ll 

。
(S • l/ 4) 20 cm 

琴
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固104 4 -286溝 • 288溝交点附近出土滋物
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3は弥生土柑窃杯片。外而は、脚裾ヨコナデ以外はタテ ミガキ。内而は、脚柱部眺旋状に辿続するヨ

コナデ、脚裾部はタテナデで、関罪RSはヨコナデ。 三方透かし。胎土はにぶい隙褐lOYR 5 / 4を呈し、

角閃石多し、 ・此石丸'J;「あり、石災・自訟料わずかにありの生駒四麗匝胎土。

4は弥生士沿臼窃杯片。外団は、身部と端部がヨ コナデの他はタ テハケ後タテ ミガキ。 内而は別滅激し

いが、脚柱部はヨコナデか。 三方透かし。胎土は橙7.5YR7/6を呈し、 ・長石・赤色粒わずかにあり。

5は弥生土怜恰甑底部片。外面はタタキ後ナデ。 内面はナナメナデ。底部の穿孔は焼成前に内而からだ

が、未貰通で、焼成後、隙い部分を得1Jっている。胎；I:: はにぶい黄楼10YR(3/4を呈し、石哭あり、此

石若干、チャートわずかにあり 。

6は弥生土器翌底部片。外而はタタキ、煤附滸し、焼きハゼ状の削れあり。内面はタテナデ、炭化物

なし。胎土ぱ灰黄褐lOYR 6 / 2 を呈し、石英• 長石若干あり 、赤色粒わずかにあり。

7も弥生土器塑底部）午。外而はタタキ後底部側而ヨコナデ、煤なし。内而はナナメナデ、炭化物附灼。

胎土は浅黄橙7.5YR8/3を址し、石英 ・品石若干あ り。

8は庄内式土稲窃坪片である。外而は脚裾端郁ヨコナデ以外はタテミガキ。身部l―);J而はナデ。脚部内

面は、脚柱爵Ii上半中りふ下半は絞り痕を残す、脚裾部はヨコナデ。 Ii.!り方透かし。胎」：：はにぷい橙7.5Y

R7 / 4 を呈し 、 此石• 石英・赤色粒・白成団をわずかにあり。

今回の調在では、非‘常に少ない庄内式土甘怜の一例である。

9は土師器窃杯。外而は、比部ヨコナデ、桜合部の段直下はユピオサエ、脚柱部はタテユピナデ、脚

裾部はヨコナデ。身部内而はヨコナデ。脚frll内而は、 脚柱部は絞り痕残しながら軽くユピ日コナデ、脚

裾部はタテユビナデ。胎土はにぶい＇貨2.5Y R 6 / 4を星し、 白色粘土粒若干、石英わずかにありの粕

良な胎土。

10は土師瑞輪状土牡枯片。4-162土坑から出土したものと本例と 2例のみであるが、移動式阻掛け1

の附属品と各えられる。」：： 1 (1/ は l~iJ 心「リク クキ、その内外側面はヨ コケズ リ 。 外而はタテハケ後下半ヨコ

ナデ。内面はヨ コナデ。内血と上血の全体と、外1糾一部に煤附滸。胎土はにぶいh'l褐JOYR 4 / 3','; 項4

し、 石英多し、 長石あり、魚閃石1'i干あり、 微細粒には角閃石多しの牛駒酒麓瓶胎土。

11は土師器台付き件）十。外面はヨ コナデ後、ヨコミガキ。内面は岬滅するがヨ コナデ後タテミガキカ・0

脚部内面はヨコナデ。胎土はにぶい黄橙10YR7/3を呈し、混利砂粒のない梢艮な胎こ卜.。

12は須恵器杯材片。外而は、イ本部但lII伝ナデ、底部はl叫伝ヘラ切り後軽くナデか、粘；ヒ塊附滸。内Ill!は

回転ナデ後底部•定方1t1J ナデ。 胎土は平fl火 5 B 6 / 1を呈し、石英わずかにあり。陶邑瓶力。

13は須恵器脚爵l1Jt。低）脚の窃月；か、材脚壷か。脚裾音I)の段が明確で、透かしが長方形二方逍かしなの

はほとんどが後者である。脳照は回転ナデ。胎上は行）*10BG6/1を呈し、石英・ ・1と石わずかにあり。

14は須恵岱平瓶。外面は、即部とその周辺に頻部中心のヨコナデ、その他の上音IIは1且Ill底ナデ、下部は

回転ヘラケズリ 、1氏部は1日輯ヘラ切り。内而は、胴部が完形なので不分明だが大部分はヨコナデか、お

そらく 上部を1判じた粘土板内而は別間盤か。外而上半には1條灰痕・自然釉の他、窯猥片らしきものが溶

着し、焼きハゼのよう な剥離が見られる。胎土は表而府灰 5

石英あり、 J;を石若下、よし＼色粒わずかにあり 。

5 / 1、内部灰赤7;5R6/2を品し、

4 -288溝 （似]105• 106・表50) 02-3 -3トレンチ康半で検出。平而i'Iりには 4-287溝が1-285・ 

286溝との交、1悶を経て続くようにも兄えるが、 /W1!底惰ISのレベルがかなり異なり、先述の 4-286/Wi'. との交

点での遺物の出土状況もあり、交点より 'Iぷj西側 を独立した枯'1~と.!,lた。
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南西側は府が乱れ広がるが、本来は幅90cmほどの直線的な料Ii'.か。かなり削平を受けているようで深

は10~20cm。底のレペルはT.P. +13.4~13,5cmで安定している。 75位はE20°Nほどを向く 。辿物は

南西トレンチ端に近い部分に集中し，底からわずかに浮くものが多い。全体的に完形率は低いが、岡一

表50 4-l!l 濯遺物破片歎璽W'=

1大別 種別 情111'111 似式・部位破片粘 細)JIJ
総数 破片数 ％ 破片粘 ％ ％ 破片屈______%

土器・陶磁甘 240 (弥~王駒小片） 53 22 1 
球（生駒西麓l

3 5.7 , 2 66.7 
遍 13 24.5 担~,ー， ぷ~ I 7') 生駒西Yc11 i iOO.O 

麻部 ~ 23 1 ~II司四 f/il 1 33.3 
,Ii1' 3 5.7 

工 帥甜 151 62.9 II 7.3 
，＊  42 27.B ~i;: 生贔1il 1 2.4 

21 13.9 
1日i 1 0.7 

_ 2_9_ 19 2 

~'. 9_ ~。 ミ~らュ・ア 1 111 
皿ヽ 類 23 15_,2 

須恵樅 36 15,0 18 50,0 
11 30,6 
6 13,9 

ャの他 1太皿ぶ 2 II 

~ ---~-さ
7
 

. --~- ・, 

｀ !I/¥ I 
4 

" ,, 

三
こ 二 ，

 ,、 o
0 (S-l/1) 10cm 
f-t----1 t-.-t,--J I 

図106 4 -288溝出土迅物 (2, +.R~u -2 , ;; , ic~~ ~、 4 , t:i!'A公， 3:1,in. り：認!U J, 7 : I: 瓦 I l, ij ; :l:lt:i4 2, 9 ; 布 l)
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個体の破片があまり離れるものはない。

遺物の組成は、弥生時代の辿構が多い部分に近い1li~には弥牛土悩が少ないと甘える。その中では甕よ

り壷が多い。土師悩では羽釜の割合が窃いが、これは株形の大送な羽釜の破片がたまたま 2個体分あっ

たせいであ ろう 。 土訓喝・ 頻恵器の組）泌に特に独自な点はない。 飛、〖↓時代 1)ir半に限定できる。

図106には実測可能なものを示した。 1~6は十．師悩、7・8は頻恵器、9は石である。

1はミニチュア窃坪片。ミニチュアにしては,-,緑があまり波打たない。外而は、材部ヨ コナデ、 ）脚蹄

タテユビナデ。身・f'rll11、j而はヨコナデで、中心にエ具のアタ リが残る。脚部内而には絞り痕残る。胎土は

浅黄橙lOYR 8 / 3を呈し、此石苅干ありの籾良な）Jti:L。

2は小型壷片。外而はヨコナデ。内面はn緑ヨコナデ、）lJilj部ナナメナデ。胎＋．は2.5Y 7 / 3を呈し、

長石わずかにありの籾民な胎七。

3は鉢片。外而は、イ本部ヨコナデ後ヨコミガキ、底部は一定方向ケズリ後ナデ。内面はヨコナデ後llf'i

文。胎土は灰f=llOYR8/2を足し、況和砂粒のない梢良な胎土。

4は羽釜片。外i前は口緑蹄ー鍔下部ヨコナデ、 ）JI圃msはタ テハケ、 に1緑に使用痕らしき）料滅あ り。内而

は、口縁ヨ コハゲ鍔磁画はヨコナデ、その下はユビオサエとわずかにヨコハケも残る。11、]而iこのみ部

分的に煤附；；~I' 。 !J合七は褐10 Y R6 ,.4を呈し、1り1刈石多し、石炎あり、 ・此石郊干ありの生駒西麓幽l台工。

5も羽釜片。外血は、口縁ヨコハケ後ヨコナデ、鍔接介部上部ユビオサエ後タテハケt立後に日コナデ、

鍔部は下部ユビヨコナデ後全体にヨコナデ、）Jl1lj部はタテハケ。内面は、鈎狐而よりやや ドにユビオ＋）

残るが、 ヨコハケ後ヨコナデ。外而の一部のみ煤附滸するが、破断面にも付くので、 1史）―ll時のものでは

ない。胎土はにぷい翼褐10YR 11 / :1を且し、角閃石多し、石英あり｀屁石 ・赤色粒わずかにありの生

駒西麓産胎土。

6は鉢片。外而は、 17縁部~),!惰IS ヨコナデ、 )J靡I~ナナメハケ後ヨコナデ、被火痕跡なし。内面はヨコ

ナデで、 全而に1以＜煤附約。胎土は灰貨2.5 Y 7,. 2 を旦し 、 1~石わずかにありの籾艮な）lf,-1:.。

7は横瓶片。外而は、日縁ヨ コナデ、 イ本部横方向のタタキ後タテハケ。内l付は、 17緑ヨコユピナデ、

休部同心円タタキ後ユビオサ工。）l台＋．は灰N6 / Oを止し、 1i石 ，石泌li-「あり、息色粒わずかにあ り。

8も横瓶片だが、7とは明らかに別佃体である。外而はタタキ後ヨコナデと回転ナデ。内而はヨコナ

デで、外面ヨコナデ部分の函と、 胴端綿に扱合・痕残る。胎：1::1ま粁灰 5B 6 / 1を旦．し、此石 ・石英若干

あり、チャート1粒あり。

9は板状の凝灰岩。ガラスと伯I刈石の粒了・がまばらに見られ、細粒には長石もわずかにある。ガラス

と角閃石のみからなる捕狼岩あり。撒痕のある而にのみ夕討しがあり、 他は自然な剥離や割れである。擦

痕は主に 3方向で、 面全体に認められる。

4 -361溝 (I以l107・108・表51) 平行して定る撹吼が多かったため、ほとんと哺罪］を残すfilS分はなか

ったが、 02-3 -3トレンチ北陪付近で、西端から少なくとも 中央付近まではほぼ東両方l簡に走ってい

るようである。やや蛇行するか。方向性がほぽ東西であり 、他の追構との切り 合いも不明な点が多い力、

出土遺物のほとんどが弥生土描で 、 わずかながら頻忠稲 • 土師悩・ 瓦が出土している状況から、 一応飛

鳥時代の遺構と判断した。1J1Mはlm強ほどか。

遺物は散没に出土したが、,1-373/.¥憚と砲複する部分の四1n11だけ集中して出土した（図107)。両者の

切り合いは確懃できなかった。一部は 4-373溝との抵籾部でも 出土している。その部分で出上したの

は弥生土器だけで、かなり完形率が窃いものが多い。翡杯 3~ ~11月 1本、猫 3 ~ 4 個休、り』 2 個体が一括
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して投棄されたかのような状況である。迎祢なら飛島時代の糀ではありえないような状況だが、今回の

調査では他の飛，鳥時代のi溝でも完形に近い弥生土器が出土しているのでそうとも目えない。ただし撹乱

の多い部分でもあり 、須忍料 ・土師器・ 瓦が混入か、検出できなかった爪複辿構のものであった)『fl眈性

も皆無ではない。新しい時期の辿物は飛、関時代頃を、弥生土器II箪は河内V-3~¥IJ-l様式頃の様相を

示すと言える。1反1108では災測可能なもののみを示した。すぺて弥生土柑である。

lは高杯身部片。外面は、上半ヨ コナデ、下半タテハケ後ナナメナデ。内而は、上部にヨコナデ、底

面付近にタテミガキが残るがやや庖滅。胎土はにぶい訊湛tlOYR 7 / 3 を呈し、赤色粒• 石英わずかに

あり。

2も高杯身部片。外面は、上半ヨ＝ナデ後タテミガキ、下半タテミガキ後上部ヨ コミガキ。 内而は、

ョコナデ後、 上半ヨコミガキ、下半タテミガキ。胎七は灰黄褐1.0YR5/2を呈し、角l刈右多し｀石英

若干、長石わずかにあ りの生駒西麓荊胎上。

3も高杯身邪片。外而は、 ヨコナデ後、上半タテミガキ、下半ヨ コミ ガキ。上半のミガキは地続して

往復するもの多い。 内而は、ヨコナデ後、上半ヨコミ カ^ キ、下半タテミガキ。どちらのミガキも辿続し

表51 4-361; 鷹漬物破片歎縞計表
大別 橿別 窃そ凰 型武・部位破数 細りI]

総数 破片也 ％ 碑片崩 ％ ％ 破片桜 ％ 

土器・陶磁昔 237 弥生 233 98,3 
（聾生駒匹競）

82 36.2 クタキ !lT 62.2 §駒rran;r 8 15.7 
（生駒小片） 10 11 13.4 

（豆生駒西随）
86 36.9 母凱壺 2"/ 31.1¥ は2駒茜’’ 8 22.2 
18 20.9 広口壺 12 14.D 全齢渭fflil[ 4 33.3 

爬部 1 1.2 
f 0.4 

”‘ 19 8.2 
台 1 0.4 5駒 p_qMl 1 100~Q_ 

l土師樅 1 0:4 -'$.; 'I 100.0 
須恵柑 :l 1 3 2 BB.7 

， 1 33 3 
その他 lr£ 1 ． 1 頃は 1 

石 1 

9
-
a．
没
—
I
I
A

R
 

361溝

X = —]67,048 

↑ • P. +1:l,6111 

。 CSー1/00) o, 6111 

図107 4 -361溝；373溝出土状況

-178-



て往復する ものあり。JJa上は灰賀褐lOYR 5 / 2を呈し、角l刈石あり、石英若干，此石わずかにありの

生駒西麓産胎土。

4 は高杯脚部）＋である 。 外而は 、 J:.端に ミ ガキエ具のアタリがあり、ク テ ミガキ。 内面は、脚柱音I~上

半軽くヨコユビナデ、下半タテユビナデ後ナナメケズリ、脚裾部ナナメハケ。上部、円板充棋の剥離：Ji,

にナナメナデのネガあり。透かし孔は 1個だけわずかに残り、同じ闘さで4分の 1周以内にはないとこ

｀ヽ

、1

"“
 

“』 ¥

\~\ __ 
6
 

。
(S 一 1 /•I ) 20 CIII 

(2'」淵2,:i , I・ 怜り一I,ムI,l・llflり一i, D , l・:t/lr. ・11, U , l;ll}lヽI、7 , I淋91:1, 
1:1, 屈松7, fl, I・; 拙10,JO, l· il!l~ , 11 , I; 梱I)

図108 4 -361溝出土遺物

-179-



ろから三方透かしかと如flllされる。）l台土はにぶい貿橙lOYR 7 / 2を呈し、石英浩干あり 、品石わずか

にあり 。

5は高坪。外而は、此部下半タテハケ後J::.半ヨコナデ、脚裾部タテハケ後端部と）脚柱部ヨコナデ。此

部内面は、下半ナナメナデ後上半日コナデ、 ）訊部は）ff滅し、 円板充瑣剥離。 脚部内而は、脚柱部ヨコナ

デ、脚裾部ヨ コハケ後端邪ヨコナデ。透かしは割りつけ不均等な三方遥かし。胎土は灰狐‘褐lOYR 1 / 

2を呈し、角閃石多し、石炎 i長石ありの牛駒西麓巌胎ュ。

6は短頸広lコ砥片。外而は、 口緑翡lilr葡ヨ コナデ、 11緑ヨコ iヽ ケ、顕部一胴部タ テハケ後ヨコナデ。内

面は、口縁部ヨ コナデ、烈部ユピオサ工、 JJ~部上半タテユピナデ、下半ヨコ iヽケ、 Jjfil]部の間整は接合痕

を境にしている。胎土は黄灰2.5Y 5 / 1 を場し、角閃石多し、長石• 石英ありの生駒酉麓彰l合七。

7は壷片。1秤滅ひどく、 ）JIJJ部最大径内面の一部にヨコナデ残るのみ。胎土は褐灰10YR4/lを呈し

角閃石・石英多し、長石あ り、赤色粒・黒総母わずかにあ りの生駒幽麓照）J台士'.o

この器形が河内V-3様式まで残るか若干疑間で、やや古いものかもしれない。

8は長頸壺。外而は、口縁部～顆綿タテハケ後口緑部ヨコナデ最後に辿続して往似するタテ ミガキ、

胴部は上下i:カ ri ,J ~芯なるタタキ後中位に水平方向のタタキ、最後にまばらに軽いヨロナデ、底部側面は

ユビオサエ、）設部は利滅。内而は、口緑部～頸部タテユビナデ後ヨコナデ、）l屑部上半ヨコハケ、胴部下

半ナナメナデ。胎土は灰儀褐`lOYR 5 / 2を呈し、 角I刈石多し、石英 ・11ゎありの生駒四麓照）］かJ..:.。

9 は広口壷。 外而は｀に1緑述続して往復するタテミガキにタテのヘラ氾~/ 2本、）l『l部上半タテハケ｀

下半ナナメハケ 。 内而は、「I緑端部付近にユビオサニ残りヨコナデ、 JJI~部は接合痕1」J孔こユピオサエ残し

ョコナデ。胎土は黒褐lOYR:1/1を見し、1り1入l石あり、石炎・ ，艮石芳干ありの生駒両麓姫)j合工。

10は甕片。外lfliは）][,,]部クタキ後II 緑惰I~一頭部ヨコナデ。内而は、 l.i仰，i滅するが｀頸部直下タテユビナデ

後全体にヨ コナデか。外1/ii煤附滸。）I台土はにぶい黄橙l.OYR 7 / 2を呈し、石災が汀・、此石，/).¥設l吐わ

ずかにあり。

11も甕片。外面は、タタキ後タテナデとナナメナデ散在、底部はユピオサエ後ユビナデ。内1/iiは下部

ナナメナデ、 上部ヨコナデ。外面、底部から 3cmほど上がった部分から上に煤附滸。胎十．は褐灰lOYR 

4/1を呈し、角1刈石多し、石英郊干、 ・長石わずかにありの生駒幽麓照）j令I::゚

小結 飛鳥時代i\界群は、佃々の溝の検肘を通しても、その性格が判然としてこな い 。 ただ、 /'1~位であるII」↓

り水を流すために掘られたものと考えるのが自然で、わずかな部分で溝底に残る流水堆耕府 や、 4~

286・288溝交点付近の上器郡のI凡I.:.状況などもそれを衷付ける。しかし、切 り合いなしでほぼ同じ深さ

の溝が直交する状況や、前底のレベルがある部分から両側に下がるものや不規則に凹凸するものがある

事から見れば、農耕怜に伴う；尊水路などとは考えにくい。

西群が建物辟より先行している事が確実なので、 建物~I革を造営する前の別冬地に伴うと考えれば、 〇細

かい凹凸があり 、部分的に低湿な斑焼にあるのを排水し且鯰油させるために枷Iられた。②ー1時的に溝に水

を溜め、平坦而を造成する水巡を取るために1史った。等が労えられる。

しかし、 全ての溝が11」1じ性格であるとも科い送れない］爾もある。大器＜兄れば、 :3-572iW1'以東の東

群と以西の西群では灼干方向性が異なり、両者のHりに切り介いのない交、点（は検出でぎていない。平行す

る3-572溝と3-157溝のIll]が追である可詭性もあり、それを含め、釆郡は建物群と並存していた可能

性も捨てきれないのである。

これらの問姐に結論が出せない一つの擬囚として、飛、I,}時代の辿府1'1¥I(/)辿物が、全て飛島I1期のものと
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言って良く 、時期逃が兄出せない叩がある。試みに飛，l為紺年よりも魯ITIかい、誰波地域紺年で此てみると、

難波皿様式中段階に位骰付けられる 3-376住居址より、切 り合い的にはほぽ確実に古いはずの 3-450 

溝が、須恵樅杯Hなどでfしれば難波II[様式新段階になってしまい、 時期染が、 土甘怜の削罰地糾年の限界

を越えるほど短いri-r.を示している。

また、 溝群の中に、ガラス小宝鈎臨 ら糾）の羽Iコ§鉄淫などといったエ嵌生漁関辿の辿物が入っている

のも 一つの Ill]題である 。 つまり 、 今回検出 された辿物群が、 炉の下部椛！造の可 ti~性がある士坑を伴い、

工房域であるとしても、先行する溝群にそれらの辿物が入るという妍は、既に隣接する地域に同様の

房域が存在していた可能性が閥いというljf. である。

このよう に、飛，！ぐJ時代料濯は、様々なllrJ題を提示していると行える。

(7)弥生時代

今回の調究で、4而で検出された弥生時代の辿オ:i'心は、 3 -496井戸を北端として、 02-2トレ ンチ四

半南側から02-3 -3トレンチと、間査区南四側に集中している。この部分は縄"ii:.晩期以来、間査区内

に形成された微j•,·ri 地の泣甜所である 。

当初は、 井戸のイ＿烈在から集格があった叩を想定していたが、方形周糀燐tが検出された叩により 、硲域
の存在の可能性も考えられるようになった。再述するまでもなく、飛，局時代の辿構に多くの弥生土滞力

含まれていたのは、残っていたこれらの他に相当数の辿札nが飛、1J時代以前には残併していたり1を示す。
土坑や溝は弥牛時代と確定するには不安の残るものもあるが、飛、鳥時代の辿l/ltとりもなる郊分があり 、

弥生時代の辿物しか出土しなかったものはこちらに含めた。

時期的には弥生時代後期にまとまり、_11息，鳥時代の辿構や他含}~りの辿物も含めて必えれば、庄内式Jg]ま

でを含めて労える園がでさる。

3 -387井戸 (I公l109・110・表52) 02-2トレンチ西半の1炉哀側で検出。平:1r1Bfクは径l.G5 m ほと・ ())~

や不整な円形で、検出lfJjから50cmほどllll状に掘り下げた後、径70cmほどの日形の穴を乖『［に掘り込んだ

ようで、 そこに1図1109断而図の 3のプロック土を褒込めとして井戸枠があった11J能性がある。底而レベ

ルはT.P. •l-12 . 9m o 底までプロック」：： なので、 1紺絶時 に..)I; Fi枠を抜き、人為的に地めたのであろう。

断面図 5のプロックがぽやけるのは栂水(/)I―1-, に入れたためか。1餅而図 1のWiはプロックが認められない

が、上面上杓枯 1(図110-1)のように完形率が問い土梱が上而で/II土しているJ."ji, と、後世や検/II時の

削平を考えれば、これも1弱絶時の人為的地上であった,,r能性が裔い。
遺物の出上状況は、多くが1祈而図 1・2(J) )1'•'! 内にあり、 :JI;)-/I紙部に付いていたのは長嬰氾他の破片 1)'

のみ、4の/¥'-i内にあったのぱ土梱7 (図110-5) ・_L: 甘怜11(腐1110-15)のみであり、 1・1戸使用時に入

ったと考え られるものはない。ほとんどの」灌怜は、別の位骰で割れたものの一msを皿土と共に投梨した
ものと 考え られるが、先述の肌土 17、」 土器 7 · 11 と上而 /_L\ 土土器 1 はその出土状況やり~{-(.状況から、認識

的に入れられた可能性が考えられる。狸め）バしの始めと:/立後を同するものであろうか。ちなみに 日付出

土土器 2 は壷の下半綿か鉢のようであったが、 風化激しく jjf~ 月~)化しており、収り上げ時に粉砕してし

った。

遺物組成としては壷、特に設即壷が庄倒的である。広r嘩や甕は細）ヤが多く、 個体としては把拙でこ
ない。個体数としては、長殿壷6個体ほどに翡杯411i'H本ほど、それに鉢が2個体ほどという組成が似9じ

できそう である。土監群としては、長願瑾が多いlJ(.や翡杯身部の形は古い傾向だが、短顕化した小別・l

頸壷や小型の『本の存在は新色で、河内V-2~3様式に位骰付けられる。

-・8・ ― 



図110には実測可1)認な辿物を示したが、狐土内で土器帝りをつけで実測で色なかったものは｀土梱1

は甕口縁片、 3は品頻壷片、 4は窃坪脚柱部片、 10は磁片である。

1 は長頸壷。 外而は、口縁部ヨコナデ 、 剖｛節はヨ ::I~ビナデ後タテナデ。胴部はタタキで、その中位

をナナメユビナデで軽くmす。底部はユビナデ。訂部に 1ヶ所粘土紐を貼り付ける。「く」 の字を寝か
せたような形だが、その右端がさらに折れ、島形側面か獣形のようにも見える。内而は、口縁部日コナ

デ、頸部はタテユビナデ後ヨコハケ，ヨ コナデか。胴部内面は風化のため欄腋不明。胎土は橙7.5

7/6を呈し、石媒 ・此石あり。

2は長頸壷片。外而は、口縁魯rsヨ＝ナデ、顕部タテハケ。内而はヨコナデ。胎土はにぶい橙7.SYR

7/4を呈し、石炎ら 長石令赤色粒あり 。

3は短頸化した長烈砥片。外面は、 口縁ヨコナデ、類部タテハケ。内而はヨ：：：ハケ・ナナメハケが付i

綜するが、 頸部下端にユビオサエ ・ タテユビナデ残る 。 胎土は褐灰10YR 4 / l を呈し、長石 • 石炎布

干、角閃石わずかにあ り。色は生駒匹麓D1'1に似るが，角I刈石少なく 、胎土索地は細かい。

｀
 
/' 

6
 ／ 

（上01ヰ J諏 IJl:lf記J・.J:ilii以外1J:Jlf1I:内）

／／ 
T.P. +14.0m 

＞
 

＞
 

3、オリープ黄5YO/~ シルトのIiゃけたプロッ?,
問に、灰7.5Y6/I s-ル1--1.11砂．
4、灰N4/0シルト-tt!.籾シル ト、灰 JOYli/1Ql -:/ロッ ク ~;,,干，しり．

5 、灰N4/0 シル ト --1i1•~シル 1ヽ /.~ IOY 6/\ s-ル I・のI!や11たプロックわずかにあり． 。
(S • l/20) 0. 6 ,・n 

図109 3 -387井戸断面・出土状況
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4は壷底部片。外面は、胴部タ テミガキ、底部側皿ヨコナデ。内皿はナナメ ハケで炭化物附新。 胎…

は褐10YR4/4を呈し、 flJI刈石非'ii1・に多し、品石若干、右英わずかにあ りの生駒西麓産）l台土。

5は長頸壷片。 外而は、口緑部ヨコナデ、即部タテハケ。内而は、凱部下半日コーナナメユビナデ、

上半タテュビナデ後口緑都ヨコナデ。胎土は褐灰10YR4./lを呈し、1り1刈石多し、位石 ・赤色粒若ー', '

石英わずかにあ りの生駒四流蔽胎..Lo

6も長頸砥片。外而は、口縁部ヨ コナデ、頸部タテハケ後タテミガキ、ナナメに 2条沈線あり 。内商

は、口縁音rsヨコナデ｀即部上半ヨコハケ、下半ナデ。 胎土は灰質褐10YR5/2を呈し、角閃石多し

長石•石英ありの生駒酉麓産胎十'. o

7も長頸砥片。外面は、 願蹄タ テミガキ、下端にヨ コミ ガキ 2条、訂部は）藉滅で憫整不朋。内面は、

磨滅、頸音〖は タテュピナデ残る。町部に もタテユピナデ。 胎土はにぶい黄符10YR6 / 4 を旦 し、 石炎

41 53.9 
-,I―― ― 
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図110 3 -387井戸出土遺物
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多し、長石あ り。

8は蓋片。つまみは外面ユピオサエ、内面ユピナデ、紐：：通しの孔を二つI翡；）ける。 外而はナデか。内而

はヨコナデ。胎土はにぶい黄褐lOYR 5 / 4を呈し、 flJI閃石多し、石英 ，長石若干ありの生駒両麓瓶胎

土。

9は鉢。口緑が細かく波打つ。外而は、口緑郊ヨコナデ、体郊タテナデ，｝氏部側而ヨ コナデ、底部は

ナデか、底音13以外に煤附冴.. f。内而はヨコナデ、底部に以化物附滸。胎土はにぶい橙7.5YR6/4を品

し、長石• 石英多し、 チャートあり。

10は甕底部片。外而は、jj『l部タタキ、底部側而ヨコナデ，底部ナデで籾圧痕あり。内而はナナメナデ。

胎士は黒褐lOYR 3 / 1 を生し、艮石• 石英あり、角閃石わずかにあり。中河内低地所か。

11は高杯身部片。口縁端而には 2条の沈線。外而は、上半ヨ コナデ後ヨ コミ ガキ、下半タテミ ガキ。

内面は、上半日コミガキ、下半タテミガキ。胎土はにぶい橙SYRG/4を呈し、長石 ・石英わずかに

あり 。

12は高杯脚柱部） ＇，ー。外而タテ ミガキ。内而タテュピナデ後ヨコナデ。三方透かし。胎上はにぶい貨掲

lOY R 5 / 4 を呈し、角 I刈石多し、此石• 石少tti午ありの生駒匝況;mJJn上。
13も高杯脚仕部片。外盾iはタ テミ ガキ。内面は、 上から、タテュピナデ、 ヨコユピナデ、ナナメユビ

ナデ。 四方透かし。 胎 —卜はにぶい黄楼lO Y R 7 / 2を呈し、↓と泊あり、石英・赤色粒若干、チャートわ

ずかにあり 。

14は高杯脚部片。外血は、タテミガキ後脚枷端部ヨコナデ。材部内而ミガキ。脚部内而、下半にヨ-

ナデ。胎土ば几1褐2.5Y 3 / 1を坐し、角I刈石多し、長れあり、石英若干ありの生駒両麗産胎..Lo

15は高杯。外面は、タテミガキ後身部上半ヨコナデ。 均部内而は` 下半タテナデ後 ,-・半ヨコナデ。 脚

部内面は磨滅するがヨコナデか。三方透かし。/lrl上はにぶい必褐lOYR 5 /:, を星し、蛉万多し、万必．

角閃石あ り、 臥慕母わずかにあり 、微細粒に角l刈石多しの生駒阿麗釦lh:r.。

3 -413井戸 (I図1111~113・表53) 02-2 トレ ンチ V町l囁f 束 1Il~で、:-l - till• 415汁位に切られた状態で

検出された。平而形を確胞した時点では、既に土甘怜がかなり低出し始めており、 ,11~方位から45゚ ほど振

っ た、 一辺 Z m 前後の方形に近い形であったが、そこからは級く落ちてい~ '鼎町に近く落ち始める ・ms

分の平面形ば、 正）j位を向いた、 悴r.1じl.firn、東両Ltlmの丸みを幣ぴた方形となった。米辺に1ヶ所突

出する部分がある。そこから60cm前後下がった部分で底となるが、底血中心に、径55~60cmほと＇のやや

不整な円形で10~25cm下がる部分がある。その部分は壁は立たず、断血iJill状である。最低部のレベルは

T. P. + 12. 75 mである。

埋土は上下3)罰に分かれるが、いずれもプロック七である。下）¥Y1に井戸枠の痕跡や水）必堆依/it,がなく 、

図111の断面図の 3に含まれるプロック七が4~6W1起源のものである*と、上而と 1-rmの並直に近く
壁が立つ部分の平'1Lii形の方向性が91i訊なり、その一段且の訂部が鋭いままな事、それより下は並直に近い

壁に浸蝕や崩れの痕跡が見られないばなどから、地め戻しU't111JI:掘り広げられたものである可能性があ

る。底面に残る凹部が本来の底部か。3の府のプロック 11りの土は、右機分を含んだシルトで、井戸内に

滞水状態で堆梢していたものかもしれない。その中に井戸の盤を切りJi))してプロック ：：I:: としでfftぜたの

が3の層だろうか。そうすれば狐め戻し後の沈下を軽減できるように息える。

断面図の 2の/0でぱ｀プロック側の土が右機分と砂粒を含んだ粘質土となる。おそらく周囲で、当時

の士壌上面から掘り込んだ土を供給しているのであろう。断面似lの1の/fitではプロック土にも古土壌起
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源のものが含まれ、地め戻し土の供給元が変化しているのかも しれない。

遺物は 3のI邑内にはほとんどなく 、あっても上而近くで，基本的に」：：而から沈み込んだものと見て艮

いだろう 。 3 の上面で 2 の }\'•1 が入れられる前に一 ）此土料の投梨があったのであろう 。 それら の土稲群 と

検出時に上面で出土した上梱群とはレベ）レ的にもはっ送 りと分別で送る。前者を地土l人」、後者を上而／上I

土として分別して取り上げた。地土内辿物は}In_め）人：しの最初の、断面屈の 3のJf1が形成された段階で、

上面出土遺物は狐め戻しの泣終段階で投菜されたとW1測でさる。上W11廿上逍物は、 4而検／上1時に，3 -
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3、灰N4/0シルト内に、 1り灰5nr.fi/1シ/1,
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図111 3 -413井戸断面 ・出土状況 （その,. J:. 面）
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2層による咎き上げを除去する段階から出土し始めているので、この辿物群が埋め戻し最終段階のもの

ならば、後i化のl'JIJ平は比較的少なかった可能性が甜い。

上面出土辿物と1皿土内辿物lfllで接合した例は地土内土甘伶13がよ而土喘1と同じ位皿のやや下から111-・→ 

し接合した以外ない。また、両者と も、 上f葡土悩l、J阻土内土甘怜6・12など、少数完形率の邸いものが

ある以外は完形率は低く、他の場所で破砕したものの一部が入っているという状況であろう。

破砕前の土怜恰群の岱柚訓個体数を復元するなら、上面出土土伶伶群では悩台l、孤 3-4-、窃杯3、の他

甕と鉢があったかどうかという ところ。埋土内では壷 4-5、t/j杯5~6、甕 2~3、伶＆台 1ほどであ

ろうか。

壷では長頸猫が小刑も含め主体的で、それと闘郎が多い。また、閻芥区全体の弥生士岱の割合と比べ

生駒西麓産のものが少ないと百える。 上而柑」：：上や和のrrにわずかながら：：：：1::n,11怜況が滉じるがいずれも小片
で、これは 4而巻き上げによ り汎入したものと見て底い。時期を細かく決める淡索には乏しいが、小渕

短頸化した艮罰濯が一定数兄られるり［．や無文の器台の存在などを見れば、河内VI-1様式前後か。

図113には宴HIii可能なものを示した。l~ 7が上而/J:¥」..:、8~21が地上l勾出土である。

1は短頸化した小型此則壷片。外而は口縁ヨコナデ後顆部タテ ミガキ。内而はヨコナデ。胎上は褐）仮

10YR6/lを呈し、iも石，石英・よ駁JSffJ: わずかにあ り。

2は壷底部片か。外而は甘怜盛剥離のため閻整不明。内而は）代滅するがナナメナデか。jj台上は橙7.5

,
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図112 3-413井戸出土状況（その 2・埋土内）

-186-



R6/6を呈し、角I刈イ:i. 石英・此石若干、赤仏粒 ・IT.I誤母わずかにあり。中河内低地産か。

3も壷底部片か。外而は， )j侃］部タテミ ガキ、底部側面ユピオサエ、底部ユピナデ。 内而はナナメナデ。

表53 3- 413• サヨ 漬物破片助羹計表
大別 橿別 益,,. 型弐・郡f,!Z破片敬 細別

紛数 破片慶 ％ 破片岱 ％ ％ 破片数 ％ 

土器・陶磁紺 592 弥生 556 93.9 
（甕出叫匹r111・

130 25,0 クタキ 12 8.6 
2 1.4 ぼ郡 6 43 

'1111 2 0.4 

（畳生駒西随
1!7 28.2 曼頸彊 19_ 12.1 "lal駈］匹輝 3 158 
s 1.9 ,ii町1襴 1 08 

E口濡 ， 57 
I底郎

゜
3,8 

18 3 2 
,.., ヽ 82 14 7 
9台 39 70 生駒連i「Iii 1 2.6 

土師樅 36 6,1 1 2.8 
1P1' ， 2.8 
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図113 3-413井戸出土遺物
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胎土はにぶい黄杓lOYR 7 / 2 を呈し、 ・艮石 • 石洪あ り。

4は高杯片。外面は1莉滅で脚柱部にタテミガキ残るのみ。内而は別滅訓整不明。胎土は浅賞橙7;5

R8/3を旦し、 石英多し、長石 ・赤色粒杓干あり。

5も高杯）中。外而タテミガキ。身部内面はミガキ。 脚部内血は、タテユビナデ主体、一部ヨコユビナ

デ。胎土はにぶい節橙10YR7/2を呈し、 石英わずかにあり。

6 は高杯脚裾邪片。 外而は、端部ヨコナデ、他タテミガキ 、 その上に枇位の細い沈線。 内面/J~滅欄刺

不明。胎土は橙5YR7/6を呈し、赤色粒若干あり 。

7は器台。外面は、垂下口縁付近ヨコナデ残るが、上半｝科滅訓1役不明、 下半タテミガキ，枷端部ヨコ

ナデ。内面は、ほとんど邸滅、筒部はタテナデか、下部ナナメハケ、裾部ヨコナデ。完形率7割ほどだ

が、透かし?L残らず。胎土はにぶい橙lOYRtl/3を呈し、石英 ・角I刈li多し、蛉心 ・晶臥母芳干あり

の生駒西麓敬胎—卜 。

8は壷肩部片。扇状に広がる 4本の沈線あり。絵圃土器か。Jltr土ばにぶい黄橙lOYR 7 / 4を旦し、

混和砂粒な し。微細粒には石炎 ・1匂石 i黒磁/IJあり。

9は小型の窃杯か、台付送鉢(})脚部片か。外而は、タテナデ、躍都ヨコナデ。内而はヨコナデ。胎土

は褐灰10YR5/1を塁し、此石・赤色粒わずかにあり 。

10は長頸壷片。願部下半に沈線2本、絵)lltJ-1濫か。外l前は、 II緑1111日コナデ、虹lf11~ タテハケ。内而ぱ

ョコナデ。）］か上は翼褐2.5Y 5 / 4を旱し、111I}~ 右多し、 i切あり、石尉評ありの生駒両麓釦l台ュ。

11は小型鉢片か。外而はタテミガキ、底部は閻整不明だがかなり平滑。内l箭もタチミガキ。jjf;土はしこ

ぶい黄橙lOYR 7 / 3を旦し、長石豹干、石炎 ・角I刈石・赤色粒わずかにあり。

12は短頸化した小捌此賀柏'1(。外而は、口緑端部にヨコナデ、）i情15, 底惰llfH騨iにタテハケ残るが、i立後

にタテミガキ、I氏部はユビナデ。内而は、口緑部ヨコナデ、拇＇樟IIヨコハケ、）JRrns」4・半ヨ コナデ、 j]l,,rn11I、

半ナナメナデ。胎土はにぶい紺橙lOYR 7 / 3 を址し、石英杵—ドあり 。

13は高杯肌l f'r~ J 11・。外而ぱタテ ミガキ、 J.:.翡/,)に松'c位の沈他il2本。内面は、上端絞り痕残るが、その下は

タテユビナデ、下半はヨコナデ。透かし孔は二段で、上段pり方透かし、下段六方透かし。胎土は褐灰7.5 

YR5/lを呈し、石炎 ・角l刈石あり 、艮石・赤色粒若干あり、火粒の1刈緑岩わずかにありの生駒幽菰

産胎土。

14も高叩J}:jJ部片。外l付は、タテハケ後タテミガキ、関/il惰IIヨコナデ。内而はヨコハケ後ヨコナデ。透力

し孔は 1個残存するのみ。胎土は灰1=15Y7/Zを呈し、況和砂粒なし。

15も高杯片。外血はタテ Iヽ ケ後タテミガキ、 脚端部ヨコナデ。材部内而はタテミガキ。脚部11、]而は、

上半絞り痕残すのみ、下半ヨコナデ。四方遥かし。胎土は浅此` 橙lOYR8.1 3を呈し、石英 ・品石・ 黒

雲母わずかにあり 。

16は高坪。外而はヨコナデ後タテミガキ、 :M後に此部上半にヨコ ミガキ。材部はヨコナデ後タテ ミガ

キ。脚部内而は、脚柱部」：：半は絞り痕残すのみ、下半はヨコナデ、 脚据部はタテナデ後蝙部ヨコナデ。

胎土は褐灰lOYR 5 / 1を星し、石英 ・・此石沿チ、赤色粒わずかにあり 。

17は高杯脚部片。外而は、タテハケ後タテミガキ、1/,戟砕l炸ヨロナデ。内面は、脚柱ms上半紋り振のみ、

下半タテユピナデ,lrrl llli部ナナメユピナデ、脚栃部ナナメ Jヽ ケ後端部ヨコナデ。胎十．は褐）天lOYR 6 / 

1を呈し、 混和砂粒なし。

18は甕口縁部片。 1欄整はヨコナデ。 胎土は7,5YR 6 / 4 を品し、 角 1閃石多し 、 石英 • 長石効干、 功
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色粒わずかにありの生駒匹菰産Ho」.:。

19も甕片。外而は口緑部ヨコナデ、胴部タタキ、全面に煤11(1硲に内面は、口緑音Iiヨコナデ、訂部ユピ

オサエ後胴部ハケ。胎土は褐7.5YR11 / 3 を呈し、角閃石多し、石英• 長石芳干ありの生駒四龍並胎

土。

20は甕底部片。外而は、 胴部タタキ後一蹄ヨコナデ｀底部側而ユピオサエ、）i.E部ユビナデ。内面し

ナナメナデ。胎土は111-1褐10YR3/4-を呈し、角I刈石多し、石英あり、長右若干ありの生駒両麓産胎土。

21は器台口緑片。上訓はタテミガキ、下面はヨコナデ、端而は横位の沈線 1条の後三角文を皿隔Hf,Jけ

て入れる。胎土は1貯灰政2.5Y 5 / 2を呈し、角I刈心あり、石英 ・艮石若干ありの牛駒西菰照）治土。

3 -496井戸 （似1114-116・表54) 02-2トレンチ四半の中央付近、硯代建物基礎の東側で検出、間

査区の弥生時代辿構の中で一番北側に位ti11'."する。少し1川角味を菊ひぐているかのような桁1リで、米西径1.95 

m、南北径1.8m。断面形はおおよそ逆台形で、深さ1.2mほど、阪而のレペルはT.P. +12.9m。

埋土は図114の断面脳の 1・3・5のプロック上と、そのIIIJにはさまる流入士のような 2・4に分か

れる。最下101の5がほとんとプロックのみからなり、井戸として機能していた時に堆枡したようなもの

が全く見られないiJf,から、狐め戻し前に中の堆校物を全て浚えた可能性が強い。そのため、索掘り井戸

と断定はできない。 2 · 4 は皿め戻しの途中で二,~束から砂の流人があった↓Jtを示すが、その原因は分

からない。また、その上ドでJJilめ戻し土のプロック七のあり方が変わるのも特徴的である。

遣物は上而検Ill時からかなり出始め、それらは断rf1i似IO)1 · 2 の 101 で•まとまりになる ljf.が分かり、

上面出土土滞群とした。 その下では皿土の途中で出 —I孔．した 。 断面と 比較すると、断而図の 4 の1約の 1-.I箭

に分布する事が分かり、上）r1 土割~j; とした(」~.101 十．悩 2~ 4)。ただし、上11'・1上器 1はかなり 1こ、断1M

図の2の層からIll土しており ｀尖質は上1fli+悩群に含まれる。蚊後に）氏部からほぽ完形に近いt怜恰群カ

出土、これを下凡i土~/作 とした 。

上面土器群は、ほぽ甕と壷の破片のみである。上梱番号を付けて取り上げた中でも壷と甕(J)破片が汎

在している ものが多い。砥で樅種の分かるものは 1片の）よ日i,'化を除き全て此剖暉である。極めて完形

率が悪く、個体数把趾や図化でさるものは少ない。後-LU;(J)削平で失われたものもあると、思われるが破砕

された土器の一部が残存している状況で。地め戻しの披終段階で投梨したものであろうか。

上層土器群も‘；と形率が叫く、鈍 ．壷 ．鉢 ・研坪の破片が数11廿11本分は混在しているようだが、図化でき

たのは各 1 、点である 。 他にサ ヌカイ ト 製石鏃やタタキ石らしき礫などが出十．している 。 1餅而図の 4 の /1·· •i

の上面に少数が分布するという特徴から、 3 の l~·•i を狐めJ~す前になんらかの理山で破片状態のまま流入

した可能性がある。
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埋土上而（断而図(/)1、2屈相当）辿物出＋．状況

oo 
戸

>'Iこ疇ジ
こ?~竺H心＼呉~J.u 
+ ( ~"~'J7 予。 C

り／

l::,. 

◎ 
(l 0 もク
Lb xq;,, ゜＼ 

1:2 

『
一

t

．忠
ー
1
1
A
.

0, Q 
X=-157, 031 

、鳳

ヽ

（土0は上器取り 卜:IYlflサ．」；〇は上Ml沿：lllれり_J:.f)'吊1;・）

T,P,+l4,0m 

0 (<; 1/20) 0. 6111 ← I ・,,,,, I , I J 

1 、 灰オリ ープ5YヽI /~111,lt I :、シルト I.({ら ti!U•·叫1/沈｝し、小礫，い）、 1;1化物あり、

特に下imに集中， r~ リ ・・ブI.II~vo1a 粘'111 : , シルI・I;(年，祖砂あり,Feあり・」(/)

小プロ ックI!"ドあり．

2、灰5Y 4/1--illli42. fi Yfi/A 1 ui1Ji、シルト r1 1',i,•> 、柑1分的に恥，い）、 9 ざナあり．

3、「にぶいIll2. G Y 0/11ーが以 IOUCiG/1シル I・」とりベオリー-;/r,Y~ /2ti1ぶIJ:. シJI,

ト主体、机砂～中砂名し,I Ul,fヽプロックの迅より， /Jl (~4りわずかにあり ．

4、灰オリ―-/7, fiVfi/2 砂竹上、祖11~ .uii. シル l•~t1 11砂あり．

5 、 「暗緑戌 IOCY~/ 1 r.-,1,I・JC「1印必N:!/0シルト」のプロッグ、 tUCIJi/','I'介む．

図114 3 -496#芦 （その 1)上面出土状況，断面
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埋土内上層（断而似1の3、4屈和当）辿物出土状況
竺 oo 

／ 

ぐ, ______ 翠(_ 1:4 
1::2 1uo lc!3 

十 ＇• / 

埋土内下府（断而1反I(j) fi J1·• ·1相 当 ） 辿物lU土状況

x.,.. 157,031 

（上01↓上削.7;01よTIMUlI・ 悩II~ り l.:lf柑 •サ）

／
 

『

-N.gー
1
1
A

、
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1--— 
し—

＋
 

~ → 

x--157,031 

。
(S 1/20) 0. 6m 

図115 3 -496井戸（その2)上隈 ・下層出土状況
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下層土器群は 4個の砥と壺 1個以外は少数の雑多な小片があるのみである。土器3は口縁を欠くが球

胴化しながらまだ烈部の・1-t:い広口壷と思われる。つま り猫の組）成は此顆壷 2、細鄭猫 1、'屁剪i広口り'1D

となる。壷は杵枇俯送で、底に付く土器4; 5 は井戸内に堆利~(物がない状隙で趾かれ、 底から浮く土甘桧

1・2は若干埋め戻し士を入れた後に皿かれ、 JJI!_納されたと労えられる。

全体的に見ればやはり府が圧倒的に多く、 その中心は長類壷と百える。しかし、孤では不自然なくら

い生駒西麓照の比率が低く 、対して号との破片では生駒辿．麓瓶がほとんどである。1時期としては、 17縁端

部面に凹線のある盟があり 、 細顆引化の胴部の扁球化傾 rl,1が強い~Tな どが古色で、 長顕広口砿の球）]~ 化、

小型鉢の存在などは新色と百え、最頻壷は最盛期のものである 。 以上の~f-から この井戸の土怜怜群は河内

V-2様式のものと捉えられ、弥生時代辿構の中では一番古いものである。

図116には実mu可能なものを示した。1・ZJ:.而、 3~9がJ::./1・り、 10~14が下肘である。

1は壷肩部片。放射状に広がる 3本の沈線があり、絵圃土器か。）］台土は褐10YR4/4を呈し、石英

あり、長石沿下、赤色粒わずかにあ り。

2は甕片。外而は、 n縁1'11$ヨコナデ、胴部タタキ。内而は洲滅rJ闘股不明。胎土は黄橙'7.5YR'7/8
を呈し、石炎・此石料Tあり、角1刈石わずかにあり。

3は器台,_,緑部）十。「l縁端部はヨコナデで，端而に波状文。他は内外而ともタテ ミガキ。胎土はにぶ

い黄橙10YR7/3を昆し、石炎・ ・此右あ り、瓜磁/:Jわずかにあり。

4は広Dfi'紆片。外祉iは、ヨコナデ後顕部下半とm樟lll1I t'.11S以下にタテ ミガキ， i『i部に 2本の縦方向ヘラ

沈線。内面は、 口緑部～頻部ヨコナデ、別1部下端から）1! 部にク テユビナデ後，その下msi::ョコケズリ、
最後に胴部タテハケ。胎土はにぶい黄褐lOYRS/4を呈し、角IX]石多し、石必;l-1: 石ありの生駒西麓

産胎土。

5は鉢。外而は、体剖逗コナデ、底部側面ユピオサエ、底部ユピナデ。 内l川は、 ）利滅するが底部に板

状工具のア タリ痕残り、左上がりナナメナデか。 胎士はにぶい翼杓10YR7 / 2 を呈し、黒訟 -/~: • .f~I 

英 ・長石あ り、灼l悶石若干あ り、白岱母わずかにあ りe「ド河内低地肥か。

6 は広口壷片。 外而は、口緑部ヨコナデ、剪倍I~は板状工具で条：）~i を残すがタテナデ0 11、Jl面は、 口緑部

ョコナデ、 頻部はヨコハケ後軽くヨコナデ。

7は甕片。に1緑端而に 1条のJill線。口緑紺而に1川線の入る召』は河内V-3様式には消滅するようであ

る。外面は、日緑部～）！！部ヨコナデ、）j[11j部タテハケ、煤附舒。杓而は訂部にユピオサエ残しながら ヨコ

ナデ、ヨコナデは 1ゴ緑部と）Jl11j部では上下の切り合いが媒なる。胎土は褐灰lOYR11/1を旦し、角 I対

多し、石英 ら此石ありの生胸酉麓産胎..Lo

8は高坪脚部片。外・l紺は、タ テミガキ、上端釦邪との接合邪分日コナデ。内而は、上端の絞り 1幻＇百

にヨコユビナデ、その下タテユビナデ，造かし孔以下は窮滅のため刷整不明。・/1: 方逸かし。胎土はにぶ

い黄橙lOYR 7 / 4, を品し、石炎.:I.{; 石あり、赤位粒わずかにあり 。

9はサヌ カイ 1、製石銚。4面の辿構出土の石牝洞類は拮本的に別にまとめたが，これにl汰jしては辿構の

時期に伴う ものである可能性があるのでここに掲載した。枯部を欠拍するが残蛤27mm、最大1!1),lllmm,J駁

さ3.5mm。最大flliil部が鋒部に脊る枡環形である。素材となった剥片は縦長の剥片か。その打，点は鋒rnrniu

にあったと思われる。図右ネガ而の右半に剥片時の剥離痕2面残る。ポジ面は圃側から成形剥離。刃部

形成はポジ而かられI'圧剥離を入れ，鈴部では両而から入れて索材の反りを軽減している。石質は良く

風化も軽い。菰批o.6 g。
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10は甕蓋。つまみは上面中心にユピオサニ、その周囲をユビナデ、 i立後に端部にユピオサ工を入れ、

それに対応して外側面にユビナデ。 外而ばユピオサエ後タテハケ、その後口緑部にヨコナデ、l立後に

タテミガキが散在する。内而は、中心部にユビオサエ、そこから右下がりのナナメナデ、，hと後に口縁部

にヨコナデ。 内而全体から外而口緑邪付近まで煤附滸。 胎 —K はにぶい黄褐10YR4 / 3 を 呈 し 、 1「LL刈

り＂＼
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上面 ・〔1、2(土加］］ 、送

上K'i; 〔3(土器I).<I (上悩~) 、 5 (」沿~~ ) . !l(l:iい）、 7-.り）
下府 ・ 〔 10 、 II(土~~I) 、 12(1:沿2)、13(I・り~a), IH I: り~ 4 )1

図116 3 -496井戸出土逍物

12 l4 
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石•長石・ 石英ありの生駒西麓照胎；I::。

11は長頸壷。完形である。外面は、）屑音佑下半の接合痕にユピオサエ残るが、全体にクテハケ、口縁部

はヨコナデが切る、胴部下半は11怪いナデがmなる、底部は村（物紫の圧痕残るが、不足方向の騒いナデ。
内面は、頸音註ヨコJヽ ケ後口緑部ヨコナデ、胴邪はナデで、下半はタテナデか。訂部外面に逆「L」字形

のヘラ記号あ り。胎土はにぶい樅橙lOYR 7 / 2 を呈し ｀ 此宕 • 石英 ・瓜恩母若干あり、微細粒に赤色

粒もあり 。

12は細頸壷。胴部が一部哺れていたがほぼ完形である。外而ヨコナデ後タテミガキ。内而は、顕部接

合痕とその音1沿分のユピオサエ残るが、ヨコハケ後タテミガキ、口縁部ヨコナデ、訂部はタテュピナデ後

ョコナデ、胴部上半ヨ コ） ケヽ、下半は斜格：：：f状のハケ、下半のハケの単位は111屈L5cmほどのものと1.0cm

弱のものがあり、上半のものより幅狭い。批後に胴郊」：：下の接合部にユビヨコナデ。胎土はにぷい橙7.5 

YR7 / 3 を呈し｀石英• 長石・角I刈石わずかにあり。

畿内V様式に河内と大和で成立する細烈流であるが、 Jj尉船がかなりしっかりした川球形であり、球胴

化が進行する河内V-3様式まで下るとは考えにくい。口緑端部まで打徹するタテミガキも古色か。

13は、口縁部を欠くが、 )J田部が扁球形にまで膨らみ、i質罹IS下端の刻み日突幣などの加飾性から見て、

広口長頸壷と考えられる。口緑郁以外は欠mなく接合した。外1(;r/は、タテミガキ、頻郊下端の刻み目矢
帯の上下はヨ コナデ、底部側而ヨコナデ、底部ケズリ。内面は、別陪ISナデ後タテミガキ、 ),I部ユビオサ

エ・ユビナヂ後）JIITJ ms ナ デ、 i1l後に )j扉II上半にミガキ。 胎土はにぶい柁7 . 5YR7 / 4 を呈し、石災若 1~ ,

長石わずかにあり。微細粒に角I刈石もあり。

広口長頸壷は河内V様式W!vこのみ存続するようで、 カllflfli'性を維持しながら、拇＇（部の親小化、 ）J~ 樟I~の球

胴化が進行するらしい。木品は）l侃l秤l位のり」↓りから河内V-1様式までは遡らないと、思われ、 樹i部の;1.-1;さカ

ら河内V-3様式までは下りにくいと思われる。

14は長頸壷。完形である。LI緑端惰IIに刻み目入る。外而は、口縁部ヨコナデ、顕部ナナメー）ーデ、胴部

下半ナナメナデの後、 lJ[i樟IS中位ヨ コナデ、その後胴部上半にタテハケ入り ｀それをヨコナデがまばらに

消す、底部は周緑に平担な熊訓整而を持ち、ユビナデ lJ削。内而は、 剖i部桜合痕とその秤I)分のユビオサ

工残るが、 ハケ後軽いナデ牧在、 1,;msタテユビナデ後ヨコナデ、それ以下は左上がりナナメナデ。Ila土

は7.5YR8 / 1 を呈し、石炎 • 長石あり、 角I刈石沿守あ り、徹細粒に黒松舟もあり 。

3 -510井戸 （図117~119・表55) 02-2トレンチ酉半のl・舶北側で検出。堀田の）i,Eに位雌しているた

め、かなり削平を受けていると考えられる。平面形は隅丸方形に近い形で、悴I北1.65m、東四1.45mほ

ど。壁は垂直に近い。底而には中火に径50cm強のJ-Lj形の穴があり、それも盛が立つ。底而のレペルはT,

P. + 12. 85m、板低部はT.P. + 12. 63m。

埋土は 3凡りあるが、1翌1117の断而図の 3の1罰は、 4~6/Mと7W1の批濁と見られ、プロックが入らな

いので、井戸機能時に堆梢した）付が残存している可(Jほ性もあるが、断位：ii及1の］．・2はプロック土であり、

それ以外の崩落土や流入土のような）｛りが・・り］認められない事から、井戸底面の穴以外はいったん機能II寺

の堆積物が浚えられた可能性がある。プロック土はおそらく 4~6W'iのものと、思われる。断面圏の 10) 

層は遺物とのl剥係から兄れば、本叫t.t而/_L¥土辿物のしド而まであり、さらにその上に、辿物を埋めるレベ

ルまではも う1附存在したと思われる。

出土遺物は、検出If除の上面に集中していたものを lご．而出土、断而l図1・2のl¥"'i内のものを埋土内出土

とした 。 上面出土土怜や群は土悩 1 のように完形品もあり、後•他の削平による破砕を考えると 、何個体か
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は完形品が存在していた可能性が邸い。土滞 2・3がその候補となろう、 しかし土甘怜 4 が無土内土~2

と接合し、 破砕された後一部が入っている土構もある対1を示し、 その破砕が、 :tfll土内の土器と同時であ

る可能性も示す。この土器群には1以1化した他に も甕数片、 闘杯 1片の破片がある。地土内土僻群は破片

は大きいも のが多いが、完形率は悩くない。図示したものの他には、烈＆ ・窃杯・砥の小片が若干あるの

みである。いずれも断皿図の 1 の）河内にある。こ の府はプロック土の輪祁がほゃけている rJ~から、址め

た時滞水状態であった可熊性があるが、プロック士が消滅しているわけではないので、堀土内出土土器

は上面出土土悩が入れられた際、そこから沈み込んだとは考えにくい。二つの土器;/I革に分別したのは妥

,
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図117 3-510井戸断面 ・出土状況（その 1・上面）
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当であるが、 両者間に桜合例がある出からほとんど1時期芦はないと兄でよかろう。

組成を見てみると、虚が主体で、生駒両麓祗が非‘常に少ないように見えるが、長頻砥ではりし形品が生

駒西麓産だったため破片数では少なくなっているのであ り、広口嘩と同じく、 2個休中1個体が生駒=・

麓産という状況である。鉢でも多く、欄登区の弥生時代井戸の中では生駒西麗荊が多い例と[i'える。1個

体数を復元してみると、且即憚と広に1罰が各2、『砂杯 ・鉢 ・斑が各 1~2、岱台が1個体ほどか。ちな

みに出土した石は全て自然礫で、 煤のll(松・・rが1個ある以外人為痕はない。

小型化傾向にある長樹（壷や、小別の聾 ．危本の存在、広口椛は胴部球胴やカ11飾のものがある、などは河

内 v - 2~ 3 様式の時期を示す。 中でもタタキを残す怠本の存在、材部上半の外反が強まった窃杯などを

見れば河内V-3様式に限定できるか。

図119には実測11]'能な辿物を示した。結呆として｀土器番りを付けた土器を1叉1示している。

lは小型の品甜凶'1(。完形。外而は、タテミガキ、阿i{祁・訂惰RS椛にその前のタテハケ残る、 17緑部と）設

部側面ヨコナデ、底邪は不定）i向ナデ。 内而は 、 罰l1部 ）杓滅するがヨコナデか 、 J]Ji,] 惰IS下半ナナメ）ヽケ後JJI~

部中位ヨコハケ、 i立後に訂部ヨコユビナデ、）氏部タ テユビナデ。胎土はにぶい黄橙lOYREl/4-を呈し、

角閃石多し、 石英あり 、此石若干あ りの生駒西麓産胎土。

2は広口壷。外而は、口緑部～罰1rns1-・半 にヨコナデ，罰憎ll• J1 fl'1 I I泣にタ テハケ残り 、他はタ テミガキ。

,
 

( ~0 1.i ,~ 料）R り 上 lf lf'I~ )

。
0.5m 

図118 3 -510井戸出土状況（その2・埋土内）
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内面は、 磨滅激しいが、少なく とも口縁部～顎部とf-1部はヨコナデ。 胎土はにぷい褐7.5YR5/4を

呈し、角閃石非常に多し、品石あり、石英若干、晶総罰わずかにあ りの生駒四麓窟胎土。

3は小梨の甕。外面は、 1-1縁部ヨコナデ、fll11J部上半タテハケ、下半ナナメナデ。内而は、口緑部ヨコ

ナデ、胴部ナナメナデ。 IJ合七は明質褐10YR6 / {i を呈し、角 I刈万 • 石英 ・艮右あ り。

4は鉢片か。外面は、 イ本部1J1f,iの広いヨ コナデ、底部側面ユビナデ｀底部植物茎圧痕残し不定方向ナデ。

内面はタテナデ。胎土は闊褐lOYR 3 / 2を品し、角閃石多し、石炎あり、此石iや「ありの生駒西麓節

胎士。微細粒に黒黙母もあり。

5は広D壷片か。外而は、口緑部ヨコナデ、亜下に1緑には三爪竹竹文｀各竹竹文で中のご．爪の位骰が

異なる、頸綿はタテハケ後ヨコナデ"fJ..J而は）料滅により間盤不明。胎土はにぶい狐湘HOYR7 / 4-を呈

し、石英あ り、此石若干あり。

6は鉢片。外而は、 タタキを、間隔をあげてタテナデで消す、口縁部ヨコナデ。 内皿は、休部ヨコJヽ

ケ後軽くナデ、口緑部ヨコナデ。 胎土は灰オ リ ー プ 5Y5 / 2 を呈し、角閾石多し 、 長石 • 石英店干あ
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図119 3-510井戸出土過物
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りの生駒西麓巌胎ュ。

7は壷胴部片。）j屑の張り方から見れば広口猫の胴部か。外而は、）JlnJ部下半ヨコ）ヽケ後上半タテハケ、

その後下部にヨコナデ、底部は植物坐王痕残しナデか。 内而は、 Ir/滅強いが、訂部のタテユビナデとそ

の下のユビオサエ 2列は残る、最終閻撒はナデか。胎土は橙7.5YR 6/6を呈し、JLJI閃石あり、石英・

長石若干、赤色粒 ・晶怨母わずかにあり 。

8は器台片。？凋』名はナデ後タテミガキ。））台土は灰黄褐lOYR 5 / 2を呈し、角閃石多し、品石 ・石英

ありの生駒西麓照胎工。

9は高杯身部）ャ。外而は、下半タテハケ後上半ヨコナデ、最後に上半タテミガキ。内而は、 上半ヨコ

ナデ、下半ハケ後ナデ。胎土は灰黄褐lOYR 5 / 2を品し、角I刈石あり 、心英 ・品石若干ありの生駒西

麓産胎士。

3 -533土坑 (I叉1120・121・表56) 02-2トレンチ画半の南匝側で、 北側を現代建物基礎に破壊され

た状態で出土した。3-HG村位に切られる。英はこの上坑からは、土器8を始め若干土師梱；紺恵悩カ

出土している。しかし、他の飛、島時代辿梢よりかなり低い割合になるのと、土器 8以外小片ばかりなの

で検討しなおすと、七俗伶8をはじめほとんとが3-7467¥附がりJっていた部分で出土している印が分かり

その溝の埋上を掘削し）iりないままであっf;;,)rj'能性が強まった。そこで一応弥生時代の辿構としてこ-

に報告する。

不整形な土坑で、米幽． ―1~3 .2mを測る。形状から、半分ほどは残存しているものと見られる。深さ30

cm、最低部のレベルはT.P .13. 22m。堀川の）L研IIに位趾しているので、かなり削平されていると、思わ

れ、本来は深さだけでなく、平而規模もかなり大きかったとJUI測される。削！七は、セクション断而が帥i

水により流失したため実測できなかったが、 7 ll"lの机砂がかなりrltじり、暗しを塁する粘質土であった。

オリーブ黒lOY3 / lほどか。

遺物は南西側に片省って集中している。浅い部分や法1iliでは底に接するものもあるが火邪分は浮いて

いる。深い部分ではド部に確りいこ空白部分があり、逆にtiえば辿物のH-¥.:1::レベルが狐上l:.半に限定され

ている。埋上もJ::.F 2 I~ に分かれていた可能性が高い。土れ怜の完形率は低く 、同一個体の破片の分布は

狭い。削平でかなり失われているとも名えられるが、 他の場所で破砕された上柑籾の一-msが投痰されてい
るような状況であろ ~) 0

弥生土器の組成では、砥が一滸多く、甍もかなりあり、それに少数の窃坪と滞台がllftl狐する状況であ

る 。 壷ではやはり ・:L~~廊訊が屯イ本的である。生駒1世麓荊はさほど多くない。甍ではハケ甕が圧倒的なのが

注目され、 生駒阿麓産が多数である 。 400片を越えているので、まず信用できる傾向であろう 。 完形沖~{

が悪いので、 複元的な個体数把拙は無理がある。

口縁端部に面を持ち、 !I耐部の張る J ヽケ戌もは、河内 V - 3 様式まではイ'.f~続しないようで、符盤玉形）JI~ 部

を持つ壷も古色であろう。口縁加飢i(/)広口壷は河内 v-2 ~ ~ 様式に一俎数あるという事と『砕ドの身部

形態から見れば、 これらの弥生上稲翡料.t:iur内v-2様式に限池で送る。

図121には爽測可能なものを示した。広l二1砥端部片や翡杯脚部）ヤが割れにくさから実際の割合より多

く実測できな。留揺されたい。1が土師器の他は、全て弥生十沿令である。

1は土師器裂片。先述したとおり、 :, -746iW1'. の掘り残した挫士からのtJも入か。外而は、口縁部ヨコ

ナデ、胴部は）.fり滅するがタテハケ。内・1mは、 胴部ユピオサエ後タテナデ、口緑部～拇1部ヨコナデ。）Jf:r -•­

はにぶい黄橙lOYR 7 / 4を呈し、石炎若干あり。
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2は甕片。外面は、口緑ヨコナデ、 胴部は剪i部直下にタクキを残しタテハケ、口緑部に煤llfJ':rrr。内rrn

は、口縁部ヨコナデ、胴部は、顆部府下にユビオサニ］．列残し、タテケズリ後軽くヨコナデ、残存部分

下端に炭化物附~(f 。 )jれ上はにぶい賞褐lOYR5 / :1 を呈 し、角 閃石多し、 大粒の 1刈緑岩若干ありの生駒

西麓産胎土か、次の 3とほぽ同じ胎土である。

中部瀬戸内地方の影籾を弧く受けたものであるが、外面に残るタタキは畿内V様式のものと変わりは

ない。内面のケズリもやや雑である。

3も甕片。口縁端而に凹線 1条。外面は、口繰部ヨコナデ、 胴・部はタテハケ後最大径部分ヨ コナデ。

内面は、口縁部ヨ コナデ、11岡部はタテケズリ後頻部TT'tドヨコケズリf立後に軽くヨ コナデ。 Jjた土はにぷい

黄褐10YR5/3を呈し、角閃石多し、大粒の1俎緑岩わずかにありの生駒両麗源胎士。

ほとんど中部瀬戸内地方の喪と行って も艮いほどである。しかし、内rfr「ヨ コケズリの範囲狭いのがあ

まり例を見ない。また、角l閃石 .I刈緑岩の粒子が他の生駒西麓産より机い。特に、角閃石は細かい針状

に見える柱状結品が少なく、大粒の塊状 ・粒状術1IM1が多い。2と共に、阿彼あたりからの搬入品の可能

性もあると思う。

4は甕底部片。外趾はタタキ、底部は無閻賂。内而は、底部にユピオサエ、flliij部タテナデ。 胎土はに

ぶい黄褐lOYR 4 3を足し、角l刈石多し、石菜 .1匂石ありの牛駒酉随照）j合」：。

5は壷底部片。外面はハケ、底惰1mm而にタテに2本のヘラ描さ沈線あり 。内而は底部ユビオサエ、）r'1J 

囲にナナメ ナデ。胎上はにぶい褐7.5YR6,2を品し、石必． ．此石あり、 白rr?.Iサ・赤色粒芳干、黒楳

母わずかにあ り。

6は広口壷片。外而はヨコナデ、 U緑端部 ・到部に各 3条の1111線。内而はヨコナデ、 J.:.而に波状文、

屈曲部分にヨ コケズリの痕跡残る。波状文は 6条で、1本の太さは外而の1川線とIll]じ。Jl合土は橙7.5Y

R6 / 6 を星 し 、 1-k石• 石炎わずかにあり。1敗細粒には灼I刈石もあり。

7も広口壷片か。器台の可能性もあり。）秤滅により潤腋小明。））h上は橙7.SYR6,, 6 を足 し、角 I>~

石・ 黒雲母多 し、右災 • 最万あり。牛駒11り麓隋と断定はできない。

8は広口壺片である。調整はヨ コナデ。胎土はにぷい鉗橙10YR 7 ,・ :,iを呈し、石少雑多し、長石郊

あり。

9は広口壷か悩台11緑片。）秤滅激しいが、口緑端而梱lWi文ありか。その両側にはヨ コナデ。 顆部外而

=vv  ... ---,.., .. " ......... 噌•u I ・~

大別 種別 霊 9凰 磁式る郡位破片数 細別

総数 破片磁 ％ 破片魃 ％ ％ 破片農 ％ 

土器 ・陶磁思 453 弥生 434 95.8蜆 84 14.7 1: メ I~ 8 12,5 
（生駒西閥） 47 73.4 I¥'7 39 56.3 

1 1111 s 7.8 
I壷 105 24.2 ． in僻 30 28.6 I牛酌1西陳 3 10,0 
（生駒茜麓） 19 18, I I 口壷 a 76 生駒西閥 4 50,0 

n ll!l!U而 1 10 生駒西陳 1 100,0 
II● "'' 3 29 

わ台 4 0,9 
h:r-1' 0 1.4 

1エ師柑 14 3.1 月癒 1 7J 
4 28,6 
3 21.4 

―；坪 1 7,1 
皿印 3 21.4 

須恵器 5 1.1 1 20.0 
ヽ 4 80.0 n形式 3 75,0 ， I 33.3 2 66.7 

m汁糾武 1 25.0 1 100.0 

Iその他 I七 1fi 柘．エ訊 2 
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はナナメナヂ。胎七はにぶい橙5YR7/4を呈し、此石あり、石英効干あり。

10も広口壷か器台口緑片。並下口縁はヨコナデ、その狐はユピオサエ、外而の接合惰15分はヨ コナデ、

それ以下はタテナデ。 内而は、口縁端部ヨ コユビナデ、その内側はナナメナデ、それ以下はヨ コナデ。

胎土はにぶい貿褐10YR4/3を呈し、角閃石；石英多し、 長石若干あり、 l島は母：わずかにあり。生駒

西麓産かと思うが、角I刈石は粒径大送いものが多い。

11は長頸壷片。外而は、タ テハケ、部分的にヨコナデが軽く ハケをiiりす、「l緑部はヨコナデ。内而は、

磨滅激しいが、部分的にヨコハケ残り 、口緑部はヨコナデなのが分かる。胎土はにぶい橙7;5YR7/

4を呈し、 艮石若干、赤色粒わずかにあり。
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図121 3 -533土坑出土遺物
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12 は長頸壷片。 口緑が外反するが、全体的な形やllJi'~整は屈顆盛の範麻である。外而は、口緑部ヨ コナ

デ、頸部タテハケ、 その間にタテハケ前のヨ コハケ後ヨコナデが残る、罰陪ISにタテのヘラ沈線。内而は、

先ず、ナナメハケが全体に入り、次に上半ヨ コハケ、下半タテユビナデが入る、 i立後に、口縁部と頚部

下端にヨコナデ、訂部はユビオサエ後ヨコ）ヽケか。胎土は浅黄橙10YR8/3を呈し、品石若干、石英

わずかにあ り。

13は壷胴部片。残存が悪いため復売径と傾きには芳千不安がある。細駁狐の胴部と、臥われる。外而は

磨滅激しいが'J::.半タテミガキ、下半ハケ後タテミガキか。内而はヨ コナデ。胎土はにぶい橙7,5

7/3を呈し、石淡若干、 『Lも行わずかにあり。

14は壷底部片。外而は、磨滅するがナデか、底部は無間照。内面は、底部ユピオサエ後ナナメナデ。

胎土は灰黄褐10YR4/2を呈し、角1刈石多し、石英 ・此石ありの生駒西詞照Jj台ゴ：：0

15は弥生中JIJJの甕底部）「か。外面は、タテ ミガキ、底部側而はヨコナデ、底部は不定方向ナデ後中央

に一定方向 ミガキ。 内面はI荘滅でやや不明確だが、タテハケ後ナデか。胎土はにぶい黄褐10YR5/3

を呈し、角閃石多し、長石；石炎ありの生駒両菰産胎ェ。

16は器台裾部片か。）公に1長頻砥の口縁であるなら、端邪が垂下口繰であるタイプになると息われるの

で、そう判断した。怜恰面荒れ、開整不明。胎土はにぶい＇紺橙10YR 7 / 1を呈し、石英 ・赤色粒わずか

にあり 。

17は器台。外而はタテミガキ、裾部はヨ コナデ。内面は、土平恥滅激しく不明部分多いが、ヨコハケ

後タテミガキか、下半ユピオサエ ・ユピナデ後ヨコナデ、 神培ISヨコナデ。追かし孔は二段でどちらも→

方透かし。）l台土は灰貨褐lOYR 5 / 2を呈し、石炎 ，蛤石l?「あり 。

18は高杯材部）ャ。外而は、上半目コナデ、下半はヨコケズリ後ヨ コナデ、その後タテミガキの文様幣

を間隔をあけて配訟、 一つのミガキ瞥には方向のやや汎なる単位が二つある。 内I前は、」→トヨコナデ、

下半タテミ ガキ。胎土はにぶい＇紺橙lOYR 7 / 4を呈し、石炎多し、赤・(.!J.粒;f如右あり、チャー トわず

かにあり 。

19は高杯脚rns片。外而ばタテ ミガキ、裾端部ヨコナデ(l lkJ而は、上部紋り痕残り、その下の）脚柱部

はタテユビナデか。追かし孔あたりと脚端部にユピオサエの列残り、脚枷蹄はヨ コナデ。三方透かし。

胎士はにぶい黄橙lOYR 6 / 3を呈し、此石あり、石英若干、角l刈石わずかにあり。

20も高坪）脚部片。外而は、脚柱邪にタテナデ後、材部と脚柱部下半～脚枷部にタテ ミガキ、批後に脚

裾端部にヨコナデ。身部内I付は放射状の ミガキか。脚部内而は、脚柱部ヨコユピナデ、脚枷蹄はI舟滅す

るがヨコナデか。四方追かし。胎土は浅紺橙10YR8/3を呈し、石英多し、長石若干あり、黙誤母・

角閃石 ・赤色粒わずかにあり。

21も高杯脚部）十。外画は、上端身部とのか危にヨ コミガキ、他はタテミガキ。 内而は、上端円板充叫の

剥離痕、その楼合部にユピオサエ、 脚祉部はタテユビナデ，）脚裾邪との境にヨコユビナデ。 )j台上はにぷ

い黄褐lOYR 5 / 4 を孟 し、祖閃石多し、虻石• 石炎ありの生駒両麓産）j合ュ。

4 -298士坑 (I翌118・122・表57) 02 -3 -2・3トレンチ悦に位低していた土坑である。艮径1.3m, 

短径1.0mの桁jIJ形で、深さ60Ciilほど、断面は逆台形、底のレベルはT.P. + 13. Om。

遺物は西半部分で、盤から底部に付くような状況で1十1士した。

他の弥生時代の井戸と比較すると，底部のレベルがやや麻く、断面形も底部が不整形なので井戸とは

考えにくいが、性格を明らかにする材料はなし・o
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遺物は、図122に図化した他に、此顕孤と悩合の破片がある。‘心形率は一番残りの良いl区1122-1でも

5割弱で、他はかなり低い。埋土のヒ半からは辿物が出：：I:: していないので削平により 個体の破片の一部

が失われた可能性は低いと考えて艮く 。破砕された土株の一部が投疵されているのであろう。

図122-1は甕。U緑端部は、やや内側にユピオサ工を並べるために細かく波打つ。 外血は、接合痕 ・

ユビオサエが残り、 1ゴ縁部一胴部タテハケ後軽く ヨコナデ、）L舒IIは側面に並ぶユピオサ工を支点にして

ユビナデ 1周。内r(riは、底部ユピオサエ、そこからナナメナデが上がる、 他はヨ コハケ、下部はナナメ

ハケになる。外面門緑蹄以外＝次的被火痕跡あり、煤附滸、 Jll11Jt~IS最大径付近朋滅弛し。 Jl台上はにぶい褐

7.5YR5/3を品し、石英多し、長石あり。

2 は甕片。外面は、口緑音I~ヨコナデ、胴部タタキ｀煤附滸し、焼さハゼあり。内而は、口緑部ヨコナ

デ。胴部はタテユビナデ後ヨコナデ。胎土は灰貨褐lOYR 5 / 2を呈し、 flJI刈石多し、艮石 ，石洪あり

の生駒西麓敬胎土。

3は広口壺片。外而は、塁n部と同部にタチハケ後）d部の下にヨ コハケ、舷後に口緑部と即ms・訂部淡

にヨコナデ。 fl、J而は胴部タテハケ後、頸部~ ),J部ヨ コ） ヽケ後 ヨコナデ、 !1~後に口縁部ヨコナデ。胎十．は

にぶい黄褐10YR4/3を呈し、 fりIX!石多し、石炎あり、長石郊干、晶裳lり：わずかにありの生駒西麓瓶

胎土。

小型で上部の開いた翌と、 11縁端l箭がK下に拡張しない）公口り化の存在は、河内V-2~3様式にあり

えるものでそれ以上時期をIUも包で送ない。

4 -330井戸 (I忍1123・12'1・表S8) 02-3 -3トレンチ西側， 4 -建物 2の凍にあった。平面形はや

や不整な円形で、径1.Zmほど。壁は削と立つが、 1餅而形は逆台形に近く、 Mがやや）しくなっている惰IS

分もある。検出而か らの深さはGOcm~血で、最低部分のレペルはT.P . + 12. 85 m。

埋土は上下z,~1 に分かれるが、どちらもプロック上なので、全てJ'I\ め）~J し 一,~と苓えられる。底而が丸

く、深い部分も）＇「｛がり、 Jk1I り 方の上方が開くのを 見れば、 紫~1111 り井戸の可@性が強い。 図 123の 1析而 l叉 I

の 2 はブロ ック土がやや少なめで、 JI~月機能時の堆梢にプロック七が投人されたものかもしれなし・。

遺物は遺構検出II寺から兄え始め、図123の1祈而l叉1の1の）iりの卜．半に1(1j的に広がる ・11洋が確認され、そ

れを上層遺物群とした。破片は小さめのものが多い。その下では 1の）音の下半を中心に、 2のIr収の l::.1rri

― 図122 4 -298土坑出土辺物
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近くまででーまとまりの土樅があった。これを下屈辿物群とした。完形を含め、破片の人きなものが多

く、完形率も甜い。しかしほとんどの辿物は断面1以1の1の単一屈内出土である。下部に完形品があり 、

上部は細かい破）午が広く）ム．がる状況は迎め戻しと土樅投奨が併行して徐々に行われたlJJを示すか。

上層土器群は完形率が低く， 土梱番号を付けたものでも別個イ本が視在する場合が多く、あまり接合し

なかった。だが、土器13が下）f • 'i 土器 5 に桜合したのを始め、下）fわl::. !r,;;11·13·14• 15に上）名から接介し

ており、上肘土器群は下佗i土対怜it-Y'の破片の残りが集まっているようである。しかし、下府のどの土岱と

も同一個体の可能性のない破）『も相当数含まれており， ド）1• 'i に属する上竹村は破砕された土悩群の一部で

ある事が分かる。

ベ (1:01↓ I: 器11¥'.fJt・.1Y名り） ベ @ —-~ , ~ --/~ 
I "' 'r½ ,.,,,... 疇--:¥ 

ゞ→+ts I 
／ （ 信翌旦.-1 〗 J /

しー一 . _j  

上屈 下屈

1, /~tt Y4/11', りn」：`シル ト1!(11,till/JIil, り、オリープ訳ふfiCYS/1シルト～偵渕I砂(..J
府）のプロックもし．

2、lff灰NJ/Qシルト1111:,4削u,プロックr,'I'とlllfl以あり．

図123 4 -330井戸出土状況・断
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下層土器詳は、＋．化や番号を付けたものが全て図1211に掲載でき たように、 完形率は問いが、 I濁り辿物

から接合したものを含めても足りない破片があるのもり珪しである。上）r,1で削平により失われたものもあ

ると思われるが、破片の •部が井）ー［内 に投梨さ れていない可能性もある 。 また、土器（うのみが完形で出

土しているのは特異である。

破片数の集計を見ると、壷の次に甕がかなりの数になるが、これは ド）¥''i土甘怜 ]; 3が大渕の号とで破片

数が多かっtこ↓Jf・にもよる。やはり壷が突出して多いと打える。r.1'化は完形の下l杓土器6以外に底部が4片

出土しているので酎511叶体以卜あった可ii評性が弧い。広lコ；他の破片があるので、上）河土俗りな とがその

候補となるか。また、生駒両麓蔽の削介が似いと甘える。

以上の事から、土滞群の個体数を復冗すると、長顆壷4以上、広11砿l~ 2、r,'料が2~5、鉢2、斐

2~4となるか。

小型の長頸巡 ，鉢があるのは河内V-2~3様式的で、i','牡不もそれと矛）行しない。小型艮頸盛が短頭

化していない点や、 小型鉢が内外面 ミガキで粗製化していないのはその中では古い災索と甘えるが、 河

内V-2様式に限俎でさるまでのものではないと思える。

図124には尖測可能な辿物を掲載した。4の石器は時期1'1りに伴うものかやや疑1廿］ではある。

1は高杯。身綿」：：：半を欠く 。全体に器表最lj関1g激しい。外rflfは、材蹄・肌1部収危のヨコユビナデと、 ）関l枷

部の一部にタ テナデが残るのみ。脚部内而は上端の紋り 痕と、）批It),1f綿の ・l'1!1fこヨコナデ残るのみ。三方

透かし。胎士は褐7.5Y R 4 ,. 6 を基し 、イり 1刈石• 石炎多し、長石芥干ありの生駒両麓船lfo,+o

2は鉢。口緑を欠く 。全体にJ.f-11滅。外而は、底部1111)1(1iュピオサエ、底部ユピナデが残る 。 iJ~ I面 は底部

ュビオサエ、 休剖けナナメナデ。胎上は橙7.5YR7/6を址し、赤色粒若干、石処.± 匂石あ り。

3は壷底部）十。）桐部がかなり張り そうなので広「l砥のものか。外而は、残イ碕IS卜．端にヨ コナデ、その

下はナナメ ナデ、底部側而はユビオサ工。内1(1jはタテナデ。胎」；はにぶい紺橙10YR6/4を髯し、石

英・長石若干、角l刈石わずかにあり、微細粒には角1刈石多し。生駒西麓産）Jf; 土。

4はサヌカイ 1、製剥片。ネガ］前は左側の小さな剥離以外は下）j向からの打隙による剥離。ポジ而と

180゚ 打撃方向が異なり、 一部下込に）t(礫面が残るiJr,から心＇山の原材の似さがほほ分かる。ポジ而は I・.

辺の原礫面を打点としての剥離而。本品は且的剥片として良いと息うが、打、収がネガ而からかなり後込

している事と、ポジ而左側が班く終わり 、素材のかなり端を剥離したようにも凡えるので、剥離而懺勅

のチップの可能性もある。

5は高杯。全体的に府滅激しい。外而は、材部口縁のヨコナデ，脚柱部のタテハケ後タテミガキ、 ）脚

裾端部のヨ コナデのみが残る。身部内而は澗賂ィ渭明。脚郊内l侃は、脚柱部タテュピナデ、脚裾部ヨ コナ

デ。 四方透か し。 ）l合土は にぶい褐7. 5 YR 5 / 4 を品し、角 IJtl石多し 、 石英 • 長石あ り、 赤色粒わずか

にありの生胸西麓照胎十'.o

6は鉢。外面は、 口縁部ヨコナデ、その下はヨコナデ後タテミガキ。内而も、口縁部ヨ コナデ、その

下はタテミ ガキ。）lh土は'.J)1褐2.5 Y 5 / 3を呈し、石炎ら長石郊干あり。

7は壷片。長罰邸'1(か。外而は、タテハケ後タテミガキ。底部側而はヨコユビナデ、底部は不定方向ナ

デ。内面は、接合痕 ・ユピオサエ残しながらナデ。胎土は灰筑褐lOYR 5 / 2を呈し、角閃石あり、石

英・長石若干あ りの生駒四麗産胎工。

8も壷片。品類罰か。外而は、タ テハケ後皮ばらにタテミガキ、剖1部のミガキも硲干残る。内而は、

胴部ヨコハケ、M部タテユビナデ、の後、訂部ヨコナデ、剖1部タ テナデ。胎：：：I:: はにぶい橙 5YR7/3
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を呈し、長石 • 石英若干、恙唸舟わずかにあり。

9は小型の長凱壷。完形品である。外而は、門緑部一則部上半ヨコナデ、頻部下半タテハケ、残るカ

そこに、頸部～同邪タテ ミカ`キ。胴郊下半はヨ コナデ、訂部以下に煤附滸。内而は、 完形でJlltJJf'rl)の削l1I整

分かりにくいが、訂部はタテユビナデ、他はナデ閻監主体か、凱部はタテユビナデ後斜めナデ、門縁部

ョコナデ。胎土はにぶい黄褐lOYR 5 / 4を呈し、角l刈石多し、石英 ・艮石あ りの生駒西麓泣胎土。

10は壷肩部片。長頭砥か。訂部に波状文あり。外而は、タテハケ後ナデ、顕部はタテミガキ、 波状文

の下にヨコケズリあ り。内面は、訂部タ テユビナデ、桜合痕にユビオサニ、の後、ナナメナデ。胎土は

にぶい褐7.5YR5/3を呈し、角I刈石多し、4.J英あ り、 艮石 ・よし＼総付：わずかにあり の生駒幽麓苑）lti .:I:: ゜
11は甕。外面は、口緑部ヨコナデ、j]屑部タタキ後、訂蔀はタテハケ、下半はタテのまばらなナデが軽

くタタキを消す、タタキは最大径よ りやや下にJ::.下を切るものがある。底部側面ヨコナデ、底部ナデか。

内面は、口縁部ヨコナデ、開部はヨコ～ナナメハケ総l掻いナデ散在、底部はナデのみか。胎土はにぶい

褐lOYR 5 / 3を呈し、角I刈石多し、石英 ・此石若干あ りの生駒西麓窟}j合士'.Q

4 -355溝（図125・126・表59) 02-3-3トレンチの両端で検出されたi,','i'.である。N12°Wを指向

し、南東側は大きく 淵く。輻は北西1)11)で1.1~1.4111、lぷi哀の批大部分で2.3m、深さ60cm前後、 ）し釘而の

レベルはT.P. 中12.9~13, lmで1叫凸する。

弥生土器しか出ていないといっても出土辿物は少なく，検柑距離が短い事もあって弥生時代辿構に）成

すると断言するのは賂躇されるが、 ·1立大111111がかなり大きい他に、周辺の飛、い時代i,\\'j: ./~i とは若干方向が汎

なる事。建物などが近込にある幹線的規膜の構＼で＋．師悩・須瓜岱がないのは、 今同の間査では、飛謁時

代の溝としては例外的である事、近く で方形周溝硲が検出され、他にも周科It硲が分布している可能性カ
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図125 4 -355溝平五 ・断面

1 、 1必 D Y叩 シル I• 、 tm1~-- 1椒1111,W'/l'·あり`戌叫かり．
2 、 !)II如 2.GY 3/2 砂 I•-細砂， /Ji(ヒ物研あり , 4-lM;Y, 
J, 研灰応叡2.い Y4/2-41l 砂 1, -. 1血I沙 ， ~Ill/JI一11礫 · '!i'状 Fo あり ．
4、/・1¥r, Y 4/l シル ト 、 t!lll~ /',' Iふ り ． 仏II; , ithviO)咋・”’名し．
r., I靭灰lOY11/1 ~Jill~-. シルト、血IL砂多I.、/Jlj図物わずかにあり.J/l.i局1、
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ある事、などから一応弥生時代の料／［と判断した。

埋土は 3}名に分かれる。l叉11250)断而図の 50)層は砂を巻き込んだ泥土が混濁して流れたものであろ

う。4の層はプロック土で人為的狸土と、もしわれる。ただ、溝の中ほどで、靱い堆枡で留まるのが特徴的

である。3の1f1は有機分多く砂粒も含み、 1敗閻地の古土填起源のものと息われる。プロ ックはないか、

ラミナもな く， 二次的に流入したとも考えにくい。人為的狸士か。

遺物は散発的に出土し、 出土状況を陀録も していないが、底部付近で出土したものはない。完形率は

かなり悪く、 器稲1構成も、この点数では何も・nえなし，0
実測可能なのは1図1126に示した 4片のみである。

1は壷肩部片。櫛描文と櫛描波状文が入る。閻腋はナデ。胎土は浅賀橙7.5YR8/3を呈し、石英

若干あり 。今回の間究ではほとんどない弥生中期のものである。河内ll1様式頃力。

2は小型の鉢｝底部片か。外而は、1本部ナナメナデ、底部側而ユピオサエ、底部ユピナデ。内面は左」：：

がりナナメ ナデ。 !I合土は橙5YR6/6を呈し、石英若干、馬唸舟わずかにあり。微細粒に角l刈石もあ

り。

3は甑底部片。内外而ともにナナメナデ。 ）恰土はにぶい橙7.5YR7/4を呈し、石英若干あり。

4は甕底部片。外面は、タタキ、底部ナデ。 内而はナナメハケ。）］合土は7.5YR6/3を呈し、石英

あり、長石 そ黒狐母：沿干あり。

数少ないこれらの辿物からは、河内V様式叫としか廿えない。

4一方形周溝硲 1(li<:1127~129・ 表t10~62) 02-:3 -:1トレンチ両側の粋I巡恰いにある。北側に陸柏

部を持つ 4-327周溝と、主体部と、迅われる 4-328+. 坑から なる。4-:327周溝の底部で検出された A

-329溝と、 4 -328:: ヒ坑を切るが同II屯期性の訊い辿椙と恩われる 4-375ピットを含めて述べる。

4 -327周溝は多くの辿栴と煎複するが、村柑底面で検I士＼された 4-3291W1¥と4--350 ; 351ピット以外に

は全て切られている。ほぼ正方位をとり、 l¥'心の外の訂で南北6.6m、米囮6.9m。1-1隊の111乱は1.1ー1.6mほ
ど、検出面からの深さは40cmほど、底のレベルはT.P. +13.0mで安定している。;tJfl_土は全てプロック

土で、人為的なものと思われるが、 4 -329f.l府との切り合いを断而囮で品ると（図127) 4 -329滞が切

る埋土があ り （断而図の 9)、掘削は 4-329/!1'1りが後と、思われる。最終的な双方の溝の埋没は同一府によ

り（断面図の2)、同時である。削平はあるだろうが、底而の問さが一定している」」［もあり 、北辺の京

寄りで周溝が途切れるのは削り出しの陸柏と思われる。

闘

％三
7

1
2
2
1
1
 

ー

％ 

母

' I 

叉、``ヽ l

、-~-: ＼已グ； 望ど~'.

図126 4 -355溝出土遺物
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4 -328土坑は、その位屈と形状から硲i）災と考えられる 。 南端が丸い屁方形状で、 :L~さ2.7m、111),11.4

mほど。残存する深さは20cmに満たない。此i『111はN11°Eを指向し、周溝内のやや西寄り で北短辺を1依

橋部分に向けているような配骰である。 辿土J.:.而から 4-375ピットが切り込んでいるが、その位附扱l

係と出土遺物、また、 328土坑の底而が375ピットに向かって下がっているずから無閾係とは考えにくい。

断面図の 1の）面1がプロック土で、硲城床而の監地土の可能性もある。ピット北端から上坑底北端までは

1. 5m弱なので、375ピットは328土坑と併存するとすれば、 :t.1U¥1前にその床面に掘られたものであろう。

他に、木棺の痕跡な どは検出されなかった。

4 -329溝は、 トレンチ1偶で形が分かりにくいが、 l舶釆に枝が伸ぴるのと、南四端が南に曲がりそう

な形であるのが特徴である。形態的には疑側が多いが、 4- 327周滞より後から掘られ、 J:.!11没は 11~ II寺と

いう 事から、 周i-¥W:を共有する、別の周溝硲の可能性もあると考える。

328土坑 ・375ビットの辿物の出十．状況を見る と、 328」：：坑では北四側で石が2個、 土岱片が1片出土

しているのみである。石は 5cmほどの1肝円礫の砂岩と 7Cll¥ほどの皿角礫の花i蒲岩・で人的痕跡はなし。七

器片は生駒阿麓産胎土0)弥生十岱甕片である。 375ピッ ト内では、狐土の上而より やや下に集中する一

群があり、 その下に悩さまちまちで散在、 一稲下は底より15皿ほ との甜さにある砂的である。人為痕跡

はない。土器 1は甕1-1舟点で、残り謳く実測できなかった。 斐 ・血 ・甜杯が認められるが、喪 ・り府は311祉
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~~ ——— 〇 （か• 1 /~0) I n 

瑚ヒ坑

I, 11.¥lf:l 2. DYJ/1 ,;, ルト.q, 砂～小閃あり、 Fu17十あり.In(以;,t-,ずかにあり

(1 I ~'1 系）内 1; . オリープ位tiYll/1-U/Jシルト~lfll/JI,fill沙あり， Fヽ9あり

（ヽI/d)のプμックあり．
~. 1と同じ，よりプロック小さく，少ない．

327 J,'jf鼻

1 、 4 · I 悶系内に -I ~-1のツ ’’ ツ ，，，＆し．

2、f,li,llYU/1~4/1シルl・内に， 4府の11.やけた小プロックあり．

3. 4Ulプロック間I;オリープ拭tiY6/•i 細f沙ー用砂あり ．

4、J:!1.5Y4/ I ~ ヽルト --w細I~、中砂--tll砂/\'卜あり、閃化物 I', h~, り．
II, 以 IOY4/Iシル ト．

tl, OJ;Jfl砂～中砂,IJTあり，以化1:,,いずかにあり内1ふ 4/tlVJ-/ロッ，，，あり．

7 、 ,1 ~、11 .:. , 4McT>ぼやけt:.プロ ックあり． 盛上？

R、Iヽ IM沼内に'4~のプロ ックl',・1-あり．
飢 4府のブロックもし， 111)1こ4・I/fl系,,,l 1-:. 

(328土坑邑 375ピット ・327周溝 ・329溝）平面；断面
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体以上の破片がかなり完形率の低い状態で1土1土してお り、も し破砕後に入れられたとすれば、大部分は

削平された埋土上部に存在していたとするしかない。なお ， 石~1 はこのピッ トのもの としたが、出 →→

位置はちょう ど328土坑のJ皿土との換で、どちらに帰）属するかは微妙である。

327周溝から出土した土喘は全て小片で尖測で送るものはなかった。集中する部分もなく、器種構成

も特別なものはなく 、流入したものと兄て↓心いだろう。

329溝では 2 個体の広 ,~,砥の破片が溝底から少し浮いた状態で出土した。327溝の底惰ISでこの料'1¥を検出

した前後で、 同一個体の破片は一切I廿土していないので。溝に入った時点でこれらの破片のみであった

と考えられる。他に甕 る『砕ドの破片があるが、小片で、同一個体と、1ぶわれるものは少なく 、一次的流入

と思われる。

全ての遺物を総合的に凡ても時期を限定する災索に乏しいが、口緑端部に上下への拡張のない広口9箭

や、 D縁部の傾きが大きく閻照が粗祉な・此嬰郎'1(の存在を見れば、河内Vl様式切のII]能性が強い。その場

合、石器はややIIお月の古い枇入雌物の＼り能性がある。

図129に実測可能な辿物を示した。1・ 2は4-329料'J'.IH.:t、他は 4-375ピット1廿土である。

1は広口壷片。外而は、口緑部ヨコナデ、顆部ヨコナデ後タテミガキ、）阿部上半はヨコ～ナナメ ミガ

キ、胴部下半は）糾滅が激しいがタテ ミガキか。内而は、桜合痕や訂部のタテユビナデ残り 、全体にヨコ

ナデ。胎土ぱにぶい洲褐10YR5/4を足し、角I刈石多し、石菜 ・艮石 ・/.U総舟あり、 人粒の1刈緑岩わ

ずかにあり の生駒西龍産胎土。

2も広口壷片。内而訂部にタテユビナデ残す他はヨコナデ。）l合土は浅鉗橙7.5YR8/fiを里し 石`

英あり、チャート・赤色粒わずかにあり 。

3は長頸壷片。II緑の大きさと頸部の角／此からすると比較的剖＇．憎l$O)fJ1いものと、1払われる。全体的に別

滅。外面は、 頸部タテハケ後17縁部ヨコナデ。内,fliは、顕部クテ） ケヽ後ヨコ） ケヽ、最後にlji沼いヨコナデ

か、口縁部ヨコナデ。胎七はにぶい黄褐l0YR5/3を呈し、角I刈石多し、 H:石 ら石炎ありの生駒叫龍

産胎土。

4は壷底部片。外面は、 ）Wi部タテミガキ、底部側面ユビオサエ後ヨコナデ、底蹄ユビナデ。内面はや

や磨滅するがナデか。胎；1-: は浅黄校10YR 8 / 3を位し、石英あ り、 此石芳干あ り。

5はサヌ カイト製剥片。欠糾品である。上下は折れで、ポジ面に打点を残していない。ネガ面の剥離

が90゚ 打撃方向が辿うのは、残る）瓜礫面の角度から兄て原礫の端部に近いと見られる小から、剥片採取

の前に原礫面を取り 除く腐整と、臥われる。JTt似12.6~ 。 やや風化し、 石質は若干悪い。

6は石剣か石柏の砧部片。図下が鋒部方向。両側緑に刃ップシ入る。ただ、図左而の左上の鉛を作り

出す大きな成形の剥離が深く入りすぎ、イJIil縁が源くなり過ぎているので、この部分はやや鋭いままであ

る。上辺の枯部端部は折れだが、両而から、鉛を除去して材を薄くする剥離が残る。両fりは丸くする押

圧剥離が入る。下辺も折れだが、折れの原因となったような訓整はf認められず、製作中の事故とは労え

にくいので、 本来完成品であった可能性が邸い。菰址19.7 g。やや風化するが石質は良い。

4 -391土器禅 （区113・130・表63) 02-3 - :-l トレ ンチ阿側l❖f巡近くで 7 府上部を訓 l'lU 斗I! :: 、砂屈内

から弥生土器が出土した (I以113、02-3 -:-lトレンチの黒丸）。7肘」：：部は純文晩期の位含Jr,1であった

ので、すぐ近くのトレンチ1ふJ巡断面で観察すると、 f1IJ]j_,Jを4-355• 368櫛に切られた、 軋闘4m強、深さ

lm以上で、 地土が砂府の流路が確臆でき、出土した；1-:#:iはその埋：1-: 内にあった事が分かった。

その流路はおそらく 4 面で洪水により開析し、迎没した一時的な流路で、埋没後の町綿の I~地部分を
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利用して 4-355・368溝が枷1られていたため、 4面間究時に見落としたのであろう。出土した土硲は狭

い範囲にかたま り、 府滅は少ない。洪水時に近くからこの流路に流れ込んだものであろう 。

遺物は 5割以上の完形率で艮即壷 ．甕 ・オ渭liMが各 1個体と甕底部片が1片あった。それらを図130

に示す。

1は長頸狐。外而は、 RlnJtlSタタキ、剖1部タテハケ｀口縁部ヨコナデ、最後に即部下半から）JI翻IU:.半に

かけてタタ キ板でタテにナデた痕が一部にある。 胴部に媒附滸。内而は胴部ナデ、郎i部ヨコ Iヽケ、口係

部ヨコナデ。胎土は浅黄橙10YR8/:3を呈し、赤位粒多し、石淡・艮石若干あり。

2は有脚憚。批部は布特式士器の小型丸底面に似てその相形となる可愧性があるもので庄内式期に少

数見られる。）脚蹄の広がりかたも庄内式の小型窃坪に似る。その時期で艮いとすると、この土器が出土

した流路の訂を切る 4-355溝は弥生時代辿栴の可能性を失う。外1団は、胴部中位のヨ コミ ガキ以外は

タテミガキ、口緑端部はヨコナデ。身部内面は胴部下半はヨ コナデ、上半はヨ コミガキ、17縁部はタ テ

ミガキ 。 脚部内而はナデ。 四方透かし。 胎土はにぶい橙 5YR7 / 4 を皇し、石炎！ •長石灼キ、赤色勅！

黒雲母わずかにあり。

3は甕底部。外而は、タタキ、底部は植物翌））l を残し、軽いナデ、 ＇）副（す~~f 。 内画は1モ上がりナナメナ

デ。 胎土はにぷい橙7.5YR7 / 3 を星し、赤色粒あり、石英 • 長石わずかにあり。

4は甕、 外而は、口緑部ヨコナデ、胴部タタキ、底部側面ユピオサエ、底部は外縁ナデ、中心一定方

向ケズリ。タタキは上下方rt,Jの通り良く、 if:ビのタタキ1Ttなる部分はタテのタタキ入れる。 1人」面は、ロ

縁部～肩部ヨコナデ後胴部タテナデ。 )j台上は1天殴褐lOYR 5 / 2 を星し、 f~」 I刈石多 し 。 石英 ・ ・此石芳

ありの生駒四龍罷胎土。

以上、こ の土甘怜~l,'/i は 、 2の窃杯を除けば河内V様式の中で捉えられる。2は他の土竹怜が杵飛なり合っ

ていたのに対し、 一つだけ50皿ほど離れており 、その点でもややJg-J題があるかもしれなI,'o

参考資料その他の弥生土器 Cl叉1131) その他にもJ:.部の他含}fりも含め、かなりの数の弥生土器が出土

しているが、l:Xll31にその中から3,¥ばほど紹介しておく。

~: 。 (:,; 1/1) 20 cm 

図130 4→ 391土器群出土迫物
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1は4-218土坑から出土したり』である。この土坑は 4ー建物 1内にあったが、弥生土淵のみを出

しており、 その中で実測町能だったのはこの 1点のみであった。 外而は、1二1縁部~J,J部ヨコナデ、 Jj随IS

ュビオサエ残しタテハケ、底部側而ユビオサエ、底部ナデ、底部より 4cmほど上から煤附滸、口緑は特

に濃い。内面は、同部にユピオサエ 1列後J::.さトヨコナデ、下半はユビオサエ散在して残るがタテナデ、

底部から 8cm より 下は炭化物附党。 胎土は褐灰lOYR4 / 1 を呈し、角閃石多し、石英・ 品石ありのk'~

駒西麓産胎土。

2も甕。3-415溝より 出土。 3-413井戸を切っていた飛島時代の溝である。外而は、口縁部～訂部

ョコナデ、胴部タテハケ， 二次的被火で岱面荒れ、 一部煤附冴,.f。内面は、口緑部～胴部上半ヨコナデ，

下半は底部ユビオサエ後ナナメナデ、ヨコナデとナナメナデのか位は上下を切るヨコナデが入る、胴部泣

大径付近は梱而荒れ、 薄く炭化物附滸。 胎土はにぶい黄褐10YR 5 / 3 を品し、 ~ij裳母 ・ 角 1刈石多し、

長石・赤色粒わずかにあり 。 胎 —I::紫地はかなり細かい。

3は器台。02-2トレンチ中央南北セクシ目ンから1廿上し、府位祢不明。外而は、口縁部付近ヨコミ

ガキ、他タデミガキ。内面は、 に1緑部付近ヨコハケ、そのしドナナメハケ、柱状音IS絞り痕・桜合痕残り方

向不明のナデ、その下ユピオサエ後ヨコハケ、猜1部ヨコナデ。透かしはJ::.下とも三方透かし。胎土は灰

白lOYR 7 / 1 を星し 、 長石 • 石英あり 。

小結 弥生時代の辿梢として確実なものは、結局は井戸 5;J;~ と）i形周泄泌1甚のみであった。溝や±坑

は、同じ面で検出された飛鳥時代の辿構が大訊に弥生時代辿物を含んでいた状況では、確実に弥生時代

のものとは言いがたい。

井戸の存在 と 1—M :::ヒl::Jt.;yの；I(から集落があった可能性を考えたい。井戸内の辿物糾成が飛に片窃るのに

対し、飛鳥時代の辿構の巡物糾成の叫こ、翌を披多として集裕的なものがあるのが確認で送る。

しかしま な方形周滞ふ~から、必城の存在も考えられる。非'/的に小型のものが 1姑のみで、単独で存

在していた とは考えにくく 、 潤査区西側の南方に磁城が広がっていた可能性が強い。 方形周料＇地~に近い

飛鳥時代遺構の娩つかから畠土した弥生土甘怜詳が、壷と ，n;杯の割合が翡いものがある事は、硲域の存在
を反映しているのかもしれない。

弥生時代の辿構は、製査区の怜！西に集中しており、縄文時代1恥期以米の微閻地の上にのみ存在してし

る。飛鳥時代の辿構より広がりが小さいのは、その間に後抒湿地の埋狼が辿行し、微窃地縁部が拡大し

たからであろう。一つの微邸地の卜が、 集落城と硲域に分割されている倣観が似元できる。後秤湿地に

(,1-218 I')パ,1,a-41cm,公，
00-2L1・ 「h火膚北セクシ• ン： a) 

・;.: 

。
(s .. 11,Jl 
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は水田が作られていた可詭性があるが、中批以降の耕地淵発による掘削などが大送い事と、 3-21¥'?iの

地震による撹乱等の影秤もあるのだろう、今回の閻査では確認できなかった。しかし、用水路さえ残存

していないのは若干疑11:IJである。

井戸には井戸枠があったものと紫掘りのものがあったと拙測されるが、各々確実性の閥いものは一例

ずつである。塊梨ll寺の土器の入り方は｀破砕した土器を投梨したと考えられるものもあるが、狐め戻し

と投棄の関係は様々である。完形やそれに近いものを底部に狐納するものもあ り、 一定はしていない。

むしろ井戸それぞれによってやり方を公えているようである 。 土喘の皿納 • 投梨が井戸狐め戻しの様祀

とすれば、 個々の井戸に対応した方法があり、定型化していないと甘える。

弥生時代の集落・硲域の存続期間は、飛品II寺代辿棉や包含思の辿物も含め考えると、河内v-2様式

から始まり 、河内V-3様式が中心で、 VI様式にも存続していたようで、わずかながら庄内式土栂が見

られる事から、庄内式期に廃紬した可能性が閻い。畿内V様式期に成吃し、庄内式期まで存続するカ

布留式期まで続く叩なく梢えていく集落の糾型になるようである。

(8) 3 J屈.4而出土サヌカイ ト製石器（囮132--134)

4面の遺構ではしばしばサヌカイト製の石悩（石核 ，剥片・チップ含む）が出土した。飛品時代以降

の遺構ではその時期に伴うものではないのが確災であるが、弥生時代辿棉でも同時期のものとは考えに

くいものが多かった。また、 3 K-1系の府内にも含まれていた。

それらについてここでまとめて触れたい。しかし、少数は各辿構で他の辿物と共に先述した他、仕1.:1::

数は多数であり、ここに掲載するものは出土数の 3割以―ドであり、掲載辿構内から出：：Kしたものの他、

大きめで目立つものなど恣意的な柑間である*を断っておきたい。

図132は3府に位含されていたものである。

1は掻器か小罰りの打製石包Tの破片と思われる。製作途中で折れて）雑梨か。ネガ而とポジ而の剥離方

向が180゚ 述う。ネガ而が原礫而除去の欄腋だったのか、述続する剥片採取作業途中で打而を転換した

のかは不明。J::.辺は折れで、本品が剥離した際のものと思われる。下辺の刃部の形成はネガ而からの押

圧剥離が多く、ポジ而からは補助的で、片刃状に作る。ネガ而で見て左の端部には扶りを入れる。上辺

にポジ面から判l圧剥離でップシを入れているが、その中の一つで折れが生じ廃梨されたものと思われる。

重量8.0 g、風化は少なく 、石例は良い。

2は石鎌の残欠か。痺く細此い形の原礫をそのまま1Jn工したようで、両面に原礫而を多く残す。下辺

には刃部が形成されたようだが、ネガ面の左沿｝のみ鋭利に残され、他はポジ面よ りップシが入る。上辺

はツブシ。ネガ而左辺の折れは製作に伴うものではない。完成した後の折れか。全体の形状から石鎌と

思われ、刃部のップシや、両面で）瓜礫l面を除去するような比較的大きな剥離も、柄に同定するための欄

整と見れば納糸りがいく 。諏凪16.8g。沿干風化するが石質は1'.lい。

3は小型の掻岱か。ネガ面に残る三つの大意な剥離痕の内、下の執雌It痕の打点方向が90゚ 異なり、な

んらかの調整剥離だったかもしれない。ネガ面左辺と右上辺の折れは本品剥離時のものか。ポジ面右辺

と上辺はップシが入り 、下辺は両面からの押｝王剥離で刃部を形成する。極めて小捌のナイフ形石器とも

言えるが、刃部が『［線的で、全1本から見ると片刃状であるので掻株とした。煎1it3.lg。やや風化する

が石質は良い。

4は剥片。ポジ而の下辺の折れはステップ状であり、左J::.辺の折れは打点から生じ、本品剥離時のも

のであろう。ネガ而の二つの剥離痕がポジ而と打点方向が同じものと180゚ 巡うものであるが、下のも
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のは下辺の折れに伴うものであろう 。瓜紐4.6 g。風化少なく石質は艮い。

5は剥片。折れにより廃梨か。ポジ面の右上辺が打点より生じており、本品剥離時の折れ。ネガ而の

剥離痕の内、 左下のものもその折れから剥離している小から同時剥離の可能性窃い。誼乱JO.6 g。]やコ

風化するが石例はnい。
6は石核。上辺を打繋面としたネガ而上部の剥離痕で左辺の折れが生じたようである。他の三つの剥

離痕も、切り 合いではそれより後なのに打点が残らないので、折れに近いような同時剥離か。1別面は原

礫面で、打面形成の剥離の打繋はこちらから行っている。菰址31.5 g。風化少なく石質艮し。

7も石核。本米の剥片採取のネガ而は
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を製品に加工しようとしたか、反対方向から剥片が取れないか試みたものと息える。その結呆、区l右の

左上辺と下辺の折れが生じ廃菜されたもの力。

図133は4面辿構より柑土したものである。

1は3-139堀田から出土。石核を転用した楔形石梱か。岡右の面の三つの大きな剥離痕のうち、左

側のものと右端から下半のものは、 他と比較してかなり風化が辿んでおり 、素材として利用する以前の

自然の割れか。その事から、素材は1転石であった可能性が問い。つま り、図右の而がその一つの剥離も

含め、 素材の丸みを持った端部であったよう である。図左がネガ而で、4コ下からの打点で砒IJ離している

一番大きな剥離痕が剥片のネガである。その上辺はップシ状であ り、下辺は一見刃邪状だが、）刺面同時

剥離のものが多い。対辺に向かって伸びる剥離痕はないが、上ド辺の剥離が対応するようで、両栢打法

と思われ、 楔形石甘怜とした。孤屈]2. 4 gやや風化するが心質は良い。

2は3-376住居出土。小さく、隙いが剥片か。ネガ而伝側に打而閻盤と、1払われる剥離：）氏が一つあり 、

左側に前の剥片のネガ残る。中央の剥離面は剥離がポジ而と同時の打荊裂痕。小さすざ、ネガ而で同時

剥離が起こったため厄さもないために廃瑚されたか。賃批L2g。風化あまり なく 、石質艮し。

3は3-158溝出土。）illJJヤ。））,(礫血を打而とし、最lj離時にポジ而左辺の折れが生じたか。ネガ面の1ゴ

辺付近の剥離痕はIHJ時期翡けれ。ネガ面の打撃方向と90°異なるので、成I]離1JLiを整えた後の蚊初の剥）午か、

もしくはこれ自体がまだ剥離面憫整のチップであった可能性もある。瓜・litは14.6 g。風化は芳干あるカ

石質は良い。

4は4-162+. 坑/11+.o剥片。上辺の原礫而を打撃而にしている。ネガ雁il吋且治い下からの打駆に

る剥離痕は、 浪lj片採収前の剥離面欄腋か。んi辺沿いのネガの）JIU)ヤを取った後、1r.上方から剥離而閤整を

した後、本晶 を戒請mする 。 前の剥 ）ヤの ネガから、 索材 （打繋 1 (1i を ）~(礫而とする板状剥片）はかなり 111間が

あったと思われる。下名阪噂く なりすぎたために廃梨か。巫派14.0 g。風化弱く れ質良¥,'。

5は3-403堀11111-1」：：：。 石核。I叉l左の二つの）111]離痕は、 1瓜礫血とのぶtが交叉する部分での打1）災により

割れており、 人為的割れではないかもしれない。図右がネガ血で、上辺）J孔礫而を打撃而にして涼IJJヤを収

っていった残りである。上辺の而には原礫面をとばした剥離もあり、打繋而閻撒か。ガジ IJ も,('戸I刈•風化

しており、 廃梨後もローリングを受けたようだ。瓜凪は48.1ll: o風化激しいが石牲は良い。

6は3- 387~l~ )_i / l\ 上。 剥片か。 ネガ面jO)右側の剥離面痕は剥片のネガ。 左 1-.方の 一つの小 さな ~lij 離

痕は剥離面調撒か。本品はその間整でも収り されなかった稜を除く ための剥離而閾整のチップか、打点

がずれ、幅が狭く薄い剥片しか収れなかった執IJJヤの失敗品と、思われる。韮址2、6g。風化少なく石質は

良い。

7は3-412i.1/i: 出土。派lj片。ネガ面の右下方の剥離痕は剥片採取前の剥離而欄整())残りか。左側の

つは剥片のネガ。 右 卜は心11111 涼IJ 軋M前の剥離町J聘をと息われる 。 i熊くなりすぎて廃菜か。 i「()~し9.1g。若

干風化進み、石質やや悪し。

8は3-40:3枷田出土。！闘整剥片か。索材の板状剥片は、 上而 （打繋l(Jj)とfllll囮がJJj(礫而のもの。ネ

ガ面左の剥離痕は剥片のネガ。それの後に右の剥離肌Jj胞を行ってもまだ剥離面端の反りを取るのに足り

なかったためもう一底剥離面閻整を行った1祭のチップが本品か。瓜批21.5 g。風化少なく石質良し。

9は3-515溝出土。二次加工のある最I]片。本品剥離II寺に上辺以外全ての辺、折れたか。ネガ而下方

の剥離痕はポジ面と大きく方向が義なり 、 かつ打、r,',(がかなり辿い。 打撃而 とな っ てい る上辺は涼IJ J~lfi に よ

る平坦面なので、素材はかなり火盟の板状剥片であったと、臥われる。本品剥離後、上込から両面に剥離
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を入れ、ポジ而左下辺端面はネガ而から剥離を施し、端面を整えているかのようで｀右辺は両而から最IJ

離して加工中に上辺寄りの部分が再び折れたようである。どの辺も端而が残り 、刃都の形成が見られカ

いが、ポジ面上辺が売々もう少し広く 、上辺會右辺の力n工がさらに進むとすれば、I:: 辺が刃部となり、

下方が柄に部分となる右匙を製作する途中であったのかもしれない。風化少ないが石理拙く出て石質は

良くない。

10は3ー建物 5-423柱穴出土。桐整剥片。ネガ面 ・ポジ而の打点がlflJじである。ネガ面の左辺 ・ード

辺は折れ。剥片を剥離した隊に打点ネガ面側で同時剥離したチップと思われる。爪沢l.Og。風化少な

く石質は良い。

図134は4- 286溝南康側出土石 2 である 。 石核転用タタキ右か。 ~,中央で、右上 、左 ・左下からの打

撃である程度礫而を除こうとしているように見える。その後、1文1左の面では、左側で剥片を取ろうとし

たが2回目の剥離でネガがステップ状になり、石方向への剥離に転回する。その稜の部分で左にも屈lj離

が生じるため、ップシ状になる 。 1以l右の面は、左上に残る剥,~,雑~で、先ず下からの打撃で平坦而を作ろ

うとしたと考えられる。その後右からの打撃で最lj片を取ろうとしたが、多くはステップ状で打点もップ

れ、失敗したようだ。 最後の段 1府では下而が 1~からのイ11J同もの打隙でップれ、周囲の下からの打撃の砒I)

離痕はそれに伴うものか。タタキ石としてこの部分で打繋したものと考えられる。煎址951¥.0 g。;ill! 離

痕には風化少なく、原礫而は風化芳干。石質は良い。

小結 今回の訓介で出土したサヌカイ ト製石料の中には、結呆としてIH,{-i器時代のものは認められなか

った。石核・ 浪IJ/ヤき チップから見ても、純文時代以降の石怜料といえる。また、細石刃の不在も一つの時

期の目安と なろう。しかし、打製打包Tや石鎌らしさものや、 4一方形屈Ji1附硲 1で出土した石桁か石剣

の基部ら し きものがあるといっ ても 、楔形石 ~~の可熊性のあるものもあり、弥生時代の石悩のみではな

いようである。また、弥生時代の石料と甘っても、 4面の河内v-2様式～庄内期の辿梢と同時期のも

のはほとんどないであろうと思われる。

ただ、おそ らくは近辺に心器製作址が4-f~在したであろう ~jf,と、石材としては原礫面の風化が進行した;j

型の転石を多用しているとは甘える。

0 (:; -i/3) 

(4 -286溝南東側石ヽl
し上I I I I I I I I I 

図134 4面追構出土サヌカイト割石器（その 2)
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(9)小結（表64)

弥生時代の辿構群は後期の初面を除く時期から終末期まで存続期間があり、庄内式期までかかる1,f能

性がある事が判明 した。その辿淋11,辟は大和川と宕川の合流点の北酋側に形成された、北両に手の平状に

枝分かれする微窃地の、西端となる枝の一つに立地していると、思われる。さほど広い而和のある立地と

は思えず、 その狭い中で南に硲域、北に集落城が存在していると叫定した。船梢辿跡の中ではかなり広

い範囲に弥生時代後期の辿棉が分布しているが、それらは•まとまりの巨大な集落となるのではなく

このような小さい叫立が間隔をあけて微甜地状に散在していた集落であったilj能性を提示で送るだろう。

弥生土器で注目できるのは生駒四麓瓶の叫介で、器種不明破片も胎土分類した（その 4)の間査分で

見れば、 甕 ．壷では 4割弱を占め、おそらく全体の破片数では 3割程）虻を占めるであろう。斑ではタタ

キ甕とハケ甕の割合が10対1程度だが、ハケ甕の中では生駒両麗雌の割合が非・/,¥・に同いのが目立つ。罹

に関しては、 尖測した個体での印糸では生駒西麓産がもっと多いように思ったが、破片数で凡ると長飢

壷と広口壷とでの割合も変わらず、3割程炭である。中河内低地涎と南；11J内崩の土悩の辿いは明確にし

がたいが、 どちらの土器も入っているようで、もしかすると 3地域の土滞が、おのおの怜分に入ってい

るのかもしれない。辿跡の立地自体がそれらの.t;紗界線」：：にある叩からすれば当然かもしれない。ただ、

生駒西麓産が翡杯 ・ 鉢で割合が少ない~Jiは 、 It恰村（によって瓶地の選択が行われていた可能性を示唆する

ものかもしれなし。

飛鳥時代では、溝群が直接のつなが りが確梱できない東群 と 西郡に分け られ、西/t-t は確実に建物Ir~に

先行する事が判叫したが、東件は建物群と111:存する可(j肝性もありえる状況である。

それでも、これらの溝群の性格は泌として明確にしがたい。今のところ、建物群の成立に先立っての、

整地地業に閥係するものであると労えるのが妥当と、思われる。

溝群の遺物として先ずLIヽ';:つのは大1止の弥生上柑である 。 どL」A•上半で完形や、その場で利I]れたような

状況で出土するのは、飛鳥時代のI-JM1fkに伴いIll上した上材枠を、当時の人々が丁術に掘り出し、 JIil.め戻し

た事を示す珍しい例と甘える。また、そのおかげで弥生時代後期の辿梢1作の土悩糾成を名える狩料にも

な る 。 全体に災が一番多い、集格的な土撒糾｝成であるが、）i形周料料~に近い南四部の溝では、流と 1如；杯

の比率が高いものがある、などである。

建物群は、 周辺のガラス小」惰加軋や紬の羽IIなどが出土した土坑などと共にエ切城を形成する可能性

が高いと言える。ガラス小玉の生照の他、漆の1史）IJや小鍛冶が存在していたようだ。

また、 溝群にも柑i1の羽口など、エ坐生産関係の辿物が入っている事は、ここに成立したエ凶城以前に

既に周辺に工房域が存在した Jヽr.を示す。

飛鳥時代の辿構は、飛1.'.au期にII↓測的に限定される叩も確尖になった。短い期間に存続し、先述のよ
うな工芸品を生産した l布．房域と百える。

奈良時代の辿構は、今同の間究ではかなり少なかったが、ダじ形に近い土湘があり、平城＇凶 1l ~ II期頃
にあたる事が判明 した。やや孤立したこの時期に何があったのかは判然としないが、二つのピッ トのみ

とは言え、 1a.!,含府のIll]時期辿物に椒祁上梱などが見られるwを考えると、 iJi惰視できないものがある。
本格的に非JI・地化の証拠が残るのは中世に成立したと思われる島爪と堀田である。ここでは島出が洪水
砂の処理という性格を持たず、堀田を掘った土を盛り上げるという形を取る。この耕地形態は、 当時の

水利状況と深く謁わっているとおえられるが、その解明は今後の課俎である。
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表64 褐戦jj糧漬勅碑 片＇＂
... ... 

1大別 種別 寄 f凰 製式消0位 i細別
総数 賛 片良 ％ 砿片魃 ％ 破片数 翌 磁片塑 ％ 

土器・陶磁甘22768 弥:ii:. 7!f67 36.0 2091 25.6 1タタキ 712 34.1 1生齢Ii!!/窟 197 27.7 

聾（（そ生の4) 761 308 I ＼ケ 67 3.2 生罰四随 48 71 6 

（生駒西閲） 869 10.0 駒匹殖） 443 21 2 直沼部 87 4.2 生駒凶麗 2, 26.4 
'.+の4) りIll¥ 37.6 
Iii 8. 01 l生駄］西麓 1 

（生駒小片） 154 1.9 
（置その4)

2113 26,9 L 嘉 507 24.0 生駒西隕 144 28.4 
（その4) 3670 604 24,6 ， II 7 03 

（その4) 2468 67.2 ( 生駒西随） 349 16,6 欝 209 99 河西 69 28,2 
の4) 231 38,2 I「ffI 139 66 匂西 18 12,9 

92 1.1 西 11 12,0 
社不 462 5,7 匹 38 8、2

4 0,0 西 2 50,0 
1'15' 79 1.0 Ill' 18 22.8 

I土師器 9467 41.~ . 1247 13.2 
李 一60 7.1 ヨE年 lllil 14 2.1 

（その4) 1000 27,2 53 0.6 
74 08 

＂「中叫 4← 0.0 
48 0.5~ 口 2 4.2 

£ ロ 2 4.2 
5口n 13 27,1 
I むヽリ 14 20.2 

把手 1_o_ 0.2 
奮 963 10 I 
高坪 686 7,J 11/Jlffll 86 96 

1ミニチュア 16 23 
坪皿隕 3282 34 7皿 33 ,.o 

小皿 15 0.5 
3 0、0

nn ... 心と 1 0,0 
2 0,0 

J:I ~4 0.3 
【コ 3 0.0 

＇ 28 0.3 
須恵器 1999 8,8 840 ~2 .0 口 32 3,8 

474 23.7• 帯 14 3,0 
：す型破る弐片盪炭判女の明 saRf （その4) 200 6.4 罷 6 1,1 

I¥'M 3 0,6 

t 
4 0、8 7.1 ., 1.5 12.5 
ll 0.8 7 1 
1 0.2 1 8 

•") 10 2.1 17,9 
rn 2 0.4 3,(l 

B 1.:l 10,7 
1 0,1 
IG 0,8 梱り鉱 I 6.3 

,:1,1, 12 0,0 
， 712 35、on 形式 297 41 ,7 108 36.4 

160 !13.9 
皿形式 104 14,6 sa 5~.8 

60 51.1 
崇艮 54 7,6 L名 21 38.9 

iilili台 15 27:S 
10 18.5 

瓦器 22 0,1 .. 2 9.1 
羽釜 B 36.4 
奮 4 18,2 
松 _J 31.B 

Ill』tb十屯 3 0.0 ""' 3 All:il 3 
"：干"の4)uu  1 0.0 
,;11血 liil)U; 5 0.0 

一呻 2 0.0 ， o.O 
（その4) 1 0.0 

その他 凪 42 I半 :.io ~ll ＇ほ 1; 
l ォ• 面四 10 

し'' 3 
I丸 6 "' 胃磁i 4 

l中 i!ii!lj 1 
＼ぷI I 

砕;繋 ， サヌカイト 23 9皿品 28 炭 8 
.. , 瀑U 2 I牛罵歯 1 I右皿品 4 ，粘土塊 18 
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5、6面 ・7I叫縄文時代晩期

(1)概観

5 層は、右機分を含んでやや暗色を示す）晋で、古土壌であると ~!fl測 された。 場所によって昭色の程底

が違い、薄いところではほぼ4・6J罰と区別がつかないようなところもある。上而での辿構の検出は難

しいと見て、 その下而である 6而で逍構の検出を行った。ここで検出された辿構は、本米は 5面から切

り込んでいたと必えられる。02-1トレンチでは 5Jf,jがほとんどIll}色を示さない部分が多く 、6面の追

跡が難しかったが結恥辿構は検廿1できなかった。02-2トレンチでは西半の徹翡地には 5J0が辿存して

いない事が分かったので康半のみで6而を検出し、わずかな辿構と辿物を確認した。oz-3 -1トレ ン
チでは遺構も逍物も確梱されなかった。辿構の分布密度が低く、それも徹岱地と後呼湿地のかを目あたり

にしかない事が分かったので、 02-3 -2トレンチでは北西の一部分のみ 6面を検出し、わずかな辿構

と遺物を得た。02-3 -3トレンチでは 4而の追い肘ちをかけた時点で 6山が検出され、凍側で没蝕痕

を検出したに留ま った。

7層は砂}f,1が横方向で切り介う下邪と、洪水の溢流堆梢で水平なラミナを持つヒ部に分かれる。閻

区西側の微莉地を形成するのは上部である。oz-1トレンチで上綿のみが辿物を1clL介する事が判明した
ので、後は 7府上部まで掘l'JIJし、辿物の採集を行った。

只

蒻

ー
II
A
 

g
I.gー
1
1
し/

R
 

ジ
[
4
 

X = -l67. 0~5 

繹とり11

0 (H • lf,JOO ) 10m ← I I― I I I 
図135 6面全体図
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6面で出土した土器も 7}血Lt部で出土したものも、 その示す時期は縄文晩期此原式の時期である。そ

の期間内に微問地が形成され、土壌が出来、辿構が掘られたと考えられる。

(2) 6面 （図135)

自然の落ち込みや没蝕痕の他、わずかな土坑 ・ビッ トが検出された。辿構や土盤の出土は微窃地と後

背湿地の境部分でのみ検出されるが、 1敗詞地の最も窃い部分では 4而に 7/f1が僻原する ような状況で、

5層形成当時の而は残存していないと忌われ、本米はこの部分にも辿梢が存在していた可能性はある。

3 -814土坑 （土器l) (拗136・138-6) 02 -2トレンチ東半悴J哀1111)で検出された。やや方形に近い

ような不整形な土坑で、 北に向かって緩いスロープ状に／氏が上がっている。土梱の出土状況からみれば、

5面から切り 込んでいた形はも っと南北に此いものであったとtffl測される。検／廿而での平而規校はlH

北・ 東西とも に80cm。深さ25cm。典土は 5/ITiに似る。

土器は破片が狸七上面から北の同外の 6而上に広がっていた。辿棉地上内に破片がないのは疑問だが

ちょうどこ こ で狸土が変わっていたのかもしれない。 破片は 1 個体の~1'11形上器のもので、ほとんどの破

片が内面を上に向けていた。桜合 ・ 板元したところ縦に~!軋った半分弱の部分が残存していた。

遺構の性格は不明だが、稀少な壷形土柚が111月1本出土しているのが特徴1)りとは打える。

図138-6は隈）I~ 」：：梱。完形率は接介しなかった破片も含めれば 4 割ほどである 。 外面は、 ,-,緑部の

粘土帯は棒状工具でヨコナデ、即部~Ji!部はタテハケ後タテミガキ、胴部はタテケズリ後批大径部分I~

ョコケズリ、 最後にその上にヨコナデが入るが、上のミガキは明確な境界を持って71りすが、下の削りは

漸移的に消す。内而は、口緑部ヨ コナデ、剖1部タ テユビナデ、心明確だがその後軽いヨ コナデが入って

いたかもしれない。胴部はiiと大径部分に多くュピオサエが残るがナデで、）ii部は左上がりナナメ、下部

は右上がり ナナメ、 11-1位はヨコナデ。胎十は黒褐10YR3/1を呈し、石炎・ :bも行 ・角l刈石ありの生駒

西麓産胎土。

e
 ．
 

べ
）Y=ー：lfi, 182 

Y -36, l8J 

――
 

•「 I' + L3 Om , . . 0 (!l .. 1/20) 0.5巾

図136 6面3-81 4土坑 • 土器 1 出土状況
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口縁部の突幣が、刻み目がないばかりか、かなり丸くなっているのは位）訊式の壷形土器でも新しい11:li

向のような感じを受ける。また、外面上部にミガキが採用されている事は、弥生土器の影態Iと考えられ、

実質は弥生時代と併行している時期のものと思われる。

02-3 -2トレンチ深枷1り部 （図1137・図138-1 ~ 5) 02 -3 -2トレンチ北西側の一惰ISで6而を閻

査し、 1個の不定形な落ち込みと5個のピッ トを検出した。またその中心の 4-245ー246ピッ トの周辺
から土器片が7片出土した。

ピッ トはいずれも不整円形で、径60~80cniほど。検/-1こ1而での深さは浅く、 10cm前後だが、本米は 5而

から切り込まれていた辿栴だとすると、周間の 5Jt)のI尊さから見て、最低20cmほどの深さはあったと推

測される。埋：：I:: は5J罰に似る。

土器片は検HI而からやや浮き、散在 したよう な状況だが、5而での状況を復元的に考えれば、 土岱）―l

1 ~ 3が4- 243落ち込みの斜廊に、 ：I喝~)—r 4 ; sが4-215ピッ ト内に、土器片 6・7が4-246ピッ

ト内にあったものと思われる。しかし、十壻恰片 3; ti, ; 6が接介したという l)T,は、これらの辿構が同時

邑 苔 @ 
翠 森

I 
II II 
>- :,. 

土鼎IiI 

『

構/',3 

246ピット

a 」叶構}t7

0 (S • l/20) O.nm 

図137 4 -243落込み ・245ピッ ト・ 246ピッ ト阿辺土巷出土状況
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期併存していたw-を示す。他の土喘片も胎土 ・焼成が良く似ているものがあり、 1個体の破片の一部が
残されている状況だと、1ぶわれる。

図138-1は深鉢口緑片。及肌式。 lご1緑の欠けた部分が少し上方に突出するかもしれない。外面は、

口縁端部の刻み目突幣以外は1fl滅で間整不明。内面は「l縁近くにユビオサエが良く残るが、それより -1ヽ

はヨコケズリカ＼全体に最終的にヨコナデが入る。 ）l台土は黙褐2.5Y 3 / 2を呈し、角1刈石多し、石

英•長石若干あり 、 微細粒に黒然母もありの生駒酉麓崩胎十:o

2は壷形土器の口緑か。品）瓜式か。口緑の突幣に刻み目はない。外ridはタテハケ後ヨコナデ。内而は

ュビオサエ後ヨコナデ。 胎土は黒褐2.5Y 3 / 1を呈し、角I刈石多し、拭石；石炎対干あり 、徹細粒に

黒雲母もあり の生駒四麓廊胎土。

3は鉢胴部片か。外而ナナメケズリ、内而日コナデ。胎上は黒褐2.5Y3/2を呈し、角I刈右多し

石英・長石岩河吼あり、徹細粒に品筏母もありの生駒西齋！荊Jl年I:.:。

4も鉢胴音15片か。深鉢n1,,1部の下半のようである。外而はタテケズリ。内面は胴滅で間整不明。胎十ぷt

黒褐2.5Y 3 / lを呈し、角1刈石多し、石英 ・↓も石若干あり、島聡母わずかにありの生駒西麓照胎..l.o 

5も鉢胴部片か。深鉢伽lt'11)中位ぐらいか。外而ややナナメのタテケズリ、煤附滸。内面は接合痕にユ

ビオサエ並び、後にヨ コナデ。 胎土は臥褐2.5Y 3 / 1を品し、 flJI刈石多 し、石英 ·1~石硲干あり、徹

細粒に黒雲母ありの牛駒阿開瓶/Jf,;..Lo

2以外は同一11廿11本かもしれない。外i箭に煤附約するものある事から、深外を使用していたと息われる。

士器2(図138-7) 02-2トレ ンチ束・1同じ盛近くで 5lti掘削中に111上した（図135)斜めに傾いた状

態で出土し、 その状態の上半は失われていた。おそらく 5而切り込みの辿構内の辿物と息われるが、 y1;.

構は確認でき なかった。完形率は 5削弱。

外面は、 口縁蹄ヨコナデ後ヨコミガキ、 1iJmsヨコユビナデ、）lM部J::.半日コケズリ後ヨコミガキ、 )j月部
下半タテケズリ後まばらにヨコミガキ、底部1JIIJ而ナナメユビナデ後下沿憎IIに棒状 L具の圧痕、底部は植

物繊維の圧痕が-~別に残り、無調監か。 内面は、 II緑端部沈線 ］条、 11縁部絞り痕 ・ユビナデ ・ユピオ

サエ残りヨ コナデ、胴部上半ヨコナデ、 ）屑部下半タテナデ、底部ュピオサニ。 内面の目緑よりlOcni下よ

り下部で部分的に源く｝必化物付滸。)j年I:.:はにぶい褐7.5YR5/4を呈し、蛉石・角松l石多し、石拠あ

り、黒雲母・ 赤色粒わずかはありの生駒西麗附胎土。

縄文土器の浅鉢ではあるが、外而の ミガキは弥生」こ樅の彩熊と息われ、 ;l{; J瓜式でも弥牛土棉と f:Jf! +f~す

る時期のものと老えられる。

(3) 7層出土辿物（図138-8 ...... 14・139・140) 

図138-8は波状n緑の浅鉢口緑）キと思われる。口緑端部がやや外側に肥）豆する。 強く ロー リングを
受けて調整不明。）I釦土はにぶい紺橙lOYR 7 / 2 を址し，石英 • 長石多し、角［刈石わずかにあり。船柏

式までは下らず、滋賀見IV式煩1)-。

9は口縁端部に外似する而を持ち、そこに刻み目が入る深鉢の口緑片。波状口緑と息われる。閻整は

ケズリだが、 内面口緑部のみその後ヨコナデ。胎土はにぶい橙7.5Yll7 / 3 を旦し 、 品石 • 石英 ・角

閃石あり。ローリングはほとんど受けていない。松終賀里IIIb式~N式頃カ・0

10は長原式の深鉢口緑片。外面に1緑端部に刻み日突滞付く 。外而は、上部ヨコケズリ、下部ナナメケ

ズリ。内面ば、 口縁端部に棒状工具による沈線、上部ヨコナデ、下部タテナデ。胎土は晶褐7;5 YR 3 

/ 1 を呈し、 Fぷ石 • 石英若干あり 、微細粒に角閃石もあ り。
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11は波状口緑の破片。ローリングを雅く受けrJrJ別柁不明。刺突痕らしきものが口緑外而に残る。Jj台上は

にぶい黄橙10YR5/3を呈し、石英あり、此石・角l刈石・晶誤母わずかにあり。刺突が半殴竹竹によ

るものである なら、滋賀凪lI式まで遡る可能性がある。

12は口縁部片。深鉢か。弛くローリングを受け、外而訓整不明、 ただ、浅い 2条の凹線がn緑に走る。
内面は口縁端部に沈線 1条、閻整はケズリか。胎土は灰自lOYRB/2を呈し、石炎多し、此石箔―F

チャートわずかにあり。門緑綿外面の 2条の凹線の冊が）秤滅した突帯であるなら、船梢式の可能性もあ

るが、確定はでぎない。

13は口縁片。強くローリングを受け、破断面も）しくなり、波状に1緑かどうかも判然としない。器檄は

かなり厚い。胎土はにぶい粉7 . 5Y R6 / 4 を呈し，角閃石多し 、 長石 • 石英あり 、訊氣母わずかに変

りの生駒西麓脱胎：I::。

14は波状口緑片。浅外か。強くローリング受け間腋不明。波状口緑の突/・Ii部の外而とその『［下に浅い

凹部がある 。 /J~土は灰 5Y 6 / 1を呈し、石英多し、代1刈石郊干、赤色粒わずかにあり。船栂式まで―,、

る事はないと百えるのみである。

図139はサヌカイ l、製心器である。

1は調整剥片。原礫而が多く残る。剥片採取前iに9瓜礫而を除く作業ででたチップか。誼拡8.lg。風

化・磨滅激しいが石質は良い。

2は剥片。図左がポジ而である。ネガ而の打収方向は人きく異なり 、その1111]縁に原礫而残るので、減

礫面を除去する作業か。上込打漿而も）瓜礫而である。i熊すぎて9沌梨されたものか。凪拡12.6 g。やや風

化するが石質は良い。

3は剥片。1叉l左ネガ而の右下の剥離痕は派ljJ',. のネカ＼左 1-.は打而間整か。その左辺は原礫rfri。ポジ而

の上辺・左辺は4ゞ贔'iiJ11rnun1寺の折れ、 これにより廃梨か。各折れ'1針にある小さな）rtlJl~lf; 艇はI』時削れか一次

調整か定かではない。瓜批12.1g。)風化 .)汗滅激しいが右t1iは↓とい。

4は剥片。下方の 2;ill は折れ。 ネガ面の一つ の前l]/~lli~li は、右の大 送 いものがポジ 1(1j と打収方向が90ロ

異なり 、その後、左の、ポジ血とMじ打眺方Iiりの剥!Ill[成が出米る。下辺の折れとポジ面左右の剥離艇は

本品剥離時にlr-iJII寺府!)れか。そのために廃菓か。重批39.8 g。やや風化するが石質はnい。
5 も剥片。ネガ面のプて下の剥離痕はポジ面と 180゜打眼方 I ~リが迩い、剥片採取前の剥離而間整の残り

か。右側で上下に通じる剥離）氏は剥片のネガ。左上はその後の剥離而閤整。右端はポジ面と同時削れか。

ポジ面は打点が定かでなく 、ネガ面の同時削れからも変則的な力のかかり方で剥開Iiiしたようだ。フィッ

10 CIII 

。
(!; 2/3) 

図140 7層出土サヌカイト製石器（その2)
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シャーが多 く深く入ったため）り絲泰か。煎凪30.3 g。風化辿み、石質少し悪い。

6は調整涼lj片か。本品剥離時に打而ハジケが起こり、ポジ面に打点は残っていない。ネガ面中央の最lj

離痕は、その後の剥離痕で打点残り打而にハゼも見られる。その1その剥離痕は他より明らかに風化が巡

み、素材採取前の自然の＼りけれと、思われる。下辺の剥離痕は先行する胴盤か。本品自体は板状剥片端の丸

く突出した原礫面を除去したチップと考えられる。その後ネガ而に剥離を入れたのは剥片として利用し

ようとしたせいか。訊批70.0 g。沿河風化するが石質は良し "O

図140はサヌカイ l、製二次加工のある剥片。ポジ而に残る本品剥離時の剥離而の打点は右上。残存す

る二つの原礫而が90゚ に近い角度なので、右上の原礫而を打撃而としたものと考えられる。その時、ネ

ガ面の左上の大きな剥離而も同時削れ。上辺の折れもその時潜在割れを起こしていたか。その石下の剥

離痕は先行するものだが、ポジ冊と90゚ 打撃方向が異なり、右上に打点があるはずだが、原礫而残るの

に打点なく、リ ングから見ても妙な剥離である。その後下辺には刃部が形成され、ネガ而から↓じて右側

には刃部の形成が、左辺には柚部の形成が辿む。しかしポジrmで、中央に鉛を作り 、上辺に刃部を作る

ための剥離を行っている途中で、最初にダメージを受けでいた上迅が折れ、外形が大きく挟れる形にな

ったため製作途中で1繕染されたものか。製作しようとしていたものは石柏のようなものか。訊拡59.4. g。

やや風化するが石例は良い。

(4)小結

以上の状況をまとめる と、7ll"'i..L部が何l』かの堆柏で次第に微悩地を形成していった時期は、縄文晩

期のうちで広く兄れば、滋買凪n式～此｝瓜式の期間と考えられる。しかし、 7 Jr,1 」こ部に絋含される土!~

片は、激し くロー リングを受けたものと、あまり）科滅のないものにはっさ り分かれ，｝評滅の少ないもの

だけを見る なら滋賀毘1V式～艮原式に限定される。またその↓jf. から出土した石悩類も縄文晩Jリ］煩にIUll

定された資料とr-iえる。それらの石喘類ぱ剥片や製作途中の破mi団の存在から付近に製作址が存在した
事を示す。技法的には板状最IJJ「から、やや人塑の横屁屈ガ形の剥片と小朔の台形の剥片を取っているよ

うで、打撃面が）~(礫 1 (1 1 である事もある 。 砒lj l~IP. 而がpq而になると剥離而襴柩を行う。板状剥片端部の）以礫

面を除き剥離面を形成する打繋は、 i~l] 片採取の打繋而とは方向が異なる場合がある 。 目的とした石俗は

剥片の大き さから石銚や掻沿糾と;JIit測されるが石柏も製作している。

では、これらの十．悩片と石樅類を残した人々の拠点はどこにあったのであろう。711'-'i..L部は何Jr,1かの

堆積単位があるが、その中に土浪化艇跡が一切残存していなかった出から、船椋辿跡周辺の沖積平野は

かなり不安定な状態であったと息われる。I闘査lメの徹窃地より康に、大和川と石川の合流点西側の微窃

地が先行して形成されていたはずだが、本流泊いの微，¥Jj地であるから，ある程股発述しても、大きな洪

水の被害を受けやすかったと、臥われる。おそらくは辿跡の）ふJに隣接する1・1111仔台地に拠点を持つ人々力、

活動の場と していたのではないだろうか。微高地が発遥しだし、後秤湿地と流路が針'i綜し、頻繁な洪水

によって、 森林化が阻止されているような状況は、狩猟・漁労に遥した環境であったであろう。

微高地が発述し、洪水叶訊't物がシル トになり、やがて 6面上に 5府が土壌として形成され出したのは、

土器から見ればi{)瓜式の時期であ り、 7府の最新の辿物とあまり時期裾がないように息える。しかし｀

02-2トレ ンチ東半の土描1・2のように、 明らかに弥生土梱文化と接触したと、凪われるものがあるむ

から考える と，此原式期でも 7/¥仰のものより新しい時期のものと考える,jf.もできる。おそらくは同時期

の大阪平野には悔述した微翡地.tiこ集落を併；み、後秤枷地に水Illを拓いた弥生文化社会が成立していた

であろう。長｝瓜式七器には底rJISに籾圧艇が残る例が知られており 、その交流は ,・;-定できる。
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南隣の国府辿跡では弥生l時代前期中段陪の土棉がわずかながら見られるが、辿構が確認されるのは新

段階以降である。北西の田井中辿跡では弥生時代前期中染の集落が想定されている。そのように船梢j)''

跡周辺に弥生時代集落が辿出してくる前期中裂いよ り前，河内 I-l様式の時期が、 これらの辿物と併行

するのではなかろうか。

この時期に少数ながら辿梢が残されているljJ.と土壕の形成は、間査区内の微利地も安定してきた耶を

示す。しかし上器の全てが生駒四麗嵐l釦土である叫は、人々の拠点は生駒匝麗の扇状地あたりにあった

事を示唆しているよう である。しかしまた、辿構が残され、そこに完形の土や和を持ち込んでいるといっ

事は、この地域がまだ品原式土器を1史川する集団の占布的活動域であっt:.rJrを示すと考える。

だが、安定した徹邸地が形成され、後秤湿地と交鉛している屈院は、弥生時代の水 l廿 l~FJ発に披適であ

るとも言え、 その前提となる自然現様が整った時期であるともむえる。

6、2000年度確認調査の成

(1)概観

2000年度に今回の間査と同じエリア内で、確認間芥として二つの トレンチをIJMけている。00-2トレ

ンチはoz-1トレンチ内の悴i棗隅付近；。oo-3トレンチはoz-3 -3トレンチ束半の］悧1隣接地、批防力

らの工事用仮股道路の下に当たる。

oo-2トレ ンチは 3・4面の掘廿1部分にあたり、 2而では逆に晶畠が形成されたようで、 4!f1が辿存
していないなど、狭い範囲では）岡序の確認が困難であったようだ。また、堀田の削平だけでなく、 売々

遺構密度の少ない部分であったため、 1而の東四方向の/.¥隊以外、辿構は検出されなかった。

00-3トレ ンチは微詞地上であるが故にまたlf1位がかなり異なり 、罹'o牡当時は1f1位の対応に苦労した

ようだ。4面上の一次的な堆梢が多かったようで、第2H1i; 第:3TI1i• 節4而と分けて検出した辿柚9のう

ち幾つかは同 じ面に属する辿構．だっ たらしく 、両整理O)~翡呆、 1棟の掘立柱建物を1以元するlj1: ができた。

今回の調査の 4而に当たると考えられる。

なお、ここ では、確腔拙l究時の各トレンチでの基本）~·1 }中は「第〇画・第〇Jf1」と呼称し、 2002年）如訓

査の基本層序は 「O而・0)心1」と呼称する。r@n忍閻究の柚本）杓序では而と｝けの数字は対応していない。

(2)層序 （図141)

各トレンヂは階段状に段を付け札111'!1]を巡めたので、その段の部分で、若干巡続を追いにくくなってい

るようである。まな狭い トレ ンチゆえに認識しにくかった州もあるようである。

00-2トレンチ 第2Irりが l)fりに当たる。第3!f1上面を第 1面として束四方向のi-l階を検出しているが、

断面図から見れば第2/fi')ヒ而からの切込みであり、1而検出の近代以降の東西方向溝．群の一部である。

断面図上の第 3府（断1([1l以IO)2)は洪水砂であり、 1・ 2)¥"'/間洪水砂に当たる。

断面図の 5; l 2 ; 19は、 5を第4)祠としているが、全て 2-1 )曽 に当たる 。 6 は 2-2f,', 。 14• 20は

層位的には 2-2府に当たる、 2面の古い段階の堀田耕土かもしれない。ならば15はそれに併存する島

畠盛土か。

7・8・16は第 5府と している。7と8は111.tこ辺元 ・酸化の迅いかもしれない。8は4附らしきもの

が「もやもやと」入っているので 3= 2)fりが含まれている事はlrU巡いない。しかし、）01nが117すぎるの

が気になり、 16との閾係を↓しても疑IUJが残る。このト レンチ付近は遥元が強く、 3~6屈までが竹灰系

の色を呈し、 特に 3-2)¥!/J:: 下は 3-2府のコンボリュー トラミナのせいか府檄が見えにく かった。8
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は3-2層の 1こに:3-1府が残存していた可能性もある。下は凹凸があるので、 3 -2 IM下而であろう。

3 -1層時点で翡りの姑邪になり、 3 -2 I叫時点では堀田であったと息われる。ならば13は島畠盛土か。

16は3面の堀田＃は。

9は第6層とされる。5・610か。この部分は4合 3面時点で堀川となり、 3 -2荊段階までその耕

土下面となっていたよう で、4州は残存していない可能性が隙い。また、5彬は暗色が弱い部分でもあ

るので、その場合 6}\'•1 との判別は難しい。

10以下を第7l1'•'i としている 。 10 、 2 ] • 22は7101上部、それ以下は 7/l!i下部である。また、 •部深掘り

をして、 T.P; + 10.'170mのレベルで111'1灰ー屈N3/0~2/0粘土を確認している。

00-3トレンチ 笏2I晋I:.面を節 ］．面として検/1¥したとするが、断而l汝lの上の一点破線ラインか。東西

方向の溝が検/JIされているので、 1面に当たると息われる。

断面図の 2・8は筍 3肘と され、2 -2府に当たる。3も筍 :3WIとされるが2-2 /1·•1 か。 13 も小プ

ックがあるのが若下疑Ill]だが、 2-2/f,1系であろう。この トレンチ北檄は 3・4面の1:糾いから堀田への

肩を斜めに切っているので、 35が3府の島,,;1,*JI;土、U・15が:i)音の堀田耕土と，思われる。111・15を約4

層としている。

16は4層。筍 5/~ りとしているのはこれか。 32 · 33·4 1 は s• G IMと、思われる。5ll'•'i の II悧色の程）虻が那

かったのと、 トレンチの段にかかっていたために 5・fiI村のif18£が認識できなかった可能性もあるが、

微高地にかかる部分でもあるので、5 / 1'•') は残存していなかった可能‘性もある 。

29 · 30·37~40は 7)1·•1 上部。 30は 7)1';'i ド部。一部深枷l りをして、 T . P. ,t, 10. Omでoo-2トレンチと

同じ暗灰色粘十:/f,1を確認している。

(3)遺構而と辿構，

00-2トレンチ 第1面で束圃）ii前のi:i'/i:を2本検出した以外は明確な辿構1:l:.fi仙認できなかった。第1lill 

の遺構は1面の近～現代東西ガjllj溝郡の一{115である。

他に平面検/-1-¥は2而行っている。第21前は約4IM上圃で 2而は当たる。2-2 lfliまで下げると、 2 N•'i 

耕土時点の古い段階での島畠とり11¥!Tlの様が検出されたはずであるが、この1/ri利tでは辿構としての認識i

難しいであろう。

第3面は第5/1・ り上而、 3而に当たる。島畠と堀Illがわずかに段泣を持って検出されるはずである力、

認識されなかったようだ。 断而 1以1 の 15• 20も節 5If')と認識してしまったもの力0

第3層では上師描 ・紅'(恵悩が出十．している。第4}\'•1 は土師 t怜・ m忠器； M色,~船が出上し、調査者は

平安時代か と ~ffiiJlll しているが、 2-1W1なので江戸時代のJrりである。第51けは I::師梱．頻）は器 ・弥I：

器が出土。 3/1•;1 包含辿物と しでもおかしくない。 第 610 でも少数ながら —IJ. 11111'1.怜．頻恵梱・弥生土器が出

土しているが、 これは41f1iで辿梢検出の後、追い肘ちで非干削平した時I±LI::した辿物と同じ状況で、 3 

-2層が下而を咎逹 IJ.げた凹凸の中に追物が沈み込んだ状態であると珊解できる。また、第 7/¥'1砂/f,1iカ

ら磨滅した弥生土・h伶が出 —I::したと報告されていたが、確胞したと ころ、）科滅の激しい小）ドで、おそらく

は7層上部包含の純文晩期のものであろう。

00-3トレンチ 第2w, 上面を第 1而として東両方向の溝を検出している。1而である。

第 3 層上画を節 2 而として 2 本の i.\'li~と少数のピットを検出している（屈1142)。2而である。この而の

溝は大体正方位を向くものが多いが、ここでの溝はそうでなく、性格は不明である。

018溝は南棗から北西に追る溝である。検出蛉約5.6m、幅0.6m、深さ約0.l.mを測る。断面形は1IIl状
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で、埋土は単）I] (図143)。土師器が11:1土している。

023溝は南から北方向に走るが、やや西に曲がる傾向が見える。検出此4.7111,,1,ra1.2~2.4m、深さ約

0.15mを測ふ 断面形は1111状で肌土は 2)i'!i(図143)に分かれる。弥生土悩る土師器 ・釘（恵滞 ・瓦が/-1-¥

土した。

第4層上而を第 3面として、第 5J怜上而を第 4而として検出しているが、ここで約-r,のIUJJ叫があった。
第4層と認識されているのは第 51糾で検出された045Wiの上を脱う、断面1以I( I冦11 41) の 14• l 5のみで

ある。これは3J1~i堀川耕上で、 3 面で面を追っていくなら、そこから北に•段上がって島畠の上で直接

4面が出る部分を経て、島畠耕 l立．として残存する断而l叉1の35の上而を検出するはずであるが、辿構面に

なんら段差が検出されていない。そして、検出された辿構は第 3而では北に片術り 、第4面では・1,Uに片

寄る。また、 ）』畠耕上が平而的にどの程庶広がり、その土下どちらの而を検Illしたのかも不明である。

つまり、約 3而では 3而堀Ill耕上の上而と、島砧側の 4-I箭をji1JI時に検/JIした状悪である可能性が翡<

第4面では堀田耕土の下而で4而を検出し、島11;11illllは削平してしまった可能性が高い。

第3面では、 完紡する掘立柱建物はなく、 2~3個の柱穴が並ぶのみのものを含め、建物の11J'能性カ

あるものを 4 糾想俎していたが、第 3 · 4 面の ,~,面を合わせると、 1棟の枷虚柱建物とつの柵列が複

元できた。よって 、第:~ . 1而として検出された辿梢を 4llll {))辿構としてまとめる（図142)。

044溝は調査区の西隅で検IiI された i欝である 。 埋上から数回の~lul り直しが想定できる（図 143) 。 蚊後

は人為的なプロック土で肌められる。Ill土辿物は弥生時代後期を中心とする。飛，悔1時代W1'.I悴の一部と考

えて良いだろう 。

045溝はト レンチ康Iりりで検出された。i心火ill屈1.2m、深さ0.32111を測る。 トレンチ北整にかかる部分で，

底部に木杭を伴う056+.坑が検出された。やや遥りはずれるが、 02-3 -3 トレンチの~ -256/.Ni'. の約＇ビ

の可能性がある 。 底部から手焙形土滞が出土し、他の上怜怜も含め、閻1t時は弥牛時代後期から占瑣II―;~:代

前期と考えているが、飛，恥時代の溝であろつ 。

046土坑は径2.5~2. 8mの不整1リ形で、深さはo.31mと記録するが、が真を兄るともう少 し深いよう
である。底部が7J¥'1i内に遥しているので井戸の可能性が考えられる。辿物は弥生II舟代後期の土梱と、 ）戊

部から骨片が/JI上している 。 井戸とすれば弥生時代後期のもの として間題ないが、滋-JI~率の闘い土}村-/)

出土していないのと、横があまり立たない形状が気になる。土坑皿没後に狐;!!が行われていると記録さ

れるが （図116-2)、爪視する別辿構か。売は古瑣時代前期のものである。

建物 1は東隅柱を欠くが、おそらく 2X 3 I/りの掘吃柱建物であろう 。梁行は2.82m、屎行はti的定4111 

ほどか。北西側の業行では032ピットと052ビットが近接するが、柱間を考えると052ピットが妥当であ

ろう 。02-3 -2トレ ンチの 4ー建物 1と方間が介い、 4ー建物 1の北四桁行のラインが、この廷物の

南東桁行のラインとほぼ一致する。

建物 2は、 柱穴が二つ並ぶだけであるが、・平面形が隅丸方形で両者の方向性が合うので・}ふ建物の可

能性がある ものとした。柱芯距離は1.86m。方向性は辿物 1とl)iJじ。

柵列 1 は小さな柱穴が 5 個並ぶ。 正確な訳線ではない。 おおよその方向性は N~ o• W。北西）］向へは

伸びる可能性があるが1船1東側は033柱穴が端だろう 。建物や溝とは瓜複しないが、方向性は合わず、廷

物 1とは接近しすざているので1井存は必えにくい。040柱穴から完形率7咽ほどの土師悩小叫！袖1(図144

-9)が出土している。

これより ードは辿構而は検出されなかったようである。微甜地でも研い部分であり、 5府はないようで
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あるし、 6面もかなり上部が流失していたであろう。7Jし1から少数の土僻片が出：：1孔． している。激しく）料

滅したもので、欄究当時は弥生土怜怜と考えていたよう であるが、縄文1時代11免期のものであろう。

(4)遺物 （囮144---146)

遺物はコンテナ数にして 9コンテナ出土している。そのうち00-2トレ ンチから1廿土したものは 1コ

ンテナに満たない。内容は近批の陶磁器類と瓦、少数の奈艮時代紗Uぶ樅、飛，岱時代の土師梱・紗（恵器、

古墳時代前期の土Olli器、弥生土器、少数の縄文土僻である。2002年度欄究の分とあまり蕊わ りがないが、

ただ、全体での古瑣時代1i1f期の土師器の,,111J介が約干問い。これは古瑣時代前期の土n雁器がわずかに見ら

れた02-3 -3トレンチより、その附に隣接する00-3トレンチの方が古瑣時代前期のものが多いとい

う事であり、 さらに南にその時期の辿構，辿物の分布の「1―l心がある可能性が窃い。

実測可能辿物は90点ほどあったが、その中から特徴のある沿物や時期を示すのにl'..lい辿物56点を遥ん

で掲載した。なお、oo-3トレンチの第 5Jf,1以下の沿物は仮の）屑名をつけて取り I:.げた
り、基本層序との対応が取れないため節5Jf,1以下と一括した。

図144-1 は ll~F丸瓦）『 である。拙し瓦。 胎土は灰白 2.5Y 7 / 1を呈し、 it石；万炎あり。

2は須恵器坪遊片。天井部に磁押。「麻呂」と読める。郎）附花は同転ナデ。胎七は灰白lOYR 7 / 1を

呈 し、混和砂粒はない。 微細粒には石炎 • 長石あ り。1以元径に不安があり、時期を限定しがたいが、徐

良時代のものとは吋え｀平城宮 I~II期の測tJ畔卜が窃し 'o
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3 は須恵器杯盗片か。 材の）り龍性もある。欄整は回転ナデ。 jj台土は灰N6 / 0 を旦し、長石• 石炎わ

ずかにあり。飛島時代前半。

4は須恵器杯西片。間腋はほとんと回転ナデだが、残存部外面士．端に匝l転ヘラケズリ。胎土は灰NG

/0を呈し、 此石わずかにあり。飛，I，似時代1)『半。

5も須恵器杯競片。外而はイ本邪回rl忘ナデ、 天井部は周緑部回転ヘラケズリ後ナデか、中心は無閻腋。

内面は、回転ナデ後天1中部一定方向ナデ。胎土は灰N4/0を坐し、況利砂粒なし。微糾l粒に石英 ・良

石あり 。古瑣時代後期末ー飛，悼II寺代前半。

6は須恵喘器杯此片。外而は、イ本部回転ナデ、底部同転ヘラ切り後粘土塊附滸。内面は、同転ナデ後

底部一定方向ナデ。胎士は灰N6/0を呈し、此石・石英 ・晶色粒あり。飛，烏時代前半。

7は土師器鉢。外面はやや）1Et滅するが、イ本部ヨコナデ後ヨコミガキ、底部ケズリ後ナデ。 内由は朋滅

し、口縁部にヨコナデ残るのみ。胎土はにぶい筑橙lOYR 7 / 2を星し、石英多し、長石あり。lご1緑が

内弯し、身が深いので絆だが、その中ではかなり小さい。この法批のものでは把手鉢が類例としてある。

欠けた部分に把手があった可能性もある。飛島II寺代前半。

8は弥生土柑梱台か憚の口緑片。悩台の方が可Ti眈性麻いか。l:H滅により閻腋,fl・リ］。復売径と侃（きには

不安がある 。匪:~杓コ緑に付く円形附文も 1個しか残存していない。胎土はにぶいi!'.c2.5Y6 / 3を呈し、

石英・長石あり、角l刈石芳干あり。時期は弥'*・時代後期煩としか行えない。

9は土師器小ir;籾·,~ 。 潤腋は扱合販残しながらヨ コ ナ デ。 胎土はにぶい橙7.5YR7 / 4 を呈し、石

英・長石わずかにあ り。底部が平底であり、「l緑がややりはく、 作りも粗雑である。古瑣時代の小刑丸底

壷の系譜を ひくものか、飛!,'.~時代の小苅収籠のやや判．製のものか判断できない。

10は弥生土甘怜科坪片。外而はタテハケ後タテミガキ。身部内lfliはナデ。 脚部内而は透かし孔以下ヨコ

ナデ。透かし孔は囮方透かしだがll¥JI i簡は均等ではない。 胎 —卜はにぶい橙7.5YR6 / 1 を bl し、心英・

長石あり。

11も弥生土淵,,・,悦GJ',・。 外而は、タテ ミガキ、脚栃端部にヨ コナデ残る。内1(1iは造かし孔付近以 Iヽ・日コ

ナデ。三方透かし。 ）I合土は橙 5YR6 / 6 を址し、長石• 石炎芥干あり。弥牛時代後J訓叫。

12は、残存した部分から凡て、手焙形土甘籾の可能性問い。外凪は、口緑魯IIヨコナデ， ijl11j惰ISi-・半タテハ

ケ、刻み目突幣ヨコナデ、 Jll,,j部下半ナデ。内而はナデ、下方に煤lff松咋。胎土はにぶい黄橙10YR7/1

を呈し、石英ら 長石あり 、白~-/歌：わずかにあり 。 河内 VI様式頃か。

13は破片が小さくやや企んでいるよ うで、口径はも っと大き く、角度ももう少し立って、 下端部はや

や膨らむ感じがする。即部の途中がやや膨らみ、訂がなだらかなタイプの耀の口緑片。内外1Cl.iともヨコ

ナデ。胎土は灰黄褐10YR4/2を呈し、 frJI刈石多し、＇艮矛i.石英ありの生駒1世麓照Jjf,;1-:。このタ イプ

で生駒西麓瓶のものは河内w様式でも後半であろつ。

14は弥生土怜怜~·11か鉢の底部片。 砥だとするとかなり 小型である 。 底部1J、」而にユピオサエがないので鉢

の可能性高いか。外面は、 イ本部ナデ、底部側而ユビオサニ、）必部ユピナデ。内而は底部にエ具のアタ リ

を残し、ナナメナデか。 胎土はにぶい楼7.5YR7 / 4 を呈 し、低石• 石英あり。小捌の鉢だとすると

弥生時代後期か。

15は弥生土器壷）戊部片。外而は、胴部タテ ミガキ、底部ill皿iユビオサ工，）L研ISナデ。内而はやや）が｝滅

するがナデか。胎土はにぶい貸褐10YR5/4を旦し、角I刈石多し、石淡．貶石ありの生助西麗泥）l年1こ。

16は弥生土悩甕片。外而は、口縁部ヨコナデ'fi:1部タテハケ。内l面は庖滅で刷整不明。口緑端部は摘
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み上げではなく、面を持つタイプである。Jl合土はにぶい黄橙lOYR 7 / 2を呈し｀石英 ・品石 ・角I刈石

あり 。弥生時代後期。

17は弥生土稲視底部か。かなり小製である。外面は、 JJ術部ククキ，底惰1111!1)而ヨ コナデ、底部ナデ。内

面はやや磨滅するがナデか。Jjf:7土はにぷい黄褐10YR5/3を品し、角閃石多し、石災 ，i匂＇『ありの年

駒西麓産胎土。弥生時代後期か。

18は縄文土器片。必様から、波状口縁の頂部付近の破片ではないかと息われる。11!/i戚で閻整不明。胎

土は明褐灰～灰褐7.5YR7/2~5/2を呈し、此石 ・宕英多 くあり。内内する波状口縁に沈線によ

る文様が入るとすれば、北白川J::.Jti式か。その3期頃か。

図145-1は煎し平瓦片。釘留め用の孔が残る。やや）11滅しf凋腋不明。胎土は灰 5Y 6 / 1を品し、

長石・石英多し。

2は弥生士俗やか。闘杯片。外而は、脚裾部ヨコナデ後全体にタテ ミガキ。内而は、脚柱部絞り痕残り、

脚裾部ヨコハケ後ヨ コナデ。追かしlLはない。）］合土はにぶい翼橙lOYR 7 / 3 を星し、石英 • 長石あ り。

3は弥生土辟台付g甕片か。肱1msが科台風につまみ出すものではな く、その付く底部の器横が洲いこ

とから鉢と は考えにく い。外面は）秤滅し調整不明。身部内而は左上がりナナメナデ'!関}{711内而はヨコユ

ビナデ。胎土はにぶいれ,1.SY R 6 / 4を品し、 1も石，右災あり 。河内VJ様式に少数ながら存在する。

4は弥生土梱武底部片か。底部側面が屈1111せず、タテハケがそのまま下端に迎し、1氏部がかなり小さ

いので、壷よりはJ ケヽ烈仰の）成部であろう。外厠は、 Jll料部タテハケ、底部ナデ。内而はナデか。胎土は灰

黄褐lOYR 6 / 2を旦し、石英 ・!{:石あ り。

5は甑底部片。外而は、底部1111]而ユピオサエ以外訓整不明。内l(JJも別滅で濶盤不明。戚部の穿孔は l

個。胎土はにぶい褐7,5YR5/4を塁し、 1り［刈石多し、 石炎 ・妓石ありの生駒11り麓瓶胎土。

6は庄内式甕片。外而は、口釉郊ヨコナデ、訂部タタキ。内面は、 口縁部ヨコハヶ、 Tri部ヨ コケズ リ。

胎土は黒褐2.5Y 3 / 1を出し、角l刈石多し、布英あ りの生駒幽麓照胎土。厨樟IITT'l:下にタタキをmすヨ
コナデがないものは庄内式期後半に多い。

7 は甕片。 訓整はヨコナデ。 胎土はにぶい褐7. 5Y R 5 / 4 を星し、 イ［英 • 長石あり。弥生II屯代後期

～庄内式期か。

8は弥生：：K器甕片。間整はヨコナデ、外而に残るハケはナデの後、胴部タテハケか。))牛I::はにぶい,,,,

橙lOYR 6 / 4を呈し、石淡・此石多し、黒成母あり。受け口状の口緑彩は河内V-3様式に多い。

9は弥生寸淋や小型の甕か鉢の破片。外而は、日縁粁IIヨコナデ、胴部タタキ。内阿は、口縁部ヨコナデ、

胴部は磨滅のため不明。）l台土はにぶい褐7.!iYR5 / 3 を星し 、 石英 • 長石若干あり。弥生11;,,代後期後

半か。

10は弥生土怜祁詞片。外面は、 脚蹄タテミ ガキ、材部ヨコナデ、そのが記刺突必 1列。内而は、上端

叫反充填の剥離痕、脚柱部はナデ。胎；I:: は橙 5YR6 / 6 を星 し、角 IXJ 石• 石英 ・此石あ り。柱状の訂

坪脚は弥生時代後期前後か。

11は高坪脚裾部）屯。外而は、タテハケ後タテ ミガキ、端面は沈線 1条入り、上端に刻み日。内而は

部ヨコハケ、下音l涅5ヨコナデ。jj台土は橙 5YR6/6を呈し、 ・艮石 、石炎あり。明確に屈rlllして柱状の脚

柱部を持つi碕坪と思われるが、そのタイプは河内V様式後半~VI様式前半に多い。枷鉗部が上方に拡張

しないのは新しい炭紫か。

12は弥生土梱有脚猫。外而、口縁惰ISはヨコナデで軽く沈線が入る、その他はタテハケ後タテミガキ。
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身部内面は、 口縁部ヨコハケ、胴部ナデ。脚部内而は上部絞り痕残り、下部はヨコナデ。三方透かし。

胎土はにぶい橙7.5YR6/4を呈し、石淡； ;L-t; 石あり。広く近畿地方に分布する右脚細顕狐が趾烈化

したものと考え られ、弥生1時代後期～庄内式期頃にありえるが、 その中では古いものか。

13は鉢片。外而は口縁部日コナデ、 1本部は）料滅するが、タテミガキがわずかに残る。内面は、口緑部

ョコナデ、1本部は府滅するがナデか。胎：I:: はにぷい鉗粉lOYR 7 / 3 を呈し、石英• 長石あり。口縁部

が外に屈曲する小型の鉢は河内V-2様式~VI-1様式にあり える。

14は鉢。口緑に日コナデが残る他は密に ミガキ、内而胴邪下半にタテミ ガキがある他はヨコミガキ。

胎土は褐灰10YR4/lを塩し、石英・此石あり 。口緑部が内究する鉢は河内V1様式に一般化し、庄内

式期前半まで残るが、ミガキが密である事から洲内VJ-]様式頃か。

15 は土師器直に1盛片。 外面 は 1科滅し欄腋不明。 内而はヨ コミ ガキ 。 ）l和,~.は橙7重5YR 7 / 6を呈し、

長石 ・石英・ 赤色粒行干あり。内而にミ ガキがあるのは珍しいが、庄内式上梱の直lコ戒と思われる。

16 は壷片。 外面 は、 顕部タテハケ、訂部との悦に枠状工具による断続的な 1川線。 訂晋II は /j◄/滅するがミ

ガキか。内面は、 歎部上半ミガキ、下半ナナメ Iヽ ケ、訂部ヨコハケ。Ha上は橙 5YR6/6を呈し、石

英• 長石あり。河内Vl様式~&内式閥］か。

17は弥生土化怜, 1'1cJヤ 。 外而は、 「！縁部ヨ コナデ、~(部タ テハケ 。 内而はヨコハケ。 胎土は灰賀褐lOYR

6/2を呈し、 投心 ・石英あり。無文化した広II灰v:拇iii'化の系統と息われ、河内V-1~2様式ガ。

18は土師器壷片か。外而は、タテハケ後)]11,J部にまばらにヨコミガキ、訂部に波状文。内1(1jは、 頻部

コハケ、胴部ヨコナデ。胎土は灰褐7.5YR4/2を品し、石英あり、艮石オ'r「あり。「ド内式期の1JIIflfli 

の広口壷と思われる。

19は弥生土器:iM i~研IS片か。外lriiはタテミガキ。内而はナデ。胎土はにぶい黄褐10YR4/3を止し、

長石 ・石英・黒裳母あり。

20は手焙形土器。外lriiは、胴部上半ヨコナデ後鋸歯必｀刻み11突滞とその上下ヨコナデ、胴部ド半ナ

ナメミガキ。 内而は 、 殴い部との災に ヨコケズ リ、 Jll11j 惰 I~t 乎·ヨコナデ、下半ナナメハケ。 胎上は灰褐7 . fi 

YR4 / 2 を呈し、石炎• 長石芯ードあ り。河内vr様式からIt内式期のものだが、鈴の口縁部状の部分が

ないまま覆い部につながる形や、鋤紺文は新しい災索だが、刻みH突幣や小さい底剖I(;I: 占い炭素と 1~i- え 、

庄内式期前半叫カ・0

21は弥生土批甕片。外面は、口縁部ヨコナデ、）l111Jf11げタ タキ、全体に煤附滸。内而は、 11緑部ヨコ）ヽ ケ、

胴部ナナメハケ。）j台七はにぷい黄橙lOYR 7 4を呈し、石炎 ・蛤石あ り。河内v-2様式から）上内式

期まであり える小槻で口緑が最大径になるものである。分削成形。

22は弥生土i;i:~烈＆片。外而はヨコナデ。内面はヨコハケ後ヨコナデ。Jlt」:.:iまにぶい黄橙lOYREi/4を

呈し、石英・ 品石若干あ り。弥生時代後期、特に河内V-3様式に多し。

23は弥生土梱甕底部片。外而は、）JI叫部タタキ、底部側而 ヨコナデ、）氏部ナデ。 内而はナデか。 弥生 II~:

代後期～庄内式期。

24も弥生上器要）i研ISJ'1-。外両は、タタキ、底部はナデ。内而はタ チハケ。胎土は橙2.5Y R 6 / 8を

呈 し、長石• 石英若干あり。弥生II屯代後期～庄内式期。

25は弥生土甘怜窃杯身部片。外而は、 上半ヨコハケ後タテミガキ、下半タテミガキ。内而は｀上半ヨコ

ハケ、下半タテミガキ。）j合土はにぶい貿税lOYR 7 / 2 を呈し、石炎 • 長石あ り。我部上半の外反が強

まっており 、河内VI様式か。

-241-



26は弥生士悩小型鉢。その中でもかなり小型である。外而は、 1本部ヨ コナデ、底部側而ユビオサニ、

底部ユビナヂ。内雨は屈蹄からナナメハケ後ナデ。））台土はにぶい翼橙lOYR 7 / 3を品し、石炎 ・fを石

わずかにあ り 。 ここまで小 さ く材邪形限が深めのものはかえって ）王 内式期に多いが、 底音,~の形態は古色

であり、庄内式期始め頃か。

27は弥生土器附底部片。外面は、胴蹄磨滅するがヨコミガキ残る、底部側而から底部ナデ。内面はナ

ナメハケ。胎土はにぶい黄校10YR7/3を呈し、石淡；此石わずかにあり。

28は手焙形土揺）］月部片。外面はヨコナデ、胴部最大径部分に刻み日突幣。内而はヨコハケ。胎土はし

ぶい黄橙10YR7/3を呈し、石英わずかにあり。

29は弥生土器喪片。欄腋はヨコナデ。外面煤附炎f。)l紅：：は褐7.5YR4-/3を呈し、角I刈石多し` 品

石・石英あり の生駒四麓産）！釦工。

30は弥生上器甕か鉢の底部片。外而はタタキ、底部はナデ。内面はクテハケ。胎土は灰紺褐lOYR 5 

/2を呈し、 黒訟母・ 石英 ・此石あり。弥生時代後期後半～庄内式期。

図146-1は弥生土器梱台口緑片1o J::. 而はタテミガキ。亜下口緑はヨコナデ、下而はミガキか。亜下

口縁外面には、 樅j;J=j¥'i柚線文後、三煎竹竹文を並べ、それを斜めの沈線でつなぎ辿続蕨手文状にしている。

胎土は灰黄2.5Y 6 / 2を呈し、石拠 ・此石を含む。弥生時代後期頃か。

2は弥生土樅甕。外而は、口縁部二段にタテハケ後軽くヨコナデ、）］卵I止は所岡「長いタタキ」でタタ

キ板でハケ状になでる庄内式のfl)I,)整であるが、タタキ板は荒い弥生号とのものである。内面は、「l緑部ヨ

コハケ、胴音IIナナメハケ、 J,f i~IS ヨ コナデ。 胎土ば橙 5YR7 / 6 を呈し、此石• 石炎豹干あ り。立つn
縁や球胴化傾向の）JIJJ部など、庄内式併行のV様式系翌もと思われる。河内Y1様式にもありえる。

3は弥生土伶切＇砂杯材部片。）．狂滅するが、 1問整はヨコナデ後ミガキか。残存拙く口径不明。胎；I:: は橙

7.5YR7/6を旦し、石炎 e此石；赤色粒あり。河内VJ様式頃か。

4は弥生土梱翡邸）脚枷部片。外面は」：方タテハケ後タテミガキ、下ガヨコナデ。内而ヨコハケ後まば

らにヨコミ ガキ。IJJり方透かし。胎土はにぶい貨橙lOYR 7 / :~ を呈し、石英 ・艮石 ・角l刈石あり。

叩II/成 11ガMlll \ \ l \~11!1

歪~ I
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ー・・・!---. ーーニ 8

d
 

、ヽこ ;.!I

。
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図146 確認調査046土坑出土遺物
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5は弥生土柑雑Ill拇（邪か。外面は顆蹄タテミガキ、口緑端面は料滅するが縦位の櫛描列点文らしきもの

あり。内面は、上方ヨコナデ、下方ヨコミガキ。Jl台上は橙5YR6/8を塁し、石英あり 、此石わずか

にあり 。河内IV-4様式頃か。

6は弥生土器鉢底部片。I#滅し、底部側而のユビオサエと底部のユビナデを残すのみ。胎土は浅質橙

10YR8/3を呈し、石英 ・此石 ・白咬薗あり。弥生時代後期か。

7は庄内式翌口繰部の小片。訓整はヨコナデ。胎土はにぶい質橙lOYRG/2を呈し、石炎・此石あ

り。生駒西麓産ではない。

8は弥生土器甕戚部片。外而は、 胴郊タタキ、底惰II側冊ヨコナデ、底部ナデ。内面は、左上がりナナ

メナデ。胎土はにぶい設褐lOYR 5 / 3を呈し、角閃石ら石炎多し、長石ありの生駒酉蒻荊)jf:i..Lo

(5)小結

若干の混吼はあったが、後の間企から検HiE、すれば、おおよその事裳関係を把抑する-l]f.は出米たと百え

る。また、 潤登時の時期の拙足も、姑本的には後の間芥で辿．在でき、オ鼻肝は生じなかった。

結果、建物が 1棟検出でg、古瑣II寺代前期の辿物が割合艮く見られるなどの成呆があったと百えよう。

oo-3トレンチの第2面が2面である事は023W,'.から帷し平瓦片が1忙ー＼土している引、からも必付けられ
る。ただ、 023/1'位は泥方位を向いていておかしくはないが、 018溝の方向性は解釈しにくいものがある。

00-3 ト レンチの第 3 趾 • 第4血として検1廿した辿構は 4而のもので、第5J1•;1 J.:. 而が4而である。そ

の面の遺構では、建物 1は02-3 -2トレンチの4ー建物 1との位附l栂係から飛、鳥時代のものと見て

ぃ 。 柵列 1 もその可,1~性が弧いが、 i!i'閥作とも建物／悴とも方向性が一致しないl]f.にやや疑間を残す。010

柱穴から出土した土訓l#怜小捌描から、弥生時代後期に属する辿構ではないとは行えるであろう。

044溝は飛島時代i¥'か群に属すると息えるが、不腋形で方向性が不明確なillと、 4一方形周溝磁1と位

置的に近い4jt、から、方形周w;喝~の料'i'の可能性もある。もしそうであるな らば、方形周iW1:硲群が存在し、
しかもそれが弥生flむ代後期から）出内式期前半まで存続していた印になる。

045溝は4-286料位の続きと考えられるが、かなり蛇行している印になる。また、 02-3 -3トレンチ

で、底部の レペルが一段下がった後、 このトレンチでもさらに低く、 4-288/'1¥やとの父点から面京側は、

南東方向に）氏部が領斜していると'i--tえる。02-3 -::iトレンチ米側で交わった溝群の最終的な排水方向

の有力な候補と甘える。出土辿物は基本的に弥生土僻だが終末期のものが多いのが特徴的である。しか

し溝自体は飛鳥1時代のものと見て冊迩いなかろう。

046士坑ぱ庄内式甕の破片が出土し、その時間のものであろう 。弥生時代後期の辿構群に継続する。

井戸の可能性が強いが、弥生時代後期の井戸と形態が辿うのも時期差を示すのか。址没後のJ.ill甕も庄内

式期のもので、土器には時期差は認められず、埋め戻し後の祭祀に1剥わるものであった可能性がある。

また、 7)f,1の砂府の下血を確認したのも成呆である。東側での2001年度欄究でも確胞されており、し

ずれもT.P. + 10~10. 5mの中に収まり、さほど閻低差のない古土壌がある程疫の範囲広がっている祖

が確認でき たと tiえる。今のところ辿物的は~,!}られていないが、糾文時代後期の而である可能性がある 。

遺物では、00-2トレンチ第 1面の米西t開の一つである001村Ifから出土したl-!1野土悩は (I凶J,14-2)、

人名を記した可能性が籾く、当辿跡の山柑土器の中に属人猫が存在するり「・を示すものとしで以砥である。

以上のよ うな成呆が見られたが、範囲が狭いが故に）約キの把趾が難しく、時期の拙測にも限界がある

事も認識された。また、oo-2トレンチのように、辿棉のほとんどない部分に当たる事もあるのが確柊
調査の危険性と甘える。

-243-



第w章 まとめ

1、船橋辿跡の地形環災の復元（区1147)

調査地点周辺は、細文時代晩期までに堆和した屈厄 2rnを超える砂肘が広がっており、それが純文晩

期以降の基本的な地勢を決定している印が今回の間査で判明した。

船橋遺跡は広い面租の辿跡ではあるが，辿跡内の地形珠泣に閲する汽料は少なく 、その労娯も辿んで

いるとは言いがたい。許しく分析するには紙数が限られるが、 ここで簡単な見通しをつけておく i-JT・は必

要であろう。

(1)砂層 (7)晋）のi構造
7層は、 堆札lli1位としては幾つもの砂Jfjの集合であり、そのIードでも上部と下部に大別できる。下部は

横同士が斜めに切り合う 構造であり、 （沙粒の供給方向は『拘•から 、 全て幽側の府が東側の ）01を切る。自然

堤防流路側側而の堆梢状況のよう で、流路がl虹に移動しながら形成していったものと考えられる。砂粒

は粗砂～小礫を主体として粗く` 今のところ辿物は全く 見られない。

上部は、 多いところでは 4.}罰ほとの沢なりが確昭できるが';I;~本的に飛）f'i的に堆校していってお り、

下部と比較するとかなり水平の堆積である。ラミナも水平に近いものが多い。砂粒も l憎ISより細かく、

粗砂～細砂が主体で，一部にはシル トもある。）Ml話は四1rlllが)!/いものが多く、納呆的に間j査区内では西

側に微高地が形成される。砂拉も西側が机く、東側は細かい。供給方向は南西からのようである。糾文

時代晩期の逍物をわずかに含む。洪水時のシ ;J..=トバーが誼なって形成される自然堤IWの堆梢である。

(2)旧流路の拙定

以上の 7見1の状況をJ,しれば、流路が翡¥j登Ix贔．内を両に移動してい送、少なくとも純文時代晩期の一1時期

には調査区の両隣にしばらく留まり ，そこからの数回の洪水によって調査l.X:内両ifll)O)微森地が形成され

たと考えられる。では、その流路は辿跡内をどのように通り、どの程｝父の期皿存続していたのであろう

か。次にそれを塔えていきたい。

現大和川の河川内で過去に訓介が行われているが、その成呆を兄ると、ちょうど間森区の1¥i1lll)あたり

に、古土壌と考えられる府がなく、砂府しか確認されていない トレンチが集中していることに気づく 。

（図147-A白丸）閻芥者は視大和川が河床をえぐったものであろうと推測しているが、 帳140mほどの

砂層が南東から北四に硯大和川を枇切っていると凡て艮い。大利川北／＿；！：では調芥区にかかりつつその直

側を通る形になり、南J袷を見ればそれに続く河川の作用によって形成された地形の痕跡であろう耕地Iヌ

画を見出せる。(B)I附からしても中小河川の氾濫原としておかしくない規梃であろう。

それらにより椎定される流路は、国府・台地の束裾を北上してきてから (C)四に蛇行し、台地北端の

北側を西に直進してから、 北へ人きく蛇行し、硯大和川の中で緩く西へ蛇行して、間査区の西側を北四

へ抜けるものと考えられる。現大和）II河川内の間査では、もう 1ヶ所、両側で砂）団しか確梱されない ト

レンチがかたまる部分があり， (D白丸）それは、 硯大和川]y;JJ状の北側に大きく 血も行する惰IS分から分岐

した流路が北西に抜けていくと労えると理解しやすい。また、さらに両の大井の集落は、東から北に反

る三日月形を呈しており、 (E)そのような形の微甜地に乗っていた可施性が科く、その1敗j¥'/j地を形成

した流路がさらに分岐していた可能性が翡い。 (F) 始めの流路は現大和川 北,~~の耕地区圃に痕跡を残
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図147 船橋溢跡の地形環境復元案 (SーI/10000) 
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さないが、 後宅二つの流路は北J沿に条旦地割が乱れた部分を残すため、(G)西へ分岐するものが時期

的に新しいと誰測される。

東側から国府台地の北端を回り込み、その北西側で流路砥遥を菰ね網の目状の舞没地形を残した流路

が存在した事は、以上の事から確爽と考えられるが、団）符台地の釆裾には、そのような流路の源流と考

えられるよう な規模の大きい開析谷がない:{jT-から、この流路は石川が大利川と合流するより少し上流側

で石川本流から分流していたものと考えられる。

流路が変遷を痙ねつつ何時まで存続していたかは、 2000年度の船橋辿跡00-1の製究で、現大和側南

岸で検出された平安時代後半の流路が参考になろう 。(H)この流路は小規樅なものであるが、自然提

防上に用水路が走る,1:r.から兄て、‘常時流水のある流路と考えられ、 完全な地没は12枇紀頃である。

その調査地の南哀側で北条の小規捩な集落が流路拙定位俯上に立地している。(I)この集落が徹邸

地に乗っているのなら、その微闘地は流路を塞き止めるように形成されたものと考えられ｀それにより、

流路が廃絶したと拙測でgる。

(3)微高地の推

上述の流路が、 同府台地の取1UIJからn'「．接には北上せず、直へ蛇行してしばらく直巡するのは、微11,'.li地

にさえぎられたためと拙測される。先述の北条の集落の北側でも、弥生時代後期の住店が確認されてい

る事から微高地の存在が拙測 され、(J)各時代の辿構の分布は、かなり大きな微闊地が辿跡内の)}J取

部付近にあった州を示唆しているようである。

その核と なるのは、大和川と石川の合流点四側に出来ていたはずの肖然堤防であろう 。(K)長iii!!}I I 

の左岸付近には、 川筋が固定化され、天井川化していった際の自然堤防より西側に、それ以前の氾濫）瓜

の西端を示していると思われる地割が残 り、 (L)そこには完新・Ill:段ff.Iiが形成されていた)印能性が問

い。

そのライ ンを南東側に延位すると ｀硯大和川),}(J:'j1の船栃の集落の京側に至る。(M) 自然批防の先端

がそこにあった可能性があ り， おそらく、船柏廃寺(})すm俎位骰とされる付近 (N) までがその自然堀防

の範囲であ り、 微研地の核として、iJも古くに形成され、 一番安定していた蹄分と、思われる。

微高地がそこから西に拡大していくのは、大和川 ，石川本流の作用ではなく、先述の石川分流の作用

であろう 。今回の欄査で 7府下部が、流路が洒1111]へ移動していくような構造であるのがそれを示す。先

述の自然堤防の両側に次々とシュー トバーが狙なり拡大していき、その北西側は微窃地が手の指状に枝

分かれしてその間に後秤湿地をはさむような地形だったのではないだろうか。縄文時代晩期には削i'iJ査l

の微高地と後秤湿地をそのセッ トの西端として (0)いったん微問地の拡大が終品したものと思われる。

当センターの船橋辿跡00-1の閻査は、その微闘地と国府台地にはさまれた流路がれlrfc平野に出る地

点にあたり、 極小批樅の扇状地的玖l:i:Jlができたのではないかと推測される。流路の公造が激しく、その

ために土地利用も水田や硲域など色々と変化したのであろう 。徹窃地の南四端付近での弥牛時代ー平安

時代の環境と口える。

遺跡内の西側には流路が分岐した J-1りの部分に各々微窃地が存在したようであるが、 (P'Q)その実

態は遺構・ 辿物の確懃が少なく 、不明である。徹窃地Pに関しては、弥生時代後期と古瑣II屯代1前期の/"・

構がわずかしこ確膀されている。また、大井や北条の集落が乗る徹闘地は形成時期の新しいものであろう。

遺跡の南側では、1国IJ仔台地の段丘凪下で占坦時代前期の住府が検出されている例があり 、(R)そこ

から石川分流の氾濫）訊まで'~与干平担地があ り、その11りにり五新IJJ:段丘屈が存在した宵能性がある。(s)
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この段丘崖と・艮瀬川の段丘凪はその形成時期がrHJ)畠ではあるが、縄文時代晩期に続く時期であった可能

性があるのではないだろうか。流路がある程）此安定し、微高地への堆狼物の供給が減少する事がそれを

示唆しているように凪える。

船橋遺跡の中では｀栂文時代晩期頃に以後基本となる徹地形が形成され、最大の微窃地が南東部にあ

り、その上に各時代の辿樅が集中する。船棺廃寺はその微窃地でも泣も安定した部分に占地しているの

であろう 。弥生後期から古瑣ll屯代前期の辿構がその微窃地上で広範囲に広がるのはシュー トバーが爪な

り合った微窃地上の微地形の中で｀各々の適地を遥んで小さな単位が分散していると考えられる。

また、微窃地の拡大の原因ともなる石）IIからの分流が、西側では時期により大きく流路を災えながら

も、遣跡内を南康から北西に横断し、平安時代後半頃まで存続しでいたらしい叩も判明した。その研は

周辺に遺存する条旦制地割の施行 ・拡大の過程とからみ呉L味深い間姐である。

2、縄文時代晩期

7層上部の砂恩が縄文時代晩期のうちに堆散し、閻究区西側に微闘地が形成され、いったん地形環境

が安定する ようになって、土壌形成が進み、辿構が見られるようになる。7I岡上部に祉含される土器の

最新のものは縄文時代晩期終末の品原式であり 。6而で検出された辿構にからむ：I::~; も長n;t式である。

微高地の成立から土様の形成までが認原式期の中で巡行しているわけで｀その」：：牲形式期の時間的此さ

を示唆する。

しかしま た、 6面の士器 l・2が弥牛土悩の影隈．！を受けていると考えられるのも］「（涙である。追跡周

辺では、弥生時代前期中段階の辿物が沿-,c!見られ、前期新段1杓りで集落の進出が本格化するようであるか

ら、その時期には微研地と後将湿地が交鈷する船愉辿跡は水田11り発の対象地となったであろう。長）J;(式

土器を使用する梨団が、水田稲作に参圃 しでいないのであるなら。辿跡内を占有し活動していたのはそ

の時期より前で、かつ｀］が生文化と交流のある時期とすれば弥生時代前期古段階から中段階の間に1)(:

行する時期 と甘える。

遺物醤が少ないので、確定的に考えるのに紅険はあるが、あえで日えば、7 /fij出土の土器が生駒西麓

産以外の胎土もあるのに対し、6而Ii¥土の土料が全て生駒西魏旅胎±であるのは、縄文土器を使用すZ

集団の拠点ntJな地域が、しだいに縮小していった州を示しているようにも息える。

7層出±のサヌカイ l、製石器は、ほぽ縄文時代II兒期に限定で送る石怜伶群としで真瓜と甘える。比較的

に小型で、 自然翡I]れも生じているような礫を原材として使用している耶と、製作途上で失敗するとある

程度の大き さがあっても廃染しているのが特徴と して栄げられる 。 ＝上山周辺地域の自家il'l ~1的な製作

環境と言えるかもしれない。

今回の成煤は、縄文時代晩期と甘っても 、人阪平野に弥生文化が到述し｀しだいに拡散していく時期

に、ようや く水田稲作に適した政t椛が成立 • 安定してきた辿跡l村に、つかの1闊残された縄文時代最後の

痕跡と評価で送るのかもしれなし。

3、弥生時代後期～古墳時代初品

(1)居住域と蒻域の1構澁

井戸と方形周r:,賢心の存在と、飛島時代溝に大批に含まれていた弥生土怜から、居住域と砒域が存在し

ていたと推測できたが、辿構 ・辿物の分布は、上音仰の祉含府を除けば、
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る。また、西側でも02-2トレンチ匹半北側の3-450/WJ: では、含まれる弥生：1-:_)r, 祁の批がかな り少ない。

それが居住範訓のほぽ北限を示していると し、南限は方形）r'll溝硲 1までとすると、居住城は井戸の分布

する周辺の径わずか30mほどの範囲に限られてしまう事になる。:Jl/1測される微問地の範囲からは矛府は

ないが、 単独で集浴を成すものとは思われず、かつ辿跡内で同時期の辿構が各所で確胞されている状況

を考え合わせると、そのような単位が微窃地上の適所に散在しているような訊観を想定で送る。

方形周溝墓は小捌のものが1砧検出されたのみであるが、そのような爪位：に隣接する磁域であると考

えると、さほ ど火きいものではないと息える 。 現大和川で対/~社にある船柏辿跡00-lの欄介でも方形周

溝墓群が検出されているが、庄内式湖ー布留式期と時期も微妙にずれ、そこからこの間査lざ：にいたる広

大な墓域があったとは考えにく い。ただ、方形周滞磁周辺でのみ若干の庄内式土悩が見られるがを考え

ると、 居住域自体は河内V-2様式期から河内Vl様式期まで終わ り、 諮城のみがその後）―じ内式期まで存

続していたと労える事もで送そうである。

(2)井戸

5基の井戸からは↓も好な一括狩料が得られただけでなく 、井）i廃絶II寺の作業を似冗的に考える事もで

きた。それぞれ土悩の悩種構成や廃瑚の仕方に徹妙な;だがあり 、個別的であるのも特徴のつである1） 、

共通する特徴をおえると、

井戸最下層までプロック七で、機能時の堆紐が残されている例が少ない。

土器の投棄 ・肌納がある。

土器の破片は井戸内に全てが入るわけではなI,,'。

埋め戻し途中に板数1111I:'..~ 枯片の投菜がある。

土器の器種構成は •長隈fjii1'化が中心的である 。

などが挙げ ら れる 。 ~1~巨廃絶時の様祀例として瓜要な成果であろう 。

5基の井戸は狭い範,mに分布しているが、特に :3-387・413・510の3ii,~ はほと んど隣接したように

集まっている。このように近い位Ii作ではjiiJII寺閲Jf-)1;存の可能性は少ないだろう。辿物からは井戸は河内V

-2様式からVI-1様式までの11¥Jに収まるが、その中で時期を限定できるのは 3-496が河内v-2様

式、3 -510が河内v-:~ 様式、 :3-4]2が河内VI-1様式と 見られる。
中央で集中する 3基の井戸はt樅創年の 1形式に 1t品ずつ"{{, 任していた可能性が,ili(、各時期にl~

2基の井戸が存在していたとおえても艮いのではないだろうか。

だとすると、ここに1心住していた集団は、そのような数の井） iを共Mで使川する規松であると考えら

れ、家族のような泣小規似の集団を想定しても艮いように思える。

(3)土器の構成

井戸祭祀の関係と、磁城の存在も影押しているのであろうが、全体的な悩柚構成でも、 •般的な集落

の例に比べ、 流の比砕fが閥いと、1ぶえる。武とほぼ同数を数え、どちらも全体の25%ほどを占める。

甕は口縁が受け1-1状に屈血するものや端部に而を持つものが1」寸［ち、 Jll叫部タテハケのものも一定数あ

るよ うだが、 破片数的には少なく 、タタキ甕が圧倒的である。

壷は長頸壷が圧倒的に多く 、17緑）ヤがFlii.つ広11砥と())り餡年は 5対2ほとである。

供膳器は高ti;が主体で小塑の鉢がそれを袖完するが、数は少なく 、1割に満たない。他に器台や甑 e

蓋などが少数あるのが全体の状況である。甑は底部穿孔が複数あるものが1」立つが主流ではない。

胎土で目立つのは生駒西麓産のものである。全体でも 3割ほとになるが、甕 ・壷で比率が同く 、4割
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近くなる。ハケりもでは 7割を超える。しかし，¥'/j杯さ鉢では 1割前後しかなく、烈沸粉と貯蔵岱において

好まれている ようである。しかし血に関しては、井戸で完形に近く 個体把握で送るものに生駒西麓窟は

少ない。実用的な場で好まれているのであろうか。

その他、中河内低地産と息われる胎土と、 1ボi河内旅の可能性があるものもあるが、その 2所（の）］台上は

全ての破片で正確に分別でさるものではないので各々の比率は不明である。ただ、生駒西菰照胎土力

割程度存在ずるmを凪えば、 3種の胎上が各3刺ほどで均衡を保って構成されていた可能性もあるかと
思われる。

船橋遺跡は3柚の胎土が由来する 3地域の境界卜.に位四しているとも甘え、どれをも って在地の胎土

とするかは決定で送ないように思う 。ただ、生駒両麓瓶の七器が、I]1i~ 使う供jJ善器と，祭祀的に使mさ
れる壷において比率が低いのは、限定された 「I(Iりで災用性の研い製r吊として祁入されているともおえら

れ、そう見れば客体的とEえるかもしれなし。

また、確実な辿1悩地域からの搬入上器が杯在しないのも一つの特徴と百える。

(4)遺跡内での位皿付け

今回の調壺区での弥生時代後期の状況は、 住府址などの町扱的な辿構は検出されなかったものの、家

族単位のよ うな小さな集団が、独自の磁城を隣接して持ってつの居住城を構成していると考えられ、

それを微高地全体に敷術できるとすれば、 /l'X村のような集洛の以観が復元で器 る。

しかし、 その立地は微邸地縁辺部の枝状部分であるので、その地形にlllll約された特殊な状況であった

かも知れず、 辿跡内徹甜地の中心的な部分には規梃の大きな集住城がイ―f~在した可 fl肘性もあるだろう 。

搬入土器の不在も集格の中心からはずれている ~J,: が反映しているのかも知れない。

ただ、そのような単位．の存在がj!ljI 月した事と、 ~ 1~ l日 ）褪絶 IIかの様祀の状況がつかめる ft料が得られた半

は、大きな成呆だと ij・ える。

4、飛鳥時代

飛鳥時代の辿構は全て飛島l1期のものであると見て良い。十悩編年においてのそれ以上の時期的細分

が不可能である事は、辿構の切り合いとIii土土描の比較から先述した通りである。

その中で、 切り介いから火別すれば先行するWU作と、後出する、七坑なとを伴った建物罪に分けられ、

溝群からは大規棋な平坦J批造成の可能性が、土力'Lを伴った辿物群と辿物からは 1皇．芸生澁に1剥わる工））｝城

を兼ねた集落が成立した可能性が邸い事が明らかになってさた。

また、この時期に正ガ位を向く辿構がない,)lも一つの特徴である。

(1)溝群

溝群は方位性が若干媒なり 、直接nりなつながりが検出されていないJjf.から、束両の 2群に分けられる

事が判明した。西群は建物禅との切り介いからそれらより先行する別が確尖であるが、東群は辿物との

切り合いが確認されたものはなく、方位が直群より建物に近い平、平行する3-154• 572/¥附が皿路辿構

の可能性がある引などから、建物／罪と併存していた可能性もある。

さらに西拌は 1-zss・286溝が洵康方向に1氏が仰斜し、 3-150溝が北京方向に傾斜しているlji,、そ

して、 3 -446/.¥階が、中央が閻く、両端が下がっている事から、 :3 -447/W,¥のように直通する料If:がありな

がら、 3 ー 建物 6 がある付近を災として、北西側 と南東側では最終的な排水方向が~!i!,なるものと考えら

れ、その点でさらに細別でさるかもしれなし 'o
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少なくと も西群は削＇:掘削時点で多くの弥生時代辿棉を削平しているむは、溝内か ら大址 (: ~le\土した弥

生土器から確爽で、弥生時代辿構に井戸が辿存しているのに住屈址などがない原因は、溝掘削前後、i

没以前に、 溝群のある範囲でかなりの而的な削平がなされた事によると彩えられる。

その事は溝の机ll'Jりがそういった平坦地造成地業に伴うものであったUT-を傍梱するとともに、その開発

がかなり大規校なものであった叫を示す。

溝群は直交するものに切り合いがない祖や底而の レベルに一四性がない事などから、用水路ではない

事がほぼ確実であるが、そのJhill'JIJと前後して大規樅な平坦地辿成が行われているらしい事は、 ii悩群がそ

れに関わる 目的のために掘られたものであるlJJ.を示すと考えられる。

その考え られうる用途は二つある。第ーは、辿成前のI'「1凸のある自然地形で湿地状になっている部分

から排水し、 i泡媒させる事である。

第二は、 それらの溝に水を梱め、造成面の水平をとるための邸wとする事である。水平をとるために
水を使用するのは最も粋遥的な方法であり、縦杭に交叉した溝群の形態は、而的な水平を とるには遥し

た形であろ う。

問題は、 何故、 それほと念入 りな平坦地造成が必炭であったかである。その後に成立するのがエ切域

で、ガラス小玉製作の炉や、小鍛冶の炉が作られるといっても、それらにそれほど厳密に水平な立地カ

必要だとも思えない。

おそ ら く ぱ後に続く建物群が短期間で,~辞絶する叫が当初から1r1・1叫されており 、その後の生艇性の窃

い耕地の造成などを見越した腋備であったのではないだろうか。その点で、訓査l叉悴！東側で、わずかで

はあるが、 溝群と方向性の近い、飛島時代に遡る可能＇性のある耕地の痕跡が検出 されたのは買誼である

と言える (32P, に先述）。

また、 今回、 この溝群から多く 出土した弥生上器の中で、完形に近いものや、その場で割れたような

状態で出土したものがあったUは注F1できる。「風上記」 等にも古代に古瑣時代や弥生時代の辿物が出

土した記録があるように、当時の人々が地中から出土する考古学的辿物を特別なものと して扱ったのは

当然であろ う。ここでも造成の途中で出土した比Ifけれぬ器を、残りの良い幾つかは丁咬に掘り出し、最

後に埋め戻す溝の巾に入れ、肖び地中に）人九したのであろう 。当時の人々の梢神活動の一端を示すものと

言える。

(2)建物群と附随する辿梢（図148)

工芸的な生荊のエ切城と考え られるものである。すh1!立柱建物と、 それに附随するようにある、炉下部

構造の可能性のある」こ坑とが主要な辿梢である。

建物群は、 3ー建物 1が、現代廷物枯礎による空白もあるが、他の建物からやや離れている。東隣に

位置する （窃捉2-2)の問許究でも 2棟の辿物が検出されてお り、それらと方向性が合う事から、某側

に別の一群があり 、それに属すると凡た方が艮いよう である。それに対する四群は、 3ー建物6・ 11・

12を中核とすると見て良いだろう。その南稟立1/,)は4一楕列 1が倣前I)となる。

しかし、 両群の中でもさらに細分が可能である 。 4 ー 建物 1 き ~I冊列 1 ; 確認欄査建物lはそれらでは

方向性を合わしながら中核とはやや方向性が異なり 、芳干の空歯地もある。ま た、北西部分では特狐な

構造の 3ー建物 9をl"lと考えれば、それより北西側の 3一建物3・8・10は別群であるとも1-4える。 3

ー建物9の北西側ラインからほとんど離れていない 3ー建物8・10は方向も合うので中核の群に附Iり肘

ると見ても良いが、やや離れる 3ー建物 3は方向性も共なり、別辟に属していた可詭性が窃い。
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3ー建物 7は方向性が大さく異なるが、小型の建物でもあり、 イ立i釦渕係から中核に附随すると見て↓↓

いだろう。4一廷物 2は少し判けれるが中核と方向性は合い、それに附100する可能性が同い。

まとめる と、間査区周辺では 3一建物 1が属する末郡、 3 一紐物 3 により想定できる北四~,,~、 3 -建

物6・11・12を中核とする西辟の 3群が想定でさ、西群の中では中核となる1拌と、 その周辺にl!f情’随する

群としての 3ー建物 7・8・9・10・4一辿物 2、中核と同じ区圃内でもJi村哀側で別の小l伴を構成しそ

うな 4ー建物l. 柵列 1・確悠欄究建物1がある、という事になる。

しかし、 3ー建物6に住穴を切られる 3ー建物 5と、それに択複する辿物 4は位m付けが困難である。
建物4も接近し過ぎ，建物 6との併存は考えられず、建物 5と、方向と炭の位骰をほぼ合わしているl]J

から、建物 6より後出のものとは思えない。すると料摩II艇凪没から建物群成立までの間に、この 2椋の処

物がかわるがわる辿てられた事になる。

正方位に近い方向性も特異で、地鎖など、なんらかの染祀に関わる短期的な辿物であったのであろう

か、と推測されるのみである。

他に溝と平行する 4-柵列 2のように、 iww:ドと同時期の可能性のある辿構．も存在するiJ(. も、られてはカ
らないだろ う。

炉の下部構造の可施性のある —I·.坑は、 1 -150炉・ 162土-J/しが、 別の建物II糾こ附随していると兄れば、

おおよそ建物1禅周辺にあると見る軍ができる。:1-~ 83·687·707·708土坑は建物の角に近い位t府を山

める傾向があるようだ。t,','r,状・ 1―Lj形る此方形の一つの姐迅が突畠する h角形の 3種が確認でき、地土に

炭化物を含み';t_ill上途中に整地面があるなどの共通、点がある。ただ、具体的な上部構辿を考寮する脊料

を欠く。また、狐」ーに水成府があるなど疑liJJのあるものもあり、建物の数に比ぺて総数が少な過ぎると

いう疑問も ある。

工房域と して行っていた~Hは、．＇は物からガラス小玉の生殴、 小鍛冶、漆を 使）Tlした1JllI冴夕が考えられ

る。ただ、 それらの辿物は先行するlj'i{.1罪からもII¥土しており、特に北西側の 3-'150料／げなどに見られる。

建物西群の成立以前に北四隣桜地に以に工房域が成立していたと，凪われ、それが3ー建物 3によって宗

唆される建物北両郡になるかもしれない。

また、鉄滓紺'!は取側からの出土が多く、ガラス小土鋳捌片は 3-376住屈や 3-687七坑からの出土の

みならず、 Jal含lf1でも西側からの/_止しが多いので、東辟が小鍛冶、直群がガラス小軍生漁、と1罪によ っ

て分業がなされていた可Tl眈性も必えられる。

だとする と、 01-2 欄査,~の建物検出而はやや窃いので、本闊芥区米半の後抒湿地を挟んだ一つの徹

高地上に職種の辿う工房城があり, 3 -151・572構,rnが迫であるなら、さらにそのII.I]に近が配されてい

る事になり、 その点でも極めてrn・w1inりに作られたJ:房城であると打える。

しかし、 その中で使用されている土器は、供）］怜描だけでなく！欄且l!器も多くあり、むしろ一般的な集落

より比率が多いぐらいである。家族のような小集団伽に炊州を行っていた結呆であろう。

また、糸唸きの部品や櫛も出：卜.しでいる事から必えると、エ屁I'!りな性格だけではなく、梃めて 1」'ii¥'flり

な、 居住域としての生活もここで行われでいた可能性が闘い。

つまり、 工房域でもあり 、居住域でもあるという形煕が考えられ、炉の下1111構造の可能性のある3-

708土坑から完形に近い甑の他、羽釜などが出：：I:: した印はそれを依徴しているとも行える。建物の数i:

比して、炉の数が少ないようなのはその-1-jf;に）1!§1乱するのかもしれない。

しかしまた、当骸時期の井戸が確昭、されていないのは一つ疑間である。この時期に石川からの分流は
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まだ調査区の西隣あたりを流れていた可能性があり、そこから水が1がられるとしても、弥生時代にも井

戸が掘られ、 エ房という性格上水も多批に必要だったと息われるのにである。

いずれにしても、この.r房域は、北両側に想定される先行する工房域の存在から、平担地の造成、

房域の成立、降絶までの過程が全て飛島II期のIll]に行われたようで、なおかつほとんどの廷物が同時期

併存と考え られる事から、その存続期間は長く見梢も っても掘立柱建物の平均的耐用年数を越えるもの

ではないだろう。20年11IJほどか。それと酎圃的で大規樅な造成の可能性を必え合わせると、その成立に

は、なんらかの椛力機構の闊与があったと思われ、エ人集団は姐期Hりながら、家族のような日湖生活を

営む単位を甚本として、ここに）苫住していたとtlるのが妥当と思われる。

(3)土器

土師器と須思岱の削合はおおよそ10対2ほどである。

土師器では杯が突出して多いのは当然であるが、鉢が甕に次いで多いのが目立つ。1共Jj附榊的な杯形鉢

貯蔵器的な鉄鉢形魯K、閻理器的な把手付き鉢があるせいか。鉢を除いての閤理器と供膳器のIりI]介は 1対

2でかなり調猟悩が多い。

調理器では火にかける大形のものと して移動式恋と羽釜があ り、ほぼ100%生駒両麓産なのはその胎

土が耐熱性に1泌れている↓Jiを示すのであろ う。それが炊りTの中心となる。補完する甕は、 11径17cm以，、

の小型のものがほとんとで，南訓内）盛が多いと、iぶわれるが、床i'H込な胎上のものは少ない。ハケ喪が非梱

に少数で、胴部をナデで仕上げるものが多く、 すでに雨河内舟杓他の特徴がILiていると甘える。

他の土師器のほ と ん どが梢良な胎土でlM河内班と ！ぶわれる 。 り＇化類は非'i:i•に少ない。

供膳器で杯を補完する応牡不は、破片数ではどうしてもミ ニチュア窃坪が少数になるが、法屈11!・ill1Jiif@

な個体数では窃杯の半数にせまるほどで、単なるミ ニチュアではなく、イ~.し）l怜形慇の一端に含まれている

実用品の可能性がある。他の翡杯は、間整に布干の多様性はあるものの形態；法飛において非前に安定

し、 1型式にまとめても良いほどである。

靴の羽ロ ・棒状土製i1111'ガラス小」惰/{flばなどは、船数の上では微批である。

輔の羽口の出土したものは形態ら法屎とも共凪しているようである。先端部の溶けて並れた）j向と -:

次的被火の痕跡から炉への装滸状態の分かるものがある (I以J(-i5-5)。それによれば炉陪の版さは 5cm 

ほどで、そこに先端を下に斜め4G゚ ほとの角｝虻で装滸されていたようだ。

ガラス小歪鋳型は全て破片であるが、縁辺部の残るものは全て1リ弧を拙き、それによ って拙測される

径はみな20cmほどになる。これも法；礼的に安定しているようである。

鋳型穴の配骰も全て同心円状のもののみであり、それは中心部の残る破片で，中心から螺旋状に配さ

れている事が判明した。鋳即火の大きさは全て共辿しており、法ぷし的には同サイズのガラス小=itしか牛

産していなかったと考えられる。あと、緑辺部で蛤方形に!JJl・バリ．穴のない部分があるのを 2例確認でさた。

おそらくは鉄鉗でつかむための部分と思われる。大阪府難波宮址に類似の例がある。

芯持ち孔は鋳捌を限い台の上において細い鉄針(l)ようなものを回転させて刺し1非lけたよう である。ほ

とんどが貫通し、 中 には台に当たって illl が っ た状態で皿転し、 ードに I~廿くラッバ状の北になったものもあ

る。鋳型の途中で折れたまま回転したものもある。

二次的被火の痕跡はヒ而と下面で異なるものがあり、下而はやや泣元的な雰囲気で、上而は酸化の強

いものがある。上而がll卜lいた炉で、炭などの火床に『I桜凶かれたものか。

ガラス小玉鋳型は日本列島域では4批紀から出硯しているが、近畿地方の飛島～奈良時代に限って兄
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れば、 奈良県上之宮辿跡例と平城臼址に方形のものがある以外は1サ形のものが多いよう である。しかし、

鋳型穴の配i府は前線的なものばかりで、今回のような螺旋状の月e間を取る例がないようである。エ人
団の個性と見て良いのだろうか。

須恵器は、 翌が多いが、残存底の問いものは皆無で、ただ破片のみあるような状況である。災隙、 個

体がどの程度使川されていたか疑間なほどである。次に多いのは杯で、飛島分類の杯H類と杯G類の割

合は 3 対 1 ほどで、飛、[~ Il 期的な状況である 。 杯 H盗が此よりかなり多いのは材としても使用で き るた

めか。また、 壷類は一定数あり 、訂祁が鋭伯に屈ill.Iするものがなく 、腺が少数ながら押凪的にあるm-カ
飛鳥II期の特徴を良く表している。

土器の総合的な法址の分析をする余裕がなく ｀また時を改めて示したいと考えているが、ここで上n11i

器坪に関してはおおよその見迎しをつけておきたい。

法量の計測が確尖に出来るものは100点弱であった。それを1-1径を中心として I~W類に分ける。ま

た、各々が身の浅めと深めのものに分かれる仰向があるようなので、前者を a類、後者を b類とする。

口径7.8cm俗~?,は2.9cm以下のものは手捉ね主体のものが多くミ ニチュアに分糾される。

I類は小盟のため、法紐0)かを界も徹妙なところがあるが、口径8.4ー8.9cm。他りは a類2、5~2.8皿1、
b類3.5~3. 7cm。

II類は最も個体数が多く、 11径は9.2~10,7CDlo器研は明確な坑界がないが、 2.9~3. 0cmと:,i,2~3. 4 

cmにピークがありおそらくそれがa・b類となろう 。明確に分類しにくいのは規格性のぶりいその 2類の

他に、 器高がばらつく規格性の低い一／作が枇在しているためのようである。規格性の翡さの一例として、

II b類の中で、3- 376ft J月• 出 —1-: 0) ものでぴった り 3 個体爪ねる lji.ができ る例があり（与以似1版40 -~) 、

セ ッ ト関係で生~n された可詭性が,','/j く、 その一~i-11 は LL 径でも 9 .6cm以ド、 9.8~10.lcm、10.3cm以上に細

分できる可能性がある。

III類はわずか 5例しかないが、他の類とややI/Ill府があき、 ここに 1堕式股定してお くのが妥当と息i

れ設定した。口径11.2~11. 5cm。 しいて a• bMに分けるなら，器謀3.:,~3. 5cmと3.9cm1ifJ後力。

w類は口径ll.9~ 12. 9cm。杵怜研 a乱・rn.sー3.Gem、b製は:'.).~- ~. :,cmだが、4.0cm以J.:.のものが多い。

v類も 6例 しかなく、 1ll類と状況が似るが、口径13.2~H. 8cm。器窃a類3.6~4,lcm、b類は5.7cm 

と突出する一例があるが、 4.6~4.7cm前後か。

VI類は口径15.~~ 17. 9cm。 器f~a 類4 .7~5. 1cm、 b 糾5 . 5~6.3cm 。 ただ、、1,'i数の~lll に法・址分布域が）公

く、例数が多ければ細分できる可能性が問い。

1点のみ口径22.0cm、窃さ5;5cmと大きいものがあり、 一l心iこれをW紺＇［としておく 。飛島分類で鉢B

とされる杯形鉢は批小のもので「l径20cmほどだが、器詞は7.0cm以上ある。それに対し、1J)(人の坪はロ

径19cm台で器位;5 cm前後のものと、口径18cm台で杓杵問 7Clllりりのもので、そこにははっきりしたむ初界があ

るようだ。本例はそのりを界線 ,-.のもので、やや特媒なものかもしれない。

全体を概糾し、 11{1文と間整にtJAJして兄ると、 見込みの蝶旋状II行文は法況に1栂係なく、少数ながら全体

にあるよう だ。放射状二段暗文は数が少ないが、強いて甘えばrv知以上のものに偏る。外血下半のケズ
リ調整はV類から見られ、VI類以上の大型品で一般的である。

器形で見ると小さいものではb類が圧倒的に多いが、大型ではa類の比率が附すよう で、a類対b類

の割合はII頻ではおおよそ 1対 2なのに対し、 VI類では l対 1になる。

II類が数紐的にも多いれから1共膳樅の中心となるものであろう。その中でも IIb類が杯の典捌的な形
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表66 、中物法量一覧土師器坪・高坪・皿

器f里 凶No, 登鉗No, 叫 fl'J'CI'工礎NO, ーロ―径 節蘭 高杯 i:J-;~ 残存％巫 暗文 メモ
0111 om om 

ll-1'? 40-1 222 3-370 eli!ll I~J: f!1 58 1,9 30 ... Iミ・チュア
坪つ 89-2 399 3-450; 叫隅 8

7.6 29 80 1ミ＝チュア
坪つ 85-3 680 3-450; 藝 7.8 2.6 90 し ミニチュアキつくね

坪 40-2 452 3-370 固 8,4_ 2.8 40 し4
坪 9S-1 157 4-206; ＋叫14 8,6 一7 30爾
坪 85-4 788 3-4!l0i 8,7 2,7 ~[ 一

坪 85二6 344 3-4!!0" 8,7 3,6 "' ・~- 外而ミガキ下磁ケズリ

坪 85-5 429 3-4!!0 土榊群5土雅39 8、8 2.7 90_一
坪 67ー1 恥2~- 412 8.9 2,8 30-
坪？ 802 3-412i 9.0 2、0 20 憑阻Jt,皿つ

坪 95-2 288 4-287 9.2 3.1 80 一段
坪 40-3 875 3• 376 1-t' ’土器81 9.2 3.2 00 一殴
坪 490 3•376 C 出 3 土器47 9.3 2.7 20 
坪 1:11:1!! 1 3•37B ほ 、 中埠94 9.4 3.4 40 
坪 67-2 693 13-41 ， 9.5 3.2 9!l 不明 粘土紐全て分かる n

坪 ___M;)_ 叫 f:il 9.6 3.0 20 
坪 508 3-376 ロ 中四R~ 96 3.2 30 
坪 856 3-376 t.11 9.B 3.2 30 
坪 570 3-450; 拝5 9.7 2.9 60 
坪 53-17 797 3-708: 坑 9,7 :17 50 -t.\l• 匹 liTI!

坪 222 3-376 旧碍上M 9.8 ____ZL(l_ 20 
坪 14-1 71 3-139 田 9,8 2.9 40 1..,,1』月
坪 487 3-376 屈上 土樅44 0,8 3,0 4-Q 
坪 89-1 602 3-515" ± 1 0,8 3,1 40不明

坪 85•8 419 3-47面 土1 4土器32 9.8 3,1 100 一段
坪 41B 3-450 十 3.:1:. 櫛31 0.8 3.2 50 
坪 79-2 825 3.447, 千 i土器7 9.8 3.4 30不H
坪 100ー17 BO 4-126 9.8 3.ti 30 -
坪 1如ゴ 11 !l_ 4ー125 四 5 9.9 2.9 !JO-
坪 40-4 222 3•376 ,~ 刑 m 9.9 3.0 101:;i.; 
坪 100-2 119 4- 1~6_、 t沿8 9,9 3.1 90 - 庇部穿孔

坪 840 3-376~ 屈 9.9 3.3 20 
坪 788 3-460; 9.9 3.3 50 
坪 95-3 163 4-206; 中i10 9~9 34 100 一段
坪 85-7 423 3-450; 十 騨5 9,9 34 90 一糾廿
坪 100-16 127 4-126; ±j 3 10,0 3,0 100 -J;¥I' 

坪 8!l!i ~-376 吐1!上 1 10.0 3,2 ~~Q 
坪 40-5 868 3-376 h •r上M 土難74 10.0 3,6 90 -段
坪 14-2 71 3-'I箕田 10.1 2,9 60 -段
坪 840 3-376 屈 10.1 3,0 30 
坪 67-3 802 3• 412 10.1 3.3 80 一殴
坪 914 3• 376 " 9上l!'1 十凶119 10.1 3.4 40 
坪 15-3 568 3• 345 10.2 2.9 20 不明
坪 4~_:t 3• 376 ヒり 10.2 3.0 20 
坪 58-11 137 14一162:・ I'I ,0 3 2.9 30 一殴 内面横紐2本
坪 44R 3• :i]!l_j ヒり !l:.W5 10 4 2.9 10 
坪 881 3-3761 上 、 ~ :r-沿88•3 10 4 3.4 一b坪 67-4 722 3-412; .:I: 如 10.5 3.2 70 -
坪 40-6 874 3-376 -凪 Eり土器8-0 10.7 3.2 70 -
坪 40-7 855 3-376 日 f-~ 1U 'l Q 80 -
坪 14-3 71 3-139 田 11,3 :Jo 50 -
坪 840 3-376 胴 11.4 3,3 30 
坪 840 3-376 屁 11.4 3,9 20 
坪 8~5- 9 788 3-<ISOi 11.5 3,6 80-ト・輯ぼ9
坪 67-5 802 3-1112, 11.9 3.5 30 ヒ設1:1:ミガキ？
坪 95-5 774 -3--736 土器14 11.9 3.6 60不B
坪 40-B 912 3-376 屈 卜閥エ器117 12.0 3.8 50 -
坪 (1;!-18 797 3-708 汀 12-:ti 3.9 50 -
坪 釦 104 3-』182 Iド niflf澤埠m 12.0 ii.2 80 - • 11遭 1言

坪 95-6 144 4-205 !l I 12.1 4.0 90 -
坪 58-12 137 4- 162:• tn '., 12.2 2.9 20-
坪 95-4 391 4• 282; 12.3 3.B ilb- • 圏Ull'

坪 40-10 473 3-376 尼 ＇ ーエ揺30 12.3 4.1 501小
坪 867 3-376 屈 工器73 12 4 4.2 50 
坪 408 3-460; ・ ！囀4 12 S 3.9 4C 
坪 101-1 206 4-185; • 5 12,5 43 20- 1内面横鰈9本
坪 89-2 602 3-!116、 ＇皐1 12.6 ~,2--- 30-
坪 4()-9 499 3-376 E - ~ 土器50-1 12,8 3,6 50―' 
坪 '16-B 282 3-483 12,0 3.6 一、

坪 477 3-376~I t. !l土器34 13,2 4.6 ___,'30 
坪 868 3-$76 ~ ~ :: !'i 土齢72 13.4 3,0 29 
坪 40ー,, 471 3-376 ~ ,_ a土船28 13,6 5,7 30 一ぷ9 外1111下岨ケズI」

坪 101-2 204 4-185 3 14 3 4.7 30 段
坪 344 3• 450• 14 S 3,0 40 
坪 461 3-376 I.~ .t.l(り十玲1 8 14 8 4.1 10 
坪 443 3•376 :f~ 上陪 i:i.f 4.9 20 
坪 802 3• 412· 15 6 S.O 30 
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坪 9::i-"/ 14a 4~ 05i £器~ 15.B 4.7 30 - i\l'• 酎11111! mミ丁キそ・ ~J

坪 111-11 71 3-・13か 1f1 15.B 5.1 40 -；り m下I11 T IJ 
坪 67-6 714 3-412 ヤ澁13 15.9 5.1 30 -,l)', IIK!ilil '¥. TI下半ケズリ
坪 79-3 819 3• 447 ヒ鼎群1土雌1 15.9 5.B 40 !Ill ＇下・, T リ
坪 16-8 285 3-403 f 16 0 6.1 :J!! ')_ I;, ナゴ

坪 <10ー15 BBi 3• 376 出悦土謀86ー1 16 4 6.3 iQ-
坪 40ー12 881 3• 37G rm .:I: 鼎86•2 16.5 4~ 60 - り血下'.!~'7'7, リ
坪 40ー13 900 3• 37B _l-_fia'.:I: 謡1⑮ !Jl~ !LO_ 1 0 不 ~ ク,lfi]下とタ・ヌリ
坪 85ー10 1001 3• 450 頂§ 6_,]_ 95 - ・螺霞ク，直i下と仕ケヌリ
坪 40ー14 90E 3• 376 - ヨ罪110 16,6 6.1 70 - 夕凶iミプ：rキ下半ケズリ
坪 ~j!~ 13 2H ~62 ：甜19 16,8 6.5 70 - 5面下iヒケズリ
坪 ---222 3-=-3]6 •1iit /1-J 17,2 4.8 20 
坪 40~ 6 856 3-376 J • 上，｝ 17,9 8.G 20 一殴 外面下半ケズリ
坪 4_0-26 909 3-376 ,1・ 上ぅ土器114 18,3 3、9 40 一段 外而下半ケズリ皿？
坪 14-6 71 3-139 田 22.0 !'J.!l 20 二段？
台付き坪 40-17 888 3-37G・ 屈土~93 9.4 4.7 2.a iO 無し 一凸の器；；；-3.2,:;m 
把手付坪 85-13 788 3-450i 8.2 1¥.3 90 -ill'. 外百iミガキ杷キ欠矢
1高坪 96-12 288 4-287i 6.4 印 1.0 50 .ゞ,— Fユ ＆復~e

品坪 6B-4 93 3-180i 7す 56 , 4 60 =二,トユ
画坪 106-i 320 4-28ili 7.3 1.2 40 1ミニ：FュP残高3.4om
画坪 M-H 344 3-45-0―) ’ 7.8 1.2 40 1ミニ：巳ュ I" • ● :i.3 6om 
品坪 40-19 855 3• 378 屈上 /1•1 8.2 7.1 1.2 90 1ミニ ユ
画坪 100-4 142 4ー125 8.4 78 1.3 100 ［ミニ；とユ:z
品坪 95-8 770 3• 736 .. ー・』 10 8.9 1.4 10 ミニチュア、残i¥:li2,3orn
品坪 40ー18 443 3-3 76 I.JI ド・； 紅 6,2__ ______2.j 60 し ミニチュア
画杯 85ー16 411 ~~- 4 5~Qi - ~, 11和 4_.:I計榊,7.4 _ 1_0,3_ M 1.4 90 し ミニ'J-.;i..ア
品坪 4AF 3-3 76• ~ 店 h !/土器42 16,6 20 
画坪 赳-8 4 3-11 IJ;J 16,8 11.6 3.0 100 ＇ 4憧t'!i
品坪 100-6 122 4-126; ● ● 』’’ 11 16,0 3.7 30- り曼屠4.4cm
画坪 40-22 607 3-376 . 足！ •• 十B沿4 16,2 3.G 30- 残；；；B.9cm 
品坪 86-19 395 3-450; ,, I糾2土湘13 16.4 11.6 3.0 70 .円
品坪 85-17 575 3-450; I 11は7土湘67 16.<1 3.1 ,10- 殖；；；5.1cm 
局坪 40-23 454 3-376 屈上 土i~11 f6.~ 39 20 - り墨濯,7.1cm
局坪 40-24 869 3-376 屈土器7$ f6.5 13 B 31 95 ,1< 
局坪 502 3-376ヒ居―上ft, 千 5↓ ;59 16.6 30 
品坪 104-!l ー一if794-ff8•288溝交点 ＇雌13 16.8 10.8 3.0 BO 無し Iやや粗魏
品坪 89-3 95"ti" 3~515, .:1:4/iもII王2:t.WJ 16.8 3.7 20 -tit り蔓高4.3om
局坪 459 3• 376 9」 R'i 中~ 16 16.8 30 
局坪 222 3• 376 ・fliJ:.IN 16.9 10 
品坪 14-7 71 3• 139 17.2 4.4 60 一段 獲高1J,}cm
局坪 46• 6 94g_ 3- 493!~ 一 17 8 M 20 一段 残；；；4,0cm 
局坪 344 :J・4GOl 16,6 3.4 20 
皿 14• 6 71 ~~1J_9 ち込み 29,1 2,1 40 一段
皿 67-u._ 802 3-412; 22,0 2,i 30 無し
皿 40-26 491 3-376・ );,I .t陪土樅48 27、2 4、1 30 一殴9螺I阻

態として意識されていたのではないだろうか。大型のものは鉢類と！欄盤方法を共通させながらも、その

機能的な区分を明確にするかのように a 類が妍加すると 1-i•える。

土師器杯の法飛分布は飛I，贔輯年の飛鳥II期のものと比較しても矛府はない。ただ、I類のように小さ

いものは奈良県側ではあま り見られないようである。ま た、各rI径による区分の中にa・b類がイ｛；在す

る事が判明し、II類ではさらに細かく、入れ子状に瓜ねる事がで邑るセッ トが生遥されていた可能性を

指摘できた。これは、飛、〖に一奈艮II寺代の布）J な —IJ. 11爾器生瓶地の餃判］である 、 土師の見辿跡を中心とする

石川左岸地瞥に近く、 そこからのみ直接的に供給を受けでいで生瓶地のセットl閲係を艮く反映している

と推測する事も可能である。

(4)遺跡内での位皿付け

今回の調査成呆から、飛、し·:~11 期 に、生照 と居住を兼ね、複数の区域で分業もなさ れていた lffflほl叱もあ

る計画的な工房城が出硯し、短期間で1巽絶した様了・が考えられるようになってきた。

船橋遺跡で、それと 1剥辿しそうな要素と行えば、船椋廃寺が有力な候,j¥[I)となろう。その想定されてい

る位置は調査区から東附梨400mほどである（区1117のN)。

船橋遺跡内では飛脳寺11-1J飽瓦も出土しているが、 船枡廃寺は1且天王寺式伽甑配＇趾であるら しいので、

飛烏II期の削建であって もおかしくはなかろう。

むしろ、 今回の成呆を寺院創紐時の短期IIりの生産と労えれば、船柏廃寺創建時期を傍ffiEする一つの半
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掛かりとなるかもしれない。

船橋遺跡には、もう 一つ、河内1叫府脱も存在するが、今回は、工房城が極鋭期間で廃絶する事から、

国府に伴う 生迎施股としては疑間が残り、飛島II期における国府の存在に1紺しては否定的な成果である

と言える。

5、奈良時代

今回の調究では奈良時代と特定できる辿*iWは二つの土器地納ピッ トしか確昭されず、かなり希孔りであ

ると言わざるをえない。しかし、包含/1'.:'iにも若干の辿物があり、辿跡内では辿物の多い時期でもあるの

で、 一定の評価は必要であろ っ。

遺跡内で奈良時代の辿物が多いのは間究区より南東の現大和）II内であ り、船桃廃寺付近とも百える。

奈良時代を通じて辿物はあるが、特に多いのは平城宮胃~JV期煩のようである。

今回の遺撒は平城宮I~II期頃と考えられるが、飛扁時代後半期には一8.空白域となったこの部分に

何故この時期に群ぴ辿構が少↓られるのであろうか。

土器埋納ピッ トという形は祭祀的な感じを受ける。そして1肌丸方形の平rfTi形は飛鳥時代のものと異力

り、各辺が花方1¥1を向く 。

それだけ しか手掛かりはないが、大）j且に想倣すれば、その時）関に条町IJlj;l叫割がこの部分に施行された

可能性もあるかもしれない。ただし、中Ill:における励畠と堀田の造成に至るまでの耕作閥係の辿梢か ',I"

ったく確認できないのはやはり疑間であり 、1ei.!,含府の辿物でもわずかな平安時代の辿物まで時期的な空

白がある事がやはり否定的淡索である。

船橋廃寺は まだこの IIかJりも存続していたようであるので、やはりそれとの 1紺係でこの II✓測何かがあっ

たのだろう か。鉱含W1辿物で特徴的なものに栂料」：：怜枯がある。過去に辿跡内から/1¥こI:.:した琳押上杓糾こt

「玉井家」「大’求」というものがあり、公的機1紺を兼ねた在地磁族の邸宅が近込に存任していた川能性

を感じさせる。今1111も「麻呂」は人名であろうし、）,函人梱の llj°能性もあるが、文字狩料の点から見れば、

人名は寺院閲係での1廿上が多い。「粟」も人名の11J能性がある。寺院での何らかの行事に参染した人々

の残したものである可能性もあろう。

奈良時代に1松jして今1五I(I)閥査から考えられる叩はおおよそ以上である。それ以降も船柏廃寺はイヂ続し

ていたよう で、平安時代前期、 D 1位紀頃まではあったようであるが、次第に辿物が減少し、いつしか廃

絶したよう である。

6、中世以降

12~13世紀叫、邸低裟の少ない島畠とり111EEiが交Tf.に並}'J:する、条比HJIJ;l膨，冊による耕地が成立する。'-

れが確実な耕地化の最古のものであるが、何故それ以前に排地化の:rrM実な痕跡がないのだろうか。

この耕地造成の脱に、それ以前の耕作痕跡が全て消滅したのであろうか。しかし、 4面の辿構の残存

具合から見てもそれは考えにくい。この間査区付近の局所的な状況であったとしても耕地化されなか

た理由があるはずであるが、今のところ不明であるとしか行いようがない。

あえて言えば、成立した耕地の形態から考えられるかもしれない。 ここの ，I,' ~l;!,は、洪水砂の処迎のた

めではなく 、あえて堀田を掘り込み、 その排土を盛土として作るもので、不安定な給水にも対応できる

耕地形態と して造成された可能性がある事を先述した。 それと飛、1.'.~fl寺代以降の堆耕物の少な さを考える
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と、ここは洪水もほとんど米ない周辺の河川から祁水しにくい部分で、なんらかの理由で）廿水路などの

人工的な導水施股も作る事が困難な土地であったのではないだろうか。

だが、それでもなぜ12~13批紀頃になって耕地化したのかの理由は不明である。その項には神松平野

扇状地帯は完新批段丘IIの形成後であり、大和川 ・石川の本流からの取水は一）砂困訛になっていたは

である。ひとつ推測できるのは、石川からの分流の事である。この流路の存在がさらに上流から群水

る水路を延及する妨げになっていた可能性はないだろうか。

船橋遺跡00-lの間在で検出された流路は、この分流の最後の頃の流路と思われるが、自然堤防に

を加えた堤防上に水路が走っており、収水して流路自体の氾樅／瓜に給水する体系があった事が分かる。

その灌漑体系のイ伍在こそが、 lf.J側の1敗甜地への給水を不可能にしていると打える。

現在この付近は石川 I・.流の堰と羽山野丘陵京側の開析谷を水源として、丘陵・台地の据(J)やや闘い部

分を幹線的な水路が北 lこ．．する鼎漑体系が存在するが、それもここに一段低い氾濫原に独吃したii'II澗体系

が存在する と 、 それより北側の1敗詞地に延長する ~Jr.は難しい。流路は121せ紀叫に罪没したようだが、そ

の埋没の際に形成された徹闘地を渡れば、北側の微窃地に給水可能になる。

つまり、 JZill: 紀頃に石川からの分流が埋没した↓jf. が澗査区の立地する微i','/j地への給水を可能にし、そ

れにより耕地化がなされた可能性が考えられるのである。

しかし、 石川分流の流路の跡は洪水の迎り誼になりやすく、しばしば水路は破壊されたであろう。そ

れに加え、 既存の水利体系のq-,に新たに拓かれた耕地は水禾1」に1具lする権利が弱かったと息われ、そう い

った不安要索が、給水が不允分な↓H態にも対応できる耕地形隙をとらせたと想俊する ~Jf, もできる。

その後も 島畠と掘田は少しずつ変化しながら維持される。 3-2/f,1が耕北となっていた時期は11世紀

頃で、その頃に地紺があったよ うである。3而を肌没させる洪水が米たのが15・1止紀頃、それにより島砧

と堀田が逆転した部分もあるが、,.~本的には耕地形態は維持されていく 。

耕地が平坦化するのは18世紀初訓(1:j'~で，その後II沿はなどの水lflJ未面の排水施設が発述するが、それi

大和川付け粋えを契機としている可能性が拙い。

しかし、 条血!JI」地割自体は宅地化が辿行した硯代にも辿跡内に良好に辿イィ：している。
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